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慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

九
月

至
其
年
十
二
月

烈
祖
成
績
巻
之
十

慶
長
五
年
九
月
十
六
日
、
神
祖
藤
川
の
営
を
出
で
佐
和
山
南
野
並
東
山
に
陣
す
。
家

忠

日

記
・
德

川

記

・

関

原

記

大

全

中
村
一
栄
・
横
田
宗
治
を
召
し
、
大
垣
に
至
り
諸
将
と
城
を
攻
む
。
豊
臣
秀
秋
・
井

伊
直
政
・
田
中
吉
政
・
黒
田
長
政
・
藤
堂
高
虎
・
石
川
左
衛
門
佐
等
二
隊
と
分
け
為
し
磨
釘
嶺

鳥
居
本
よ
り
進
み
佐
和
山
城
を
攻
む
。
神
祖
正
法
寺
山
に
移
る
。
正

法

大

全

作

正

寳

。

国

音

転

訛

。

創

業

記

作

正

覚

誤

。

今

拠

江

州

地

名

訂

之

池
田
輝
政
・
徳
永
法
師
寿
昌
・
横
井
伊
織
父
子
三
人
多
藝
に
屯
し
牧
田

口
に
出
で
長
束
正
家
・
安
国
寺
恵
瓊
を
追
撃
す
。
石

卵

餘

史

曰

、
金

森

法

印
・
市

橋

下

總

守
・
横

井

伊

織

追

撃

恵

瓊

・

長

曾

我

部

盛

親

攻

之

。
今

従

大

全

恵
瓊
の
宰
島
十
郎
左
衛
門
衆
を
励
ま
し
戦
は
ん
と
欲
す
る
も
衆
皆
烏
合

に
し
て
一
時
に
潰
走
す
。
正
家
の
兵
松
田
金
七
多
力
に
て
健
闘
す
。
鉄
撘
を
以
て
我
兵
七
八
人

を
拘
取
し
之
を
刺
殺
し
遂
に
戦
死
す
。
恵
瓊
・
正
家
皆
敗
走
す
。
大

全

・

関

原

合

戦

誌

・

餘

史

寿
昌
・
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伊
織
父
子
級
を
獲
り
神
祖
の
覧
に
磨

針
（
釘
カ
）

嶺
に
於
い
て
備
ふ

餘

史

曰

、

獲

一

百

四

十

級

。

大

全

不

書

数

今

従

之

神
祖
特
だ
横
井
作
左
衛
門
の
戦
を
褒
む
。〔
脱

ヵ

〕

誌

・

餘

史

本

書

有

松

野

主

馬

。

拠

大

全

主

馬

自

引

兵

下

松

尾

山

不

復

出

戦

。

見

上

文

故

不

取

是
に
先
ん
じ
、
毛
利
輝
元
大
坂
の
弓
銃
隊
長
長
谷
川
右
兵
衛
・
赤
松
上
總
介
則

房
を
遣
は
し
之
を
援
く
。
則

房

、

兵

部

少

輔

義

祐

子

右
兵
衛
箭
書
を
秀
秋
の
陣
に
射
、
内
応
を
為
さ
ん

と
欲
す
。
隠
岐
守
、
之
を
覚
り
之
を
殺
さ
ん
と
す
。
右
兵
衛
水
竇 あな
よ
り
逃
げ
秀
秋
の
陣
に
奔
る
。

篝
尾
の
守
将
山
田
上
野
、
使
を
牙
城
に
馳
せ
援
を
乞
ふ
。
隠
岐
守
、
赤
松
則
房
を
し
て
之
を
援

け
し
む
。

其
夜
上
野
出
奔
し
故
に
則
房
兵
を
引
き
還
る
。

十
七
日
、
井
伊
直
政
、
城
後
の
水
道
を
繞 めぐ
り
出
で
城
を
攻
め
之
を
破
る
。
大

全

直

政

作

田

中

吉

政

。

今

従

家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

火
を
縦 はな
ち
楼
櫓
を
焚 や

く
。
城
兵
恇おそ
れ
擾
ぎ
拒 ふせ
ぐ
を
得
ず
。
隠
岐
守

及
び
正
澄
、
使
を
直
政
の
陣
に
遣
は
し
自
殺
以
て
城
兵
の
死
に
代
へ
ん
と
請
ふ
。
直
政
之
を
本

営
に
告
げ
神
祖
之
を
許
す
。
隠
岐
守
及
び
正
澄
・
右
近
・
下
野
守
等
皆
自
殺
す
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・
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德

川

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

三
成
の
宰
土
田
桃
雲
、
三
成
の
妻
を
殺
す
。
火
薬
を
設
け
隠
岐
守
以
下

の
屍
を
悉
く
焼
き
然
る
後
に
自
屠
し
燔
死
す
。
餘

史

曰

、

隼

人

正

亦

自

殺

。

合

戦

誌

曰

、

隼

人

正

年

十

三

、

出

城

進

至

高

野

山

。

寺

僧

捕

之

送

京

師

処

斬

。

未

知

孰

是

。

又

按

ず

る

に

、

餘

史

・

関

原

軍

記

並

び

曰

は

く

「

下

野

守

の

子

宗

二

郎

、

尾

藤

善

四

郎

と

出

で

闘

ひ

首

級

を

獲

る

。

二

人

交

臂

し

（

腕

を

組

む

）

火

に

赴

き

死

す

」

と

。

合

戦

誌

曰

、

二

人

出

闘

潰

圍

遁

去

不

知

所

之

二

説

不

同

。

附

以

備

考

福
島
正
則
愛
智
川
の

上
ほ
と
り

に
陣
す
。
戦
を
観
、
何
す
る
無
く
城
陥
つ
。
故
に
兵
を
進
め

ず
。
神
祖
、
石
川
康
通
・
内
藤
信
正
・
西
郷
正
員
し
て
城
を
取
ら
し
む
。
秀
秋
・
直
政
兵
を
引

き
還
る
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

秀
秋
及
び
黒
田
長
政
の
兵
を
分
け
之
を
戍
る
。

大

全

神
祖
陣
を
永
原
に
移
す
。
合

戦

記

（

誌

）
・

関

原

軍

記

作

平

田

山

誤

。

今

従

創

業

記

異

・

大

全

田
中
吉
政
を
召

し
て
曰
は
く
「
佐
和
山
城
陥
ち
賊
魁
三
成
城
中
に
在
ら
ず
。
卿
、
江
州
の
地
理
を
諳 し

る
。
宜
し

く
江
北
に
至
り
蒐
羅

し
ゅ
う
ら

（

捜

索

）

し
之
を
逮
捕
す
べ
し
」
と
。
吉
政
命
を
奉 う

け
膽
吹
山
麓
を
囲
み
之
を

遍
く
索 さが
す
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

加
藤
嘉
明
東
征
に
出
で
従
ふ
。
其
弟
内
記
忠
明

及
び
其
臣
堀
部
主
膳
・
黒
田
九
兵
衛
・
佃
次
郎
兵
衛
等
を
し
て
松
崎
城
を
守
ら
し
む
。
諸

書

作

奥

崎
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今

従

大

全

初
め
敵
将
大
阪
に
在
り
軍
事
を
会
議
す
。
石
田
三
成
、
毛
利
輝
元
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
卿
、

大
藩
な
り
。
昔
時

む

か

し

六
分
一
殿
た
り
と
雖
へ
ど
も
以
て
過
ぐ
る
無
き
な
り
。
按

ず

る

に

、

将

軍

足

利

義

満

公

の

時

山

名

陸

奥

守

氏

清

・

播

磨

守

満

幸

等

十

一

州

に

封

ず

。

時

の

人

之

を

六

分

一

殿

と

謂

ふ

。

輝

元

も

亦

十

州

を

領

す

。

故

に

三

成

然

云

ふ

隣
国
の
諸
将
与 とも
に
敵
た
る
者
無
し
。
宜
し
く
兵
四
五
千
を
伊
豫
に
遣
は
し
、
以
て
加
藤
左
馬

助
・
藤
堂
佐
渡
守
管
内
の
地
を
徇 めぐ
る
べ
し
」
と
。
輝
元
曰
は
く
「
我
兵
大
阪
に
在
り
。
四
万
余

四
国
に
分
け
遣
は
す
は
掌
を
反
す
が
如
く
易
し
。
然
れ
ど
も
加
藤
・
藤
堂
皆
小
藩
な
り
。
留
守

の
兵
跳
梁
侵
軼

し
ん
い
つ

す
る
能
は
ざ
る
は
明
ら
か
な
り
。
儻 も

し
黒
田
如
水
・
加
藤
主
計
頭
、
内
府
に
党

し
挙
兵
し
我
に

托
（
抗
）

せ
ば
則
ち
鎮
西
の
諸
将
必
ず
其
患
を
被
る
。
其
勢
周
防
長
門
の
兵
を
以
て
之

を
救
は
ざ
る
を
得
ず
。
見
る
に
兵
多
し
と
雖
へ
ど
も
四
国
九
州
に
分
け
遣
は
す
は
殆
ん
ど
不
可

な
り
」
と
。
三
成
曰
は
く
「
然
ら
ず
。
縦 たと
ひ
如
水
・
主
計
頭
関
東
に
属
す
と
雖
へ
ど
も
大
阪
の

質
を
棄
つ
る
能
は
ず
。
内
府
の
責
を
免
れ
城
に
拠
り
自
守
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。
当
に
此
時

見
兵
を
分
け
遣
は
し
隣
国
の
諸
将
と
之
を
撃
つ
べ
し
。
中
津
・
熊
本
二
城
輒
ち
克
つ
べ
か
ら
ず
。
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旬
を
逾 こ

え
月
弥 わた
り
師
必
ず
老
ゆ
（

軍

は

疲

弊

す

る

）
。
其
勝
ち
易
き
を
撃
ち
以
て
兵
威
を
壮
ん
に
す
る

に
如
か
ず
。
此
れ
策
の
上
な
る
者
な
り
」
と
。
諸
将
皆
其
謀
を
善
し
と
す
。
大

全

輝
元
、
宍
戸
善

左
衛
門

備

前

守

弟

・
曽
根
兵
庫
・
村
上
掃
部
・
野
島
内
匠
等
を
し
て
兵
三
千
五
百
を
将
ゐ

合

戦

誌

作

二

千

従

今

大

全

舟
に
て
伊
豫
に
至
り
松
崎
城
を
攻
め
し
む
。
土
人
平
岡
孫
右
衛
門
・
其
弟
善
兵
衛

之
に
叛
応
し
郷
導
を
為
す
。
城
を
距
つ
る
こ
と
三
里
。

是
日
、
満
浦
に
泊
る

諸

書

満

作

三

津

、

国

音

相

通

。

今

従

大

全

善
左
衛
門
謀
り
て
曰
は
く
「
城
中
勇
士
多

く
之
を
攻
む
る
は
未
だ

稡
（
猝
）

（

す

ば

や

く

）

抜
に
易
か
ら
ず
。
今
公
命
を
以
て
之
を
制
し
之
を
得
る
は

難
か
ら
ず
。
且
其
虚
を
観
る
な
り
」
と
。
乃
ち
使
を
遣
は
し
て
曰
は
く
「
吾
軍
秀
頼
公
の
命
を
銜 ふく

み
兵
を
将
ゐ
此
に
［

］
。
左
馬
助
殿
東
征
に
従
ふ
。
願
は
く
は
城
を
借
り
以
て
吾
兵
を
屯
せ
ん
」

と
。
忠
明
勇
に
し
て
謀
有
り
。
之
に

紿
あ
ざ
む

き
て
曰
は
く
「
左
馬
助
在
ら
ず
と
雖
へ
ど
も
處
守
の
臣

敢
へ
て
公
命
を
重
ん
ぜ
ざ
ら
ん
や
。
宜
し
く
城
を
出
で
避
去
す
べ
し
。
然
る
に
士
人
の
妻
子
皆

城
中
に
在
り
。
明
日
当
に
之
を
城
外
に
移
し
灑
掃
整
頓
し
然
る
後
に
城
を
授
く
べ
し
」
と
。
因
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り
て
井
上
加
之
助
を
以
て
使
と
為
し
満
浦
に
遣
は
し
亦
敵
の
虚
実
を

偵
う
か
が

ふ
。

其
の
夜
、
忠
明
鋭
兵
五
百
を
率
ゐ
満
浦
を
急
襲
す
。
加
之
助
還
り
諸 これ
と
途
に
遇
ひ
報
し
て
曰
は

く
「
敵
兵
甚
し
く
は
多
か
ら
ず
。
隊
将
漁
家
に
営
し
士
卒
海
浜
に
陣
す
。
部
俉 ご

整
は
ず
撃
ち
て

之
走
る
べ
き
な
り
」
と
。
忠
明
喜
び
て
更
に
（

夜

更

け

に

）

軍
を
潜
め
満
浦
に
至
る
。
東
西
に
火
を
縦 はな

ち
之
を
撃
つ
。
敵
陣
大
い
に
擾
ぐ
。
善
左
衛
門
身
を
挺
し
出
で
闘
ふ
。
加
之
助
戦
死
し
其
余
頗

る
死
傷
有
り
と
雖
へ
ど
も
忠
明
縦
横
に
奮
撃
し
之
を
破
る
。
敵
将
曽
根
兵
庫
・
村
上
掃
部
・
野

島
内
匠
等
を
斬
る
。
善
左
衛
門
山
麓
を
循 めぐ
り
て
走
る
。

黎
明
、
忠
明
兵
を
収
め
城
に
還
る
。
合

戦

誌

・

餘

史

・

紀

事

在

異

同

今

従

大

全

十
八
日
、
神
祖
八
幡
山
に
陣
す
。
大

全

。

合

戦

誌

曰

、

是

日

神

祖

奔

（

発

カ

）

平

田

山

。

福

島

正

則

・

藤

堂

高

虎

・

池

田

輝

政

為

前

軍

、
黒

田

長

政
・
細

川

忠

興
・
京

極

高

知

為

二

軍

。
浅

野

幸

長
・
堀

尾

忠

氏
・
寺

沢

廣

高

為

三

軍

、
井

伊

直

政
・
本

多

忠

勝

継

之

。

神

祖

為

後

拒

。

隊

伍

厳

整

。

拠

大

全

載

、

是

日

賜

正

則

・

長

政

二

人

書

則

非

是

日

之

事

。

蓋

佐

和

山

城

陥

移

陣

永

原

時

事

也

。

故

今

闕

疑

不

書

大
垣
羅
城
守
将
秋
月
種
長
・
相
良
長
毎
・
高
橋
元
種
相
謀
り
使
を
遣
し
福
原
直
孝
・
垣
見
家
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純
・
熊
谷
直
陳
・
木
村
宗
左
衛
門
を
軍
事
を
議
る
を
以
て
誘
致
す
。
直
孝
変
を
覚
り
来
ず
。
宗

左
衛
門
も
亦
之
を
疑
ひ
還
る
。
其
子
傳
藏
、
家
純
・
直
陳
を
止
む
る
も
二
人
既
に
第
二
城
に
往

く
。
種
長
・
長
毎
・
元
種
兵
を
伏
せ
直
陳
父
子
・
家
純
及
び
従
者
を
撃
ち
殺
し
二
十
人
ば
か
り

皆
死
す
。
宗
左
衛
門
父
子
変
を
聞
き
将
に
備
中
丸
に
入
ら
ん
と
す
。
三
将
兵
を
遣
は
し
急
ぎ
之

を
追
ふ
。
父
子
力
戦
し
て
死
す
。
慶

長

記

・

德

川

記

・

慶

長

一

統

記

並

曰

、

宗

左

衛

門

亦

被

誘

殺

。

合

戦

誌

曰

、

某

氏

家

伝

宗

左

衛

門

父

子

亦

被

誘

殺

於

二

丸

。
然

父

力

戦

而

死

請
（

諸

）
書

有

明

証

。
雖

家

伝

不

可

尽

信

其

説

是

ナ

リ

。
今

従

大

全
・
戦

誌

長
毎
、

其
宰
相
良
兵
部
を
し
て
五
人
の
首
を
提
げ
開
門
し
之
を
示
さ
し
む
。
麾
を
揮
ふ
こ
と
約
の
如
し
。

水
野
勝
成
、
其
兵
鈴
木
與
八
郎
を
遣
は
し
旗
を
持
ち
入
城
せ
し
む
。
松
平
康
長
・
中
村
一
学
の

兵
其
関
原
の
戦
に
会
せ
ざ
る
を
憤
り
銃
矢
を
争
ひ
放
ち
城
を
攻
む
。
三
将
其
違
約
を
責
め
聴
か

ず
。
之
を
攻
む
る
こ
と
愈
急
た
り
。
勝
成
怒
り
て
曰
は
く
「
勢
已
に
此
に
至
る
。
人
を
し
て
我

に
先
ん
ぜ
し
む
べ
か
ら
ず
。
」
と
。
直
に
進
み
城
を
攻
む
。
康
長
、
士
卒
を
諭
し
戦
を
止
む
。
一

學
の
兵
も
亦
退
く
。
事
遂
に
平
ら
ぐ
。
勝
成
・
康
長
、
三
将
と
議
り
進
み
牙
城
を
囲
む
。
直
孝
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堅
守
し
之
を
拒
ぐ
。
我
兵
頗
る
死
傷
有
り
。
大

全

曰

、

丹

波

守

一

學

之

兵

争

功

欲

入

城

。

城

兵

囲

鉄

門

厳

拒

之

。

故

引

兵

還

。

今

従

家

忠

日

記

・

水

野

勝

成

事

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

細
川
玄
旨
、
田
辺
城
を
固
守
し
小
野
木
公
郷
等
と
相

持 じ

す
る
こ
と
六
十
日
。
敵
将
関
東
に
帰
心
す
る
者
多
く
、
或
は
放
銃
に
鉛
弾
を
用
ゐ
ず
。
故
に

其
事
に
緩 かん
た
り
。
大

全

玄
旨
必
死
を
決
意
し
密
か
に
使
を
京
師
に
遣
は
す
。
家
世
所
伝
の
二
十
一

代
集
及
び
源
氏
物
語
を
禁
廷
に
献
じ
和
歌
一
首
を
以
て
副 そ

ふ
。
合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

細

川

家

伝

録

〇

大

全

曰

、
智

仁

親

王

以

大

石

勘

介

為

使

遣

田

辺

城

。
使

諭

玄

旨

献

家

伝

古

今

集
・
源

氏

物

語

于

禁

中

。
玄

旨

奉

命

副

以

二

十

一

代

集

付

使

者

。

其

余

所

秘

歌

書

蔵

于

匣

（

て

ば

こ

）

中

副

和

歌

一

章

贈

烏

丸

光

廣

卿

。

附

以

備

考

後
陽
成
天
皇
、
玄
旨
敗
死
せ
ば
則
ち

歌
道
廃
絶
せ
ん
こ
と
を
憂
へ
、
徳
善
院
玄
以
に
詔
し
和
議
を
修
せ
し
む
。
玄
以
、
前
田
主
膳
正

茂
勝
を
し
て
勅
使
参
議
藤
原
實
條
を
田
辺
城
に
導
き
勅
諭
す
る
こ
と
再
三
。
大

全

曰

、

以

冨

小

路

・

中

院

二

人

為

勅

使

。

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

並

云

、

三

條

大

納

言

。

今

従

之

。

拠

公

卿

補

任

、

實

條

此

時

為

参

議

。

諸

書

拠

後

年

所

進

官

書

之

耳

。
茂

勝

、
玄

以

養

子

。
合

戦

誌

佐

宗

利

今

従

細

川

家

傳

録

○

大

全
・
合

戦

誌
・
餘

史

曰

、
八

月

三

日

献

歌

書

。
合

戦

誌
・
餘

史

曰

、

九

月

二

日

勅

使

至

。

附

以

備

攷
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是
日
、
玄
旨
已
む
を
得
ず
勅
を
奉 う

け
城
を
出
で
亀
山
城
に
入
る
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

皆

云

、

入

高

野

山

。

而

不

日

。

大

全

曰

、

九

月

十

二

日

玄

旨

出

城

。

今

従

細

川

家

傳

録

小
西
行
長
、
関
原
戦
に
敗

れ
膽
吹
山
の
東
糟
賀
郡
邑
に
匿
る
。
相
川
村
の
禅
僧
林
蔵
主
之
を
覓 もと
め
得
た
り
。
合

戦

誌

曰

、

相

川

村

里

長

。
大

全

曰

、
禅

僧

破

戒

還

俗

者

。
諸

書

皆

云

、
禅

僧

。
今

従

之

行
長
其
の
免
れ
ざ
る
を
知
り
之
に
謂
ひ
て
曰
は

く
「
吾
は
小
西
摂
津
守
な
り
。
汝
吾
を
捕
へ
ば
必
ず
重
賞
を
得
ん
」
と
。
林
蔵
主
自
裁
を
勧
む
。

行
長
曰
は
く
「
我
耶
蘇
宗
を
奉
ず
。
其
法
自
殺
す
る
を
得
ず
」
と
。
林
蔵
主
之
を
捕
へ
巖
手
城

に
至
り
竹
中
重
門
に
告
ぐ
。
重
門
護
送
し
八
幡
山
営
に
至
り
之
を
献
ず
。
神
祖
黄
金
十
枚
を
林

蔵
主
に
賜
ひ
之
を
賞
す
。
村
越
直
吉
を
し
て
行
長
を
幽
せ
し
む
。
大

全

及

関

原

軍

記

云

、

賜

黄

金

百

両

。

餘

史

云

、

黄

金

百

枚

。

蓋

百

両

之

訛

。

今

従

奥

州

軍

記

・

德

川

記

・

合

戦

誌

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

関
原
戦
に
敗
れ
、
毛
利
秀

元
兵
を
引
き
南
宮
山
を
下
る
。
磨
〔
（

針

ヵ

）
〕
嶺
を
歴
是
日
佐
和
山
に
至
り
本
営
の
西
を
過
ぐ
。

兵
一
騎
、
本
営
よ
り
馳
せ
て
来
る
有
り
。
秀
元
の
宰
天
野
六
郎
左
衛
門
曰
は
く
「
此
れ
内
府
の

使
者
な
り
。
其
語
を
聞
き
宗
社
（

国

家

）

の
安
不
（

安

否

）

を
卜 ぼく
す
べ
し
」
と
。
既
に
し
て
使
者
至
り
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神
祖
の
慰
労
の
語
を
伝
ふ
。
一
軍
皆
悦
ぶ
。
使
者
即
ち
永
井
直
勝
な
り
。
大

全

係

十

五

日

、

関

原

戦

敗

之

後

。

今

従

毛

利

家

記

・

松

栄

紀

事

直
勝
問
ひ
て
曰
は
く
「
福
原
越
後
も
亦
此
に
在
る
か
」
と
。
秀
元
曰
は

く
「
我
に
先
ん
じ
て
去
る
」
と
。
直
勝
帰
り
状
を
神
祖
に
告
ぐ
。
松

栄

紀

事

本

書

曰

、

秀

元

率

敗

兵

遇

神

祖

営

前

云

云

。

神

祖

縦

之

使

去

。

按

ず

る

に

、

秀

元

兵

を

按

（

お

さ

）

へ

観

望

し

未

だ

嘗

て

接

戦

せ

ず

之

を

敗

兵

と

謂

ふ

を

得

ず

。

廣

家

已

に

款

し

神

祖

に

其

情

の

非

な

る

を

亮

知

す

。

故

に

之

を

継

（

縦

）

つ

な

り

。

故

に

取

ら

ず

安
国
寺
恵
瓊
潜
か
に
膽
吹
山
を

出
で
秀
元
の
営
に
匿
る
。
是
に
至
り
秀
元
に
留
め
書
き
し
亡
去
す
。
其
略
に
曰
は
く
「
野
納

や

の

う

（

私

）

厄
運
に
罹 かか
り
将
に
自
殺
せ
ん
と
す
。
君
の
救
護
を
頼
み
今
日
有
る
を
得
。
今
内
府
の
営
前
を
過

ぐ
に
之
を
誰
何

す

い

か

す
る
莫 な

し
。
意 おも
ふ
に
足
下
も
亦
内
府
に
通
款
す
る
か
。
若
し
然
ら
ば
則
ち
野
納

陣
中
に
在
り
必
ず
や
足
下
を

累
わ
ず
ら

は
さ
ん
。
故
に
亡
去
す
」
と
。
秀
元
人
を
し
て
之
を
追
は
し
む

る
も
竟
に
及
ば
ず
。
毛

利

家

記

曰

、
恵

瓊

在

膽

吹

山

以

僧

□

首

座

為

使

請

従

秀

元

。
秀

元

不

忍

捨

之

匿

之

。
陳
（

陣

）
中

根

来
（

ね

ご

ろ

）

山

伏

普

門

院

長

于

鳥

銃

。

秀

元

召

隷

麾

下

。

此

至

八

幡

山

普

門

院

勧

恵

瓊

使

逸

去

。

恵

瓊

請

秀

元

以

普

門

院

為

先

導

駕

舟

赴

北

近

江

、

間

行

至

鞍

馬

山

。

拠

此

則

秀

元

縦

之

使

去

也

。

智

（

留

）

書

蓋

在

此

時

。

二

説

未

知

孰

是

。

今

従

松

栄

紀

事

福
島
正
則
・
黒
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田
長
政
、
秀
元
を
遏 とど
め
ん
と
欲
し
間
道
を
歴
、
秀
元
の
先
に
出
で
仮
館
を
構
へ
以
て
之
を

享
も
て
な

す
。

吉
川
廣
家
・
宍
戸
備
前
守
の
至
る
を
得
、
相
与 とも
に
秀
元
に
留
滞
を
勧
め
ん
と
欲
す
。
其
実
は
以

て
質
と
為
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
秀
元
の
膂
力
人
に
邁 す

ぐ
。

佯
い
つ
わ

り
酒
を
被
る
（

酔

う

）

と
為
し
正

則
の
臂
を

紛
（
紾
）

（

ね

じ

る

）

り
て
曰
は
く
「
近
日
当
に
大
阪
に
会
ふ
べ
し
」
と
。
袂
を
奮
ひ
て
去
る
。

二
人
終
に
之
を
留
む
る
能
は
ず
。
毛

利

家

記

作

長

政

一

人

。
曰

、
長

政

構

館

于

膳

所

湖

水

之

辺

出

接

秀

元

。
秀

元

扼

長

政

之

右

手

。

疼

痛

累

日

。

未

知

孰

是

。

今

従

大

全

十
九
日
、
神
祖
、
草
津
駅
に
陣
す
。
後
陽
成
帝
勅
し
使
を
遣
は
し
凶
賊
を
平
ぐ
を
賀
す
。
神
祖

拝
謝
し
て
曰
は
く
「
姦
臣
秀
頼
の
幼
弱
な
る
を
欺
罔

ぎ

も

う

し
妄 みだ
り
に
兵
革
を
興
こ
し
天
下
を
擾
乱
す
。

而
れ
ど
も
諸
将
励
戦
し
群
兇
を
誅
夷
す
。
諸
国
の
残
党
旗
を
巻
き
来
降
す
。
四
海
昇
平
（

平

和

に

な

る

）

に
属
す
る
は
指
日

し

じ

つ

に
し
て
定
む
べ
し
」
と
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

、

神

祖

答

勅

之

言

拠

大

全

其
の
余
公
卿
・
僧
徒
絡
繹

ら
く
え
き

（

次

々

と

）

来
賀
す
。
神
祖
、
池
田
輝
政
・
福
島
正
則
・
浅
野
幸

長
を
し
て
先
に
京
師
に
往
か
し
む
。
禁
闕
を
警
衛
し
豊
臣
秀
吉
夫
人
の
高
臺
院
に
起
居
す
。
三
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将
連
名
に
て
通
衢

つ

う

く

（

街

角

）

に

榜
（
牓
）

（

立

札

）

し
盗
賊
寇
鈔

こ
う
し
ょ
う

（

略

奪

）

を
禁
ず
。
大

全

、

有

黒

田

長

政

為

四

人

。

家

忠

日

記

曰

、

関

原

之

戦

雖

諸

将

皆

有

功

而

正

則

・

輝

政

・

幸

長

其

功

挺

衆

。

故

命

之

。

徳

川

記

・

合

戦

誌

・

松

栄

紀

事

亦

書

此

三

人

。

今

従

之

京
師
の
商
人
中
島
清
延
・
後
藤
荘
三
郎
光
次
・
亀
屋
永
仁
、
榜
を
奉
じ
遍
く
京
師
に
告
す
。
松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
、
神
祖
、
山
本
新
左
衛
門
・
大
久
保
市
十
郎
を
以
て
使
と
為
し

合

戦

誌

作

大

久

保

助

左

衛

門

一

人

。

従

大

全

関
原
戦
の
期
を
世
子
に
告
ぐ
。
連
雨
に
水

漲
み
な
ぎ

り
木
曽
川
を
渡
る
を
得
ず
、

滞
留
す
る
こ
と
三
日
。
二
日
を
前
に
し
信
州
妻
籠
に
之
を
告
ぐ
。
合

戦

誌

云

、

是

月

十

七

日

、

至

妻

籠

。

今

拠

之

世
子
之
を

間
（
聞
）

き
道
を

信
（
倍
）

し
兼
行
す
。
然
れ
ど
も
期
に
及
ぶ
能
は
ず
。
神
祖

懌
よ
ろ
こ

ば
ず
。

是
日
、
世
子
、
草
津
に
至
り
本
営
に
謁
す
。
神
祖
疾
と
称
し
出
で
見 まみ
え
ず
。
世
子
退
き
伝
舎
に
次 やど

る
。
家

忠

日

記

係

二

十

三

日

、

合

戦

誌

係

二

十

一

日

。

餘

史

係

是

日

。

而

云

、

謁

見

神

祖

。

皆

誤

。

今

従

大

全

榊
原
康
政
・
大

久
保
忠
鄰
・
本
多
正
信
・
酒
井
宮
内
大
輔
忠
勝
・
本
多
忠
政
等
皆
謁
を
晋 すす
む
を
得
ず
。
井
伊
直

政
諸
将
に
伝
命
し
、
退
き
舎
に
就
か
し
む
（

宿

に

下

が

る

）
。
且
厲
声
し
て
曰
は
く
「
世
子
逗
撓

と
う
ど
う

（

手

間

ど

る

）

し
戦
期
に
会
せ
ず
。
諸
君
も
亦

羅
つ
ら
ね

（

欄

外

に

「

罪

」
）

無
き
を
得
ん
や
」
と
。
諸
将
皆
神
祖
の
威
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厳
を
憚
り
語
無
く
し
て
退
く
。
独
り
酒
井
忠
利
の
み
直
政
の
意
を
揣 はか
り
以
為

お

も

へ
ら
く
、
忠
吉
は

其
の
女
壻
な
り
。
関
原
の
戦
に
新
た
に
武
功
有
り
と
聞
く
。
故
に
世
子
の
濡
滞
を
挙
げ
以
て
忠

吉
の
功
労
を
彰
か
に
す
と
。
乃
ち
直
政
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
世
子
戦
期
に
後
る
る
は
以
て
上
田

城
を
攻
む
る
故
な
り
。
必
ず
し
も
内
府
公
の
怒
に
触
れ
ず
。
而
れ
ど
も
子 し

独
り
揚
言
し
以
て
之

を
抑
す
。
其
意
何 い

如 かん
」
と
。
直
政
曰
は
く
「
吾
、
他
有
る
に
非
ず
。
唯
だ
天
下
の
人
口
実
を
藉 か

り

為 な

す
を
恐
る
る
の
み
」
と
。
忠
利
曰
は
く
「
世
子
の
過
ち
有
る
を
縦 ゆる
す
と
も
内
府
公
怒
を
蓄
ふ
。

子 し

寵
臣
た
り
。
宜
し
く
調
停
弥 び

縫 ほう
（

ま

と

め

る

）

し
皆
謁
見
の
美 よき
を
以
て
す
べ
し
。
此
に
出
づ
る
を

知
ら
ず
。
反
り
譏
議
を
為
す
。
若
し
又
抗
言
せ
ば
則
ち
吾
志
決
せ
り
」
と
。
促
膝
（

膝

つ

き

あ

う

）

誚
し
ょ
う

責
（

せ

め

る

）

す
。
意
は
交
刃
し
て
死
す
る
に
在
り
。
本
多
康
重
・
牧
野
康
成
・
高
力
忠
房
等
之
と

和
解
す
。
時
の
人
皆
謂 おも
ふ
に
、
兵
部
少
輔
の
威
権
烜
赫

け
ん
か
く

た
り
（

あ

き

ら

か

だ

）
。
人
敢
へ
て
吾
を
支
ふ

る
者
無
し
。
備
後
守
今
日
舌
戦
し
往
時
の
戦
功
よ
り
勝
る
こ
と
多
し
と
。
大

全

本

書

曰

、
忠

利

駿

州

持

舟

・

信

州

丸

子
・
尾

州

蟹

江

之

戦

功

世

所

共

知

故

人

称

之

。
神

祖

、
世

子

亦

器

重

之

累

進

為

河

越

城

兵

、
自

食

邑

三

千

石

増

至

三

万

七

千

石

本
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多
正
純
、
神
祖
に
白 もう
し
て
曰
は
く
「
逗
撓

と
う
ど
う

し
期
を
失
す
る
は
世
子
の
過
に
非
ず
し
て
全
て
臣
父

佐
渡
守
の
所
為
に
在
り
。
願
は
く
は
佐
渡
守
を
罰
し
、
以
て
世
子
の
過
ち
無
き
を
彰
か
に
せ
ん

こ
と
を
」
と
。
神
祖
意
釈 と

く
。
合

戦

誌

・

餘

史

並

曰

、

榊

原

康

政

入

見

神

祖

上

諌

。

神

祖

納

之

。

拠

大

全

扈

従

世

子

諸

将

皆

不

許

謁

見

。

康

政

何

由

得

諌

。

鵞

峰

文

集

榊

原

康

政

碑

亦

無

其

事

。

合

従

大

全

及

本

多

系

図

付

録

二
十
日
、
神
祖
大
津
駅
に
至
り
此
に
留
す
る
こ
と
数
日
。
合

戦

誌

曰

、

二

十

一

日

宗

（

発

）

大

津

。

今

従

家

忠

日

記

・

大

全

・

松

栄

紀

事

是
日
、
世
子
神
祖
に
謁
見
す
。
大
津
を
発
し
伏
見
に
赴
く
。

家

忠

日

記

係

二

十

三

日

注

于

上

文

。

合

戦

誌

曰

、

二

十

五

日

謁

見

伏

見

城

。

今

従

創

業

記

考

異

及

大

全

神
祖
、
奥
平
信
昌
を
し
て
京
師
の
政
令
を
掌
ら
し
む
。
加

藤
喜
左
衛
門
正
次
・
板
倉
勝
重
・
大
久
保
長
安
之
に
従
ふ
。
徳
善
院
玄
以
の
吏
松
田
某
・
小
池

某
焉 これ
に
隷
す
。
信
昌
明
年
春
に
至
り
京
師
に
在
り
。
合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

大

全

、

此

の

事

、

及

び

正

則

・

輝

政

・

幸

長

を

遣

は

し

京

師

を

警

衛

す

る

を

以

て

、

並

び

十

七

日

に

係

く

。

神

祖

永

原

に

在

る

時

下

す

。

今

家

忠

日

記

に

従

ふ

本
願
寺
光
寿
来
謁
す
。
神
祖
面
し
一
寺
を
創
建
す
る
を
許
す
。
大

全

光

寿

廃

興

之

由

詳

。
見

上

文

七

月

葦
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浦
観
音
寺
小
野
總
左
衛
門
を
以
て
大
津
町
奉
行
代
官
と
為
し
、
商
賈
を
通
じ
農
桑
（

農

業

と

養

桑

）

を
謀 もと
む
。
観
音
寺
、
大
津
城
を
攻
む
と
雖
へ
ど
も
駆

遂
（
逐
）

せ
ら
る
る
は
其
意
に
非
ざ
る
な
り
。
故

に
神
祖
之
を
用
ゐ
る
。
大

全
・
合

戦

誌
・
餘

史

本

書

曰

、
観

音

寺

天

台

宗

僧

總

左

衛

門

大

津

市

人

号

十

四

屋

松
崎
城
兵
黒

田
九
兵
衛
・
佃
次
郎
兵
衛
城
を
出
で
挑
戦
す
。
宍
戸
善
左
衛
門
、
江
原
古
塁
に
拠
り
出
で
ず
。

加
藤
忠
明
、
糺
山
を
登
り
陣
を
張
り
相
対
す
。
善
左
衛
門
兵
を
出
し
禾
を
取
る
。
忠
明
之
を
撃

却
す
。
敵
兵
数
百
久
米
如
来
寺
に
入
り
之
に
拠
る
。
九
兵
衛
・
次
郎
兵
衛
之
を
急
攻
す
。
九
兵

衛
鉛
に
中
り
死
し
、
其
余
死
す
る
者
多
し
。
忠
明
兵
を
収
め
去
る
。

是
夜
、
善
左
衛
門
江
原
山
後
を
経
満
浦
に
至
り
湊
山
に
陣
す
。
忠
明
江
原
山
に
向
か
ふ
に
敵
兵

一
人
と
し
て
在
る
者
無
し
。
進
み
湊
山
に
至
る
。
善
左
衛
門
関
原
の
敗
を
聞
き
狼
狽
し
安
藝
に

還
る
。
家

忠

日

記
・
德

川

記
・
大

全
・
合

戦

誌
・
餘

史

〇

大

全

曰

、
神

祖

聞

忠

明

之

謀

略

大

称

賞

之

。
明

年

忠

明

病

死

。
神

祖

甚

借
（

惜

）

之

神
祖
、
関
を
日
岡
嶺
に
仮
設
す
。
毎
日
近
藤
秀
用
・
伊
奈
図
書
・
加
藤
源
太
郎
三
人
を
輪 めぐ
ら

す
。
吏
卒
を
置
き
往
来
を
閲 み

る
。
福
島
正
則
命
を
奉
じ
京
師
に
赴
く
。
図
書
番
直
の
日
、
正
則
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其
の
臣
佐
久
間
佐
左
衛
門
を
以
て
使
と
為
し
、
旨
を
大
津
本
営
に
取
る
。
佐
左
衛
門
騎
し
て
関

を
過
ぐ
。
吏
卒
之
を
尤 とが
む
。
佐
左
衛
門
曰
は
く
「
吾
、
君

君
（
衍
字
）

命
を
奉
じ
本
営
に
使
ひ
す
。
何
故

に
下
馬
す
る
か
」
と
。
吏
卒
争
起
し
棒
を
以
て
股
を
棒 う

つ
。
佐
左
衛
門
下
馬
し
関
を
過
ぐ
。
怒

を
抑
へ
復
命
す
。
正
則
の
宰
福
島
丹
波
に
就
き
披
訴
し
て
曰
は
く
「
臣
折
辱
を
面
受
す
。
願
は

く
は
告
を
賜
へ
。
臣
以
て
之
に
報
す
有
ら
ん
」
と
。
正
則
、
其
公
を
為
し
私
を
忘
る
を
褒
め
て

曰
は
く
「
汝
亟
や
か
に
自
殺
せ
よ
。
三
日
を
過
ぎ
ず
吾
必
ず
図
書
の
首
を
斬
り
以
て
汝
の
仇
に

報
い
ん
」
と
。
佐
左
衛
門
喜
び
て
自
殺
す
。
正
則
使
を
遣
は
し
其
首
を

斉
と
と
の

へ
井
伊
直
政
の
営
に

送
る
。
直
政
大
い
に
驚
き
状
を
本
営
に
告
ぐ
。
神
祖
、
図
書
を
大
津
に
召
し
て
之
を
訊
鞫

じ
ん
き
く

（

き

び

し

く

問

い

詰

め

る

）

す
。
図
書
素 もと
よ
り
知
ら
ざ
る
所
な
り
。
直
政
旨
を
奉
じ
正
則
に
報 かえ
し
て
曰
は
く
「
関

吏
使
者
を
辱
む
る
は
図
書
の
所
為
に
非
ず
。
須
ら
く
関
吏
一
二
人
を
誅
し
以
て
其
の
罪
を
謝
す

べ
し
」
と
。
正
則
大
い
に
怒
り
て
曰
は
く
「
凡
そ
士
卒
過
ち
有
る
は
皆
隊
主
の
罪
な
り
。
今
之

を
図
書
知
ら
ざ
る
所
と

諉
い
い
わ
け

し
て
其
罪
を
軽
断
す
。
殆
ん
ど
望
む
所
に
非
ざ
る
な
り
。
且
一
言
以
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て
佐
左
衛
門
を
許
す
。
中
輟 てつ
（

途

中

で

や

め

る

）

す
べ
か
ら
ず
。
輟 や

め
ば
則
ち
部
下
の
士
卒
、
我
を
以

て
食
言
（

約

束

を

違

え

て

う

そ

を

つ

く

）

を
為
す
と
す
。
則
ち
今
よ
り
吾
命
を
用
ゐ
ず
。
而
れ
ば
馭
下
（

部

下

を

扱

う

）

の
道
を
失
す
」
と
。
必
ず
断
髪
遁
世
し
、
以
て
死
者
を
弔
ふ
を
誓
ふ
。
言
甚
だ
暴
戻
（

乱

暴

で

道

理

に

反

す

る

）

に
し
て
勢
測
る
べ
か
ら
ず
。
直
政
神
祖
に
白
し
て
云
は
く
「
図
書
死
せ
ず
ん
ば

則
ち
事
必
ず
平
せ
ず
。
請
ふ
、
死
を
賜
へ
」
と
。
神
祖
敢
へ
て
せ
ず
（

決

し

て

諾

さ

な

い

）
。
直
政
固
く

諌
め
て
曰
は
く
「
閣
下
図
書
に
死
を
賜
は
ず
は
則
ち
正
則
必
ず
挙
兵
し
之
を
戕ころ
す
。
是
れ
反
な

り
。
然
ら
ば
則
ち
反
者
を
討
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
今
大
捷
す
と
雖
へ
ど
も
輝
元
大
阪
城
に
在
り
。

島
津
・
立
花
猶
ほ
未
だ
帰
款
せ
ず
。
其
余
の
鎮
西
・
中
国
の
賊
徒
山
谷
に
逃
れ
竄 かく
る
る
者
勝 あ

げ

て
計 かぞ
ふ
べ
か
ら
ず
。
変
に
乗
り
て
起 た

た
ば
則
ち
禍
乱
何
に
由
り
て
弭 や

め
ん
。
願
は
く
は
枉 ま

げ
て

臣
の
言
に
従
へ
」
と
。
神
祖
已
む
を
得
ず
之
に
従
ふ
。
直
政
、
図
書
の
営
に
馳
せ
至
り
諭
旨
す
。

図
書
悦
び
て
曰
は
く
「
此
れ
臣
報
恩
の
日
な
り
」
と
。
竟
に
自
殺
す
。
年
二
十
八
。
時
の
人
之

を
惜
し
ま
ざ
る
莫
し
。
直
政
其
の
首
を
正
則
の
営
に
送
る
。
正
則
大
い
に
喜
び
之
に
謝
し
事
遂
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に
平
ぐ
。
大

全

○

合

戦

誌

佐

久

間

佐

左

衛

門

作

小

身

（

島

）

介

之

進

。

餘

史

無

使

者

名

。

二

書

並

曰

、

正

則

奉

命

赴

京

師

、

先

池

田

輝

政

而

発

遣

介

之

進

於

輝

政

之

営

、

告

之

。

介

之

進

過

関

脚

誤

触

関

吏

之

棒

、

関

吏

恐

以

棒

棒

脛

。

介

之

進

抑

怒

復

命

曰

、

正

則

使

之

自

殺

齎

其

首

送

図

書

所

、

図

書

大

驚

斬

番

直

吏

六

人

首

盛

函

榜

其

姓

名

送

正

則

之

営

。

正

則

不

受

曰

、

吾

使

者

騎

兵

也

。

所

送

首

歩

卒

也

。

吾

不

能

以

騎

兵

易

歩

卒

。

遂

還

之

。

其

意

在

必

得

図

書

之

首

。

直

政

諌

曰

、

云

云

。

大

全

曰

、

直

政

言

于

神

祖

曰

、

正

則

矜

功

驕

恕

。

今

殺

図

書

則

威

武

以

不

振

。

請

、

臣

随

宜

処

分

。

神

祖

不

聴

。

終

使

図

書

自

殺

。

二

書

所

記

使

者

之

名

不

同

而

事

實

亦

有

小

異

。

合

戦

・

餘

史

所

記

、

神

祖

欲

沽

図

書

而

直

政

固

諌

、

使

之

自

殺

。

事

體

固

当

然

。

今

参

考

三

書

択

其

可

者

、

従

之

臣
按
ず
る
に
、
征
西
の
諸
将
に
は
福
島
正
則
其
の
効
最
大
た
り
。
然
れ
ど
も
其
剛
腹
自
ら
用

ゐ
（

自

意

に

固

執

す

る

）

功
を

持
（
恃
）

み
驕
恣

き
ょ
う
し

も
亦
甚
し
。
関
吏
其
使
者
を
辱
む
る
は
固 もと
よ
り
隊
主
の
罪

に
非
ず
。
伊
奈
図
書
不
幸
に
し
て
其
の
変
に
遭
ひ
関
吏
六
人
の
首
を
斬
り
以
て
一
士
の
死
を

償
ふ
。
亦
た
已
む
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
関
原
合
戦
誌
・
石
卵
餘
史
書
く
所
の
六
人
の
姓
名
未

だ
必
ず
し
も
杜
撰
之
を
為
さ
ず
（

杜

撰

で

は

な

い

）
。
但
し
神
祖
、
図
書
を
召
し
之
を
訊
鞫

じ
ん
き
く

す
（

き

び

し

く

問

い

た

だ

す

）
。
大
全
の
説
長
た
り
（

す

ぐ

れ

て

い

る

）
。
図
書
関
吏
を
斬
る
は
或
は
此
後
に
在
り
。



烈祖成績（十） 20

而
れ
ば
正
則
必
ず
図
書
を
甘
心
せ
ん
（

思

い

通

り

に

す

る

）

と
欲
し
、
故
に
騎
士
・
歩
卒
の
説
を
以

て
之
に
迫
る
。
必
ず
止
む
を
得
ず
ん
ば
則
ち
図
書
の
家
に
も
亦
豈
に
騎
士
の
以
て
匹
敵
す
べ

き
者
無
か
ら
ん
や
（

騎

士

に

値

す

る

者

は

い

た

は

ず

だ

、

図

書

本

人

で

な

く

て

も

）
。
正
則
之
を
舎 お

き
論
ぜ
ず
。

必
ず
図
書
の
首
を
得
而
る
後
に
自
慊

じ

け

ん

す
（

満

足

す

る

）
。
豈
に
狼
戻
彊
暴
の
甚
だ
し
き
に
非
ざ
ら
ん

や
。
此
時
に
当
た
り
毛
利
輝
元
の
勢
日
に

窮

蹙

き
ゅ
う
し
ゅ
く

し
正
則
の
去
就
、
韓
信
、
漢
の
為
に
せ
ば
則

ち
漢
勝
ち
、
楚
の
為
に
せ
ば
則
ち
楚
勝
つ
の
勢
に
非
ず
と
雖
へ
ど
も
、
李
懐
光
、
奉
天
の
変

よ
り
激
し
く
、
将
に
呼
吸
の
間
に
在
ら
ん
と
す
。
井
伊
直
政
の
謀
慮
深
遠
た
り
て
犯
顔
彊
諌
（

君

主

が

い

や

な

顔

を

し

て

も

諌

め

る

）

す
。
而
る
に
神
祖
士
を
愛
し
奔
言
に
忍
び
ず
。
図
書
感
激
し

耳
（
甘
）

ん

じ
て
之
が
為
に
死
す
。
君
臣
の
際
両 ふた
つ
な
が
ら
得
と
謂
ふ
べ
し
。
相
伝
ふ
、
台
廟
深
く
此
事

を
悪
む
と
。
元
和
中
正
則
の
封
を
奪
ひ
て
流
に
処
す
。
残
忍
貪
虐
の
罪
悪
貫
盈 えい
（

悪

事

が

広

く

行

わ

れ

る

）

す
る
に
由
る
と
雖
へ
ど
も
其
原
此
に
起
く
と
云
ふ
。

是
に
先
ん
じ
、
石
田
三
成
、
膽
吹
山
よ
り
逃
げ
草
野
谷
に
出
で
大
谷
山
を
歴
鳥
上
山
に
至
る
。
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従
者
三
人
。
三
成
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
間
を
伺
ひ
大
阪
に
抵 いた
り
薩
摩
に
往
き
嶋
津
兵
庫
守

と
謀
り
大
軍
を
再
挙
せ
ん
と
欲
す
。
汝
等
須
ら
く
此
よ
り
辞
去
し
以
て
時
の
至
る
を
待
つ
べ
し
」

と
。
三
人
の
者
棄
て
去
る
に
忍
び
ず
。
三
ナ
リ
（

三

成

）

之
に
強
ひ
て
曰
は
く
「
汝
曹

じ
ょ
そ
う

吾
を

累
わ
ず
ら

は

す
。
去
ら
ず
ん
ば
則
ち
将
に
自
殺
せ
ん
と
す
」
と
。
三
人
已
む
を
得
ず
涕
泣
し
て
去
る
。
三
成
崎
嶇

き

く

間
関

か
ん
か
ん
（

険

し

い

山

道

を

苦

労

し

て

進

む

）

遺
穂
を
拾
ひ
餐
に
充
て
経
る
こ
と
四
日
。
泄
を
患
ひ
計
出
づ
る
所

無
し
。
吉
橋
村
に
旧 ふる
く
識
る
所
の
村
民
與
次
郎
大
夫
有
り
。
就
き
己
を
舎 お

く
を
求
む
。
與
次
郎

大
夫
、
妻
と
謀
り
之
を
己
の
舎
に
匿
す
。
悉
力
供
給
す
。
人
或
は
之
を
知
り
与
次
郎
大
夫
に
謂

ひ
て
曰
は
く
「
子 し

、
治
部
少
輔
を
匿
す
と
聞
く
。
而
る
に
今
田
中
兵
部
大
輔
、
井
口
に
在
り
。

捜
索
余
力
を

遣
（
遺
）

さ
ず
。
事
発
覚
せ
ば
必
ず
罪
を
得
ん
」
と
。
与
次
郎
大
夫
固
く
争
ひ
之
を
無
し

と
す
。
三
成
側
に
其
言
を
聴
き
与
次
郎
大
夫
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
運
尽
き
命 めい
窮
す
。
地
身
を

容
る
る
無
し
。
汝
宜
し
く
自
首
す
べ
し
」
と
。
与
次
郎
大
夫
流
涕
し
て
曰
は
く
「
豈
に
敢
へ
て

此
に
至
ら
ん
や
（

こ

ん

な

筈

で

は

な

い

の

に

）
。
出
で
走
る
べ
し
」
と
。
三
成
曰
は
く
「
吾
病
劇
し
跬
歩

き

ほ

（

一
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足

踏

み

出

す

）

す
る
能
は
ず
。
道
を
進
み
事
露
は
れ
執 とら
へ
ら
る
れ
ば
恐
ら
く
は
汝
に
併
累
す
。
宜
し

く
亟
や
か
に
之
を
告
ぐ
べ
し
」
と
。
與
次
郎
大
夫
已
む
を
得
ず
井
口
に
至
り
之
を
告
ぐ
。
田
中

吉
政
大
い
に
喜
び
其
臣
野
村
傳
左
衛
門
・
沢
田
荘
左
衛
門
を
遣
は
し
之
を
捕
へ
井
口
の
営
に
至

す
。
合

戦

誌

・
餘

史

並

曰

、
三

成

逃

至

江

北

草

野

谷

、
著

襤

褸

戴

破

笠

腰

鎌

為

樵

夫

。
昼

伏

宵

行

。
将

奔

大

阪

。
道

路

梗

塞

竟

不

能

達

。

患

泄

田

（

臥

）

草

間

。

有

人

告

之

田

中

吉

政

。

吉

政

遣

田

中

傳

左

衛

門

捕

之

。

三

成

給

（

紿

）

曰

、

吾

樵

夫

也

。

傳

左

衛

門

織

（

識

）

其

面

即

縶

（

と

ら

え

る

）

之

至

吉

政

之

営

。

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

作

沢

田

荘

左

衛

門

一

人

。

今

従

大

全

。

大

全

亦

挙

一

説

、

作

野

村

傳

左

衛

門

一

人

曰

、

拠

叱

（

此

）

説

則

三

成

従

与

次

郎

大

夫

之

言

出

走

破

（

被

）

捕

也

。

附

以

備

考

吉
政
之
を
出
迎
ふ
。
初
め
三

成
大
阪
に
在
り
威
権
甚
だ
重
し
。
吉
政
之
に
敬
事
す
。
故
に
温
言
慰
労
す
。
三
成
称
呼
平
日
に

異
な
ら
ず
、
傲
然
と
し
て
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
、
太
閤
の
深
恩
を
蒙
り
之
を
嗣
君
に
報
い

ん
と
欲
す
。
故
に
秀
家
・
景
勝
・
輝
元
と
計
を
定
め
此
大
事
を
挙
ぐ
。
而
れ
ど
も
一
戦
し
利
を

失
ひ
竟
に
累
囚
（

囚

人

）

と
為
る
。
命
之
れ
既
に
窮
し
復
び
憾
む
所
無
し
。
願
は
く
は
亟
や
か
に
自

尽
を
賜
へ
。
子 し

の
恵
み
な
り
」
と
。
固
く
（

か

た

く

な

に

）

懐
中
を
探
り
短
刀
を
出
し
て
曰
は
く
「
切
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刃
貞
宗
の
名
刀
、
太
閤
賜
ふ
所
な
り
。
諸

書

作

切

刃

兼

直

、

未

知

孰

是

。

今

従

大

全

敢
へ
て
斯 これ
身
を
離
す
べ

か
ら
ず
。
今
之
を
子
に
授
け
ん
」
と
。
吉
政

毉
く
す
し

を
し
て
疾
を
治
さ
し
む
。
十
八
日
よ
り
是
日
に

至
り
善
く
之
を
供
給
す
。
大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

長
束
正
家
、
南
宮
山
よ
り
伊
勢
に
奔
り
山
岡
道
阿
弥

の
敗
る
所
と
為
る
。
水
口
に
還
り
城
守
の
計
を
為
す
。
従
兵
逃
亡
し
与 とも
に
守
る
べ
き
無
し
。
神

祖
、
池
田
長
吉
・
亀
井
茲
矩
を
し
て
水
口
に
往
か
し
め
之
を
図
る
。
二
人
使
を
城
守
に
遣
は
し

て
曰
は
く
「
足
下
必
ず
城
守
せ
ん
と
欲
せ
ば
則
ち
内
府
将
に
命
じ
城
を
抜
き
噍
類
（

民

）

無
か
ら

し
め
ん
。
宜
し
く
城
を
避
け
罪
を
謝
す
べ
し
」
と
。
正
家
之
に
従
ひ
城
を
出
で
桜
井
谷
の
民
家

に
移
る
。
長
吉
・
茲
矩
之
に
迫
り
自
殺
せ
し
む
。
弟
伊
賀
守
先
に
庭
上
に
自
殺
す
。
水
口
城
の

金
銀
刀
槊 ほこ
府
庫
に
充
牣じん
す
（

み

ち

る

）
。
大

全

曰

、
黄

金

五

千

枚
・
白

銀

三

千

両
・
金

装

刀

一

千

口
・
其

余

器

阮

不

可

勝

計

正

家
之
を
藉 せき
し
（

記

帳

す

る

）

然
る
後
に
自
殺
す
。
長
吉
・
茲
矩
、
其
簿
を

上
た
て
ま
つ

る
。
神
祖
悉
く
之
を
二

人
に
賜
ふ
。
徳

川

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

。

正

家

自

殺

諸

書

無

日

。

今

因

三

成

事

連

書

。

按

ず

る

に

、

上

文

七

月

正

家

の

子

兵

部

少

輔

、

父

と

石

部

駅

に

来

謁

す

。

其

後

諸

書

書

か

ず

。

蓋

し

此

の

時

同

じ

く

父

自

殺

す

る

な

り

。

今

考

す

る

所

無

し

。

安
国
寺
恵
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瓊
、
鞍
馬
山
月
照
院
に
匿
る
。
吉
川
廣
家
の
栗
屋
十
郎
兵
衛
を
遣
は
し
之
を
索
む
る
を
聞
き
、

鞍
馬
山
を
出
で
六
条
本
願
寺
子
院
に
匿
る
。
江
州
人
楽
鎮
、
恵
瓊
に
憾
み
有
り
。
大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

並

曰

、

楽

鎮

、

六

角

義

郷

之

士

某

甲

。

被

剃

為

僧

三

成

・

恵

瓊

讒

義

郷

于

太

閤

奪

封

流

寓

。

故

楽

鎮

深

憾

之

。

按

ず

る

に

、

六

角

義

郷

元

其

人

無

く

し

て

妄

り

に

作

為

す

る

所

。
説

下

文

に

見

ゆ

。
故

但

云

有

憾

之
を
奥
平
信
昌
に
告
ぐ
。
信
昌
兵
を
遣
は
し

之
を
捕
ふ
。
恵
瓊
の
士
平
井
藤
九
郎
・
長
阪
長
七
郎
之
を
聞
き
恵
瓊
を
肩
輿
に
乗
せ
二
人
之
を
舁 か

き
将
に
東
寺
に
送
ら
ん
と
す
。
信
昌
の
兵
之
を
急
追
す
。
二
人
免
れ
ざ
る
を
知
り
以
為

お

も

へ
ら
く
、

其
他
人
を
し
て
之
を
殺
さ
し
む
る
よ
り
は
吾
曹

ご

そ

う

手
づ
か
ら
之
を
刃
す
る
に
如
か
ず
と
。
乃
ち
抜

刀
し
輿
を
隔
て
恵
瓊
を
刺
す
。
殊 た

た
ず
。
二
人
輿
を
棄
て
奮
撃
す
。
追
ふ
兵
頗
る
死
者
有
り
。

鳥
居
強
右
衛
門
、
恵
瓊
を
輿
中
よ
り
曳
き
出
で
之
を
禽 とら
ふ
。
合

戦

誌

曰

、

強

右

衛

門

十

六

歳

。

拠

此

推

之

蓋

長

篠

義

士

強

右

衛

門

三

孫

也

信
昌
、
大
津
本
営
に
献
ず
。
神
祖
黄
金
十
枚
を
楽
鎮
に
賜
ふ
。
信
昌
を
し
て

恵
瓊
を
幽
せ
し
め
毉
に
命
じ
創
を
治
さ
し
む
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

○

合

戦

誌

曰

、

使

酒

井

家

次

幽

之

。

今

従

大

全

。

又

按

ず

る

に

、

合

戦

誌

、

黄

金

十

枚

五

十

両

と

作

し

て

曰

は

く

、

楽

鎮

賞

を

辞

し

信

昌

強

ひ

て

之

を

与

ふ

。

乃
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ち

之

を

受

け

銅

銭

数

百

緍

（

び

ん

）

を

買

ひ

郷

里

に

分

ち

与

ふ

。

時

の

人

之

を

称

す

と

村
越
直
吉
を
し
て
鮮
衣
を
三
成
・

行
長
・
恵
瓊
三
囚
に
賜
は
し
む
。
松

栄

紀

事

加
賀
中
納
言
利
勝
、
再
び
起
兵
し
金
沢
を
発
し
寺
井

に
至
る
。
使
を
丹
羽
長
重
に
遣
は
し
同
じ
く
兵
を
進
む
る
を
勧
む
。
長
重
報
し
て
曰
は
く
「
未

だ
内
府
の
命
を
聞
か
ず
し
て

遽
に
わ
か

に
兵
革
を
興
す
は
殆
ん
ど
無
礼
に
非
ざ
ら
ん
や
。
吾
敢
へ
て
せ

ざ
る
な
り
。
命
を
聞
き
然
る
後
軍
を
進
め
ん
。
今
、
卿
、
吾
城
下
を
過
ぐ
。
与
に
相
見 まみ
え
ん
」

と
。
利
勝
之
を
然
り
と
す
。

十
三
日
、
両
将
小
松
橋
上
に
会
ふ
。
利
勝
大
聖
寺
に
至
る
。
其
臣
藤
懸
豊
前
を
北
荘
に
遣
は
し

青
木
一
矩
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
曏さき
に
卿 けい
、
約
せ
り
、
我
越
前
に
入
ら
ば
則
ち
先
導
を
為
さ
ん
と
。

而
る
に
敵
将
大
谷
刑
部
の
指
揮
を
受
け
、
我
を
拒
ぐ
の
計
有
り
。
何
ぞ
前
言
と
相
反
す
る
か
」

と
。
一
矩
謝
し
て
曰
は
く
「
卿
、
兵
を
本
州
に
進
め
ば
則
ち
吾
必
ず
前
駆
を
為
す
。
故
に
内
府

に
上
書
し
具
さ
に
其
事
を
列
す
。
而
る
に
病
劇
し
従
軍
す
る
能
は
ず
。
甚
だ
初
志
に
乖 そむ
く
。
願

は
く
は
任
子
を
送
り
以
て
無
貳
を
明
ら
か
に
せ
ん
」
と
。
是
に
先
ん
じ
東
郷
城
主
長
谷
川
長
吉
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の
宰
津
田
刑
部
、
援
を
一
矩
に
為
す
。
衆
を
率
ゐ
来

壮
（
北
）

荘
に
在
り
。
一
矩
の
宰
萩
野
河
内
と
大

聖
寺
に
来
、
陳
謝
す
る
も
利
勝
聴
か
ず
。
軍
を
進
め
越
前
に
至
る
。
鳴
香
川
を
渉
り
将
に
北
荘

城
を
攻
め
ん
と
す
。
既
に
し
て
関
原
戦
敗
れ
敵
将
潰
走
す
。
一
矩
之
を
聞
き
大
い
に
沮 くじ
け
又
使

を
利
勝
の
陣
に
遣
は
す
。
其
子
右
衛
門
佐
を
し
て
従
軍
せ
し
む
る
を
懇
ろ
に
乞
ふ
。
利
勝
之
を

許
し
兵
を
引
き
去
る
。
一
矩
厚
く
之
に

賂
ま
い
な

ふ
。
利
勝
之
を
却
け
一
と
し
て
受
く
る
所
無
し
。
進

み
江
州
に
至
る
。
利

勝

発

金

澤

以

下

合

戦

誌

・

餘

史

亦

有

其

事

。

而

大

全

叙

事

最

詳

。

今

従

之

上
（
土
ヵ
）

方
雄
久
・
青
木
右

衛
門
佐
を
率
ゐ
大
津
に
至
り
上
謁
す
。
神
祖
、
利
勝
・
雄
久
に
見 まみ
え
之
を
慰
労
す
。
利
勝
に
問

ひ
て
曰
は
く
「
如
何
に
利
政
を
処
分
す
る
か
」
と
。
利
勝
対
へ
て
曰
は
く
「
利
政
力
を
出
だ
し

大
聖
寺
城
を

政
（
攻
）

め
頗
る
功
効
著
し
。
意
中
に
異
図
を

畜
（
蓄
）

へ
ざ
る
も
之
を
招
く
に
出
で
ず
。
之
を

先
づ
討
た
ん
と
欲
す
れ
ど
も
事
機
に
後
る
る
を
恐
れ

姑
し
ば
ら

く
之
を
置
く
。
願
は
く
は
大
聖
寺
の
戦

功
を
以
て
其
死
を
貸
す
を
得
ん
」
と
。
神
祖
之
を
許
す
。
利
勝
又
羽
柴
加
賀
守
の
罪
を
赦
す
を

請
ふ
。
神
祖
曰
は
く
「
長
重
の
罪
死
に
当
る
。

何

則

な
ん
と
な
れ
ば

太
閤
、
長
重
の
封
を
没
し
纔
か
に
采
邑
を
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給
ふ
。
吾
其
父
長
秀
と
旧
有
る
を
以
て
、
力
を
悉 つく
し
保
祐
す
。
ソ
ノ

（

其

）

後
小
松
城
主
と
為
し
加
賀

守
に
任
じ
参
議
を
拝
す
。
皆
吾
の
汲
引
す
る
所
な
り
。
而
る
に
其
恩
を
忘
れ
兇
徒
に
党
し
卿
と

争
衝
す
。
果
た
し
て
何
の
謂 いい
ぞ
や
」
と
。
利
勝
曰
は
く
「
長
重
、
利
政
の
兵
を
浅
井
畷
に
邀
撃

す
と
雖
へ
ど
も
幾
ば
く
も
な
く
降
を
乞
ふ
。
事
、
関
原
交
戦
の
前
に
在
り
。
是
れ
旧
恩
を
忘
れ

ず
し
て
其
の
過
ち
を
悔
ゆ
る
な
り
」
と
。
神
祖
曰
は
く
「
曏つと
に
卿
出
師
し
使
を
小
松
に
遣
は
し

其
の
帰
款
を
勧
む
。
而
れ
ど
も
従
ふ
を
肯
ん
ぜ
ず
。
反
し
卿
に
敵
し
其
の
士
卒
を
戕ころ
す
。
吾
悪

む
所
の
者
は
其
迹 あと
に
非
ず
し
て
其
情
に
在
り
」
と
。
利
勝
・
雄
久
皆
語
無
し
。
世
子
、
側
に
在

り
て
曰
は
く
「
長
重
旧
恩
を
忘
れ
て
反
徒
に
与 くみ
す
。
誠
に
悪
む
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
秀
家
・

輝
元
以
下
諸
将
皆
秀
頼
を
翊
戴

よ
く
た
い

す
る
に
仮
り
、
名
を
為
す
。
則
ち
長
重
、
太
閤
の
恩
を
重
ん
じ

て
挙
兵
し
我
に
抗
す
。
其
の
情
も
亦
恕 ゆる
す
べ
き
な
り
。
近
年
彼
と
交
を
結
び
其
の
器
度
を
観
る

に
、
実
に
将
師
の
量
有
り
。
其
れ
金
沢
の
大
軍
と
雌
雄
を
一
挙
に
争
ふ
、
是
れ
真
に
其
の
蘊 ふく
む

所
に
不 あら
ざ
る
な
り
。
縦
ひ
其
の
封
を
奪
ひ
以
て
之
を
罰
す
る
を
示
す
と
も
、
他
年
新
た
に
采
邑
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を
給
ひ
麾
下
に
隷
せ
し
め
ば
則
ち
彼
必
ず
恩
に
感
じ
力
を
効 つく
さ
ん
」
と
。
神
祖
之
に
従
ふ
。
利

勝
又
従
容
と
し
て
言
ひ
て
曰
は
く
「
青
木
紀
伊
守
敵
に
与 くみ
す
る
の
名
有
り
と
雖
へ
ど
も
、
事
証
（

証

拠

）

有
る
に
非
ず
。
反
徒
関
原
に
敗
る
る
を
聞
き
累 かさ
ね
て
帰
を
乞
ふ
。
其
子
右
衛
門
佐
を
し
て
従

軍
せ
し
む
べ
し
。
而
来

じ

ら

い

是
れ
之
を
質
と
為
さ
し
む
る
な
り
。
願
は
く
は
其
の
罪
を
赦
せ
」
と
。

神
祖
曰
は
く
「
一
矩
実
に
異
図
無
く
ん
ば
則
ち
大
谷
吉
隆
何
を
以
て
北
荘
に
淹
留
し
て
北
国
を

経
略
す
る
を
得
ん
や
。
一
矩
、
卿
に
納

放
（
款
）

し
書
を
我
に
寄
す
。
是
れ
皆
形
勢
を
観
望
し
勝
敗
を

計
較
す
。
智
算
有
る
に
似
る
も
志
甚
だ
汚
下

お

か

（

低

い

）

な
り
。
之
を
羽
柴
長
重
、
卿
と
決
戦
す
る
に

北
（
比
）

す
れ
ば
則
ち
同
日
に
て
語
る
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く
其
の
封
を
奪
ふ
べ
し
。
其
余
長
谷
川
長
吉
・

青
山
修
理
亮
・
丹
羽
備
中
守
等

備

中

守

長

重

弟

名

長

正

越
前
将
士
、
其
党
与
を
為
す
者
、
須
ら
く
亟

や
か
に
城
堡
を
出
で
他
邦
に
避
け
之 ゆ

く
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
将
に
征
伐
を
命
じ
一
つ
と
し
て
宥

す
所
無
し
」
と
。
利
勝
又
謂
ひ
て
曰
は
く
「
右
衛
門
佐
年
少
く
順
逆
を
知
ら
ず
。
唯
だ
父
命
の

み
是
れ
従
ふ
。
願
は
く
は
斗
筲

と
し
ょ
う

（

少

な

い

）

の
禄
を
給
ひ
以
て
其
の
家
を
継
が
し
め
よ
」
と
。
神
祖
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終
に
聴
か
ず
。
利
勝
・
雄
久
退
き
て
右
衛
門
佐
を
諭
言
す
（

さ

と

す

）
。
使
を
北
荘
に
遣
は
し
青
木

一
矩
に
告
ぐ
。
党
与
悉
く
亡
げ
去
る
。
又
使
を
小
松
に
遣
は
し
丹
羽
長
重
に
告
ぐ
。
長
重
城
を

出
で
去
り
再
び
丹
羽
五
郎
左
衛
門
を
称
す
。
神
祖
、
保
科
正
光
を
し
て
北
荘
城
を
戍
ら
し
む
。

是
に
先
ん
じ
、
正
光
濱
松
城
を
戍
り
是
に
至
り
越
前
に
赴
く
。
大

全

○

徳

川

記

曰

、

紀

伊

守

死

後

利

勝

請

宥

右

衛

門

佐

。

神

祖

不

聴

。

竟

流

洛

。

按

ず

る

に

、

是

時

一

矩

罹

疾

す

。

然

れ

ば

其

の

死

実

は

此

の

後

に

在

り

。

今

大

全

に

従

ふ

神
祖
、

大
野
治
長
を
召
し
て
曰
は
く
「
聞
く
に
、
今
茲

こ

ん

じ

（

今

年

）

の

兵
い
く
さ

は
臣
石
田
三
成
・
贋
僧
安
国
寺
等

の
姦
謀
を
侫
信
す
る
よ
り
草
出
す
（

始

ま

る

）

と
。
而
れ
ど
も
秀
頼
幼
弱
に
し
て
所
生
大
虞
院
皆
知

ら
ざ
る
所
な
り
。
吾
、
母
子
に
芥
蔕

か
い
た
い

（

小

さ

な

つ

か

え

）

あ
る
所
無
し
。
汝
宜
し
く
大
阪
に
往
き
此
の

意
を
以
て
諭
す
べ
し
」
と
。
治
長
、
大
阪
に
馳
せ
赴
き
神
祖
の
命
を
伝
ふ
。
秀
頼
母
子
大
い
に

喜
び
柘
植
大
炊
助
を
以
て
治
長
に
副
へ
大
津
営
に
至
り
之
を
謝
す
。
松

栄

紀

事

係

二

十

五

日

曰

、

秀

頼

以

治

長

・

大

炊

助

為

使

至

大

津

営

曰

、

秀

頼

弱

小

不

知

叛

乱

所

由

。

皆

三

成

之

所

為

也

。

神

祖

優

容

之

。

按

ず

る

に

、

此

の

時

治

長

関

原

に

従

軍

し

大

阪

に

在

ら

ず

。

秀

頼

母

子

を

優

容

す

る

は

皆

神

祖

の

意

に

出

づ

。

今

大

全

に

従

ふ
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二
十
二
日
、
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
・
松
平
忠
明
・
福
島
正
則
・
池
田
輝
政
・
浅
野
幸
長
・
黒

田
長
政
・
藤
堂
高
虎
・
有
馬
豊
氏
を
し
て
葛
葉
に
陣
せ
し
め
大
阪
城
に
迫
る
。
大

全

戴
（

載

）

一

説

曰

、

或

日

、
直

政

・

忠

勝

有

事

留

于

大

津

。
家

忠

日

記

・

合

戦

記

亦

無

直

政

・

忠

勝

。
全

従

大

全

正

文

・

松

栄

紀

事

増
田
長
盛
、
秀
頼

を
奉
じ
牙
城
に
在
り
。
毛
利
輝
元
西
城
に
在
り
。
長
盛
と
協
せ
ず
。
諸
将
使
を
城
中
に
遣
は
し

輝
元
の
去
就
を
問
ふ
。
輝
元
吾
を
支
ふ
る
能
は
ず
、
直
政
・
忠
勝
に
就
き
和
を
乞
ふ
。
神
祖
之

を
許
す
。
餘

史

・

松

栄

紀

事

並

云

、

諸

将

遣

使

謂

輝

元

曰

、

城

守

而

戦

乎

。

避

城

而

出

乎

。

諸

問

其

意

。

按

ず

る

に

、

輝

元

密

か

に

秀

元

・

廣

家

を

し

て

款

を

輸

（

か

）

へ

し

む

。

必

ず

し

も

此

に

至

ら

ず

。

故

に

但

だ

云

ふ

、

其

の

去

就

を

問

ふ

と

二
十
三
日
、
田
中
吉
政
、
石
田
三
成
を
将
ゐ
本
営
に
至
る
。
神
祖
其
の
功
を
褒
め
本
多
正
純
を

し
て
之
を
幽
せ
し
む
。
吉
政
、
三
成
遣
は
す
所
の
短
刀
を
上
る
。
神
祖
、
吉
政
を
し
て
之
を
受

け
し
む
。
家

忠

日

記

曰

、

命

本

多

正

信

幽

之

。

今

従

大

全

・

関

原

軍

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

○

合

戦

誌

曰

、

相

伝

、
神

祖

賜

三

成

於

鳥

居

久

五

郎

成

次

曰

、
此

汝

父

之

仇

也

。
汝

可

甘

心

。
成

次

拝

謝

幽

之

。
一

日

明

日

献

之

。
夫

三

成

天

下

之

讐

敵

也

。

何

謂

元

忠

一

人

之

仇

。
而

賜

之

成

次

乎

。
鳥

居

家

伝

又

所

無

其

説

不

足

信

。
今

按

ず

る

に

、
徳

川

記
・
大

全
・
餘

史

も

亦

其

の

説

を

載

す

。
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合

戦

誌

諭

（

た

と

）

ふ

る

所

是

な

り

。

故

に

取

ら

ず

関
原
の
敗
、
島
津
惟
新
、
其
纔
か
五
十
余
騎
を
残
し
土
岐

多
羅
尼
山
路
に
由
り
八
日
市
を
歴
、
高
宮
河
原
に
出
づ
。
牛
を
椎 う

ち
（

つ

ち

で

う

ち

殺

す

）

以
て
軍
士

の
飢
え
を
救
ふ
。
合

戦

誌

・

餘

史

並

曰

、

剥

牛

皮

掲

竹

竿

以

為

幟

甲
賀
谷
に
至
り
農
夫
を
捕
へ
郷
導
を
為
さ

し
め
水
口
・
信
楽
を
過
ぐ
。
土
人
争
起
し
之
を
邀 ねら
ふ
。
従
兵
之
を
撃
破
し
一
人
を
虜 とら
へ
五
人
を

斬
る
。
上
野
城
下
に
梟
首
し
虜
を
柵
木
に
縛
る
。
笠
置
・
加
茂
を
経
南
都
に
抵 いた
る
。
河
内
路
に

由
り
住
吉
に
至
る
。
界
津
商
人
田
邊
屋
作
庵
置
酒
し
之
を

犒
ね
ぎ
ら

ふ
。
惟
新
大
阪
に
至
り
敗
兵
来
集

す
。
使
を
毛
利
輝
元
に
遣
は
し
守
城
に
入
る
を
請
ふ
。
輝
元
依
違

い

い

（

ぐ

ず

ぐ

ず

あ

い

ま

い

な

態

度

）

と
し

て
答
ふ
る
能
は
ず
。
惟
新
以
為
へ
ら
く
、
此
れ
憑
む
に
足
ら
ず
、
国
に
還
り
挙
兵
す
る
に
如
か

ず
と
。
乃
ち
其
妻
及
び
龍
伯
の
女
を
取
り
船
を
檥
（

準

備

）

し
薩
摩
に
径
還
す
。
其
子
忠
恒
遁
れ
京

師
に
至
る
。
道
正
庵
に
寓
し
薩
摩
に
尋
ね
還
る
。
大

全

遣

使

輝

元

。

拠

合

戦

誌

・

餘

史

立
花
宗
茂
大
津
城

を

冠
（
寇
）

め
之
を
陥
し
士
馬
を

体
（
休
）

む
。
将
に
関
原
に
向
か
は
ん
と
し
石
田
三
成
の
敗
績
を
聞
く
。
孤

軍
戦
ふ
能
は
ず
、
兵
を
引
き
京
師
に
趨 はし
り
馬
を
三
條
御
幸
町
に
立
つ
。
使
を
三
木
本
第
に
遣
は
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し
木
下
家
定
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
足
下
須
ら
く
高
臺
院
を
護
り
大
阪
城
に
入
る
べ
し
。
吾
も
亦

城
に
入
る
。
共
に
戦
守
の
計
を
作
さ
ん
」
と
。
家
定
素 もと
関
東
に
帰
款
す
。
答
へ
て
曰
は
く
「
足
下

そ

っ

か

、

須
ら
く
先
に
大
阪
城
に
往
く
べ
し
。
吾
将
に
継
発
せ
ん
と
す
」
と
。
合

戦

誌

曰

、
家

定

護

高

臺

院

遁

於

禁

廷

。

大

全

無

其

事

。

附

以

備

考

高
臺
院
の
宰
小
堀
新
助
政
次
銃
矢
に
備
へ
守
禦
の
勢
を
作
す
。
宗
茂
大
阪
に

往
き
至
る
。
使
を
毛
利
輝
元
・
増
田
長
盛
に
遣
は
し
方
面
の
任
に
当
る
を
請
ふ
。
輝
元
・
長
盛

答
ふ
る
能
は
ず
。
宗
茂
其
無
能
を
知
り
、
為 ため
に
曰
は
く
「
亟
や
か
に
本
州
に
還
り
以
て
時
変
を

観
る
に
如
か
ず
」
と
。
其
臣
諌
め
て
曰
は
く
「
主
公
、
太
閤
の
恩
に
報
い
輝
元
の
知
に
酬 むく
ゆ
る
、

是
の
如
く
に
て
足
れ
り
。
願
は
く
は
罪
を
内
府
公
に
謝
し
以
て
宗
社
を
保
全
す
る
を
図
れ
」
と
。

宗
茂
之
を
然
り
と
す
。
乃
ち
薦
野
半
左
衛
門
親
次
を
以
て
使
と
為
し

親

次

立

花

賢

賀

弟

。

名

拠

安

東

守

経

所

書

帰
正
を
乞
ふ
。
港
口
に
在
る
所
の
船
を
奪
ひ
柳
川
城
に
還
る
。
大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

。

還

使

乞

帰

正

。

拠

大

全

毛
利
秀
包
、
関
原
戦
敗
を
聞
き
大
津
よ
り
大
阪
に
還
軍
す
。
宗
茂
路
に
秀
包
に

逢
ひ
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
と
足
下
と
皆
太
閤
の
恩
を
蒙
る
。
故
に
一
旦
大
阪
の
催
督
に
従
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ふ
と
雖
へ
ど
も
終
に
内
府
に
敵
す
る
の

理
こ
と
わ
り

無
し
。
吾
已
に
款
を
送
る
。
足
下
も
亦
宜
し
く
使
を

遣
は
し
款
を
輸 いた
す
べ
し
」
と
。
之
を
勧
む
る
こ
と
再
三
。
秀
包
聴
か
ず
し
て
曰
は
く
「
吾
、
足

下
と
事
勢
同
じ
か
ら
ず
。
宜
し
く
輝
元
と
商
議

は

か

り
以
て
去
就
を
決
す
べ
し
」
と
。
遂
に
大
阪
に

留
在
す
。
鍋
島
勝
茂
・
筑
紫
廣
門

竝
（
並
）

び
大
坂
を
出
で
本
州
に
還
る
。
大

全

二
十
四
日
、
世
子
伏
見
に
至
る
。
大

全

毛
利
輝
元
大
坂
西
城
を
出
で
木
津
別
荘
に
退
く
。
池
田
輝

政
・
福
島
正
則
・
浅
野
幸
長
・
黒
田
長
政
・
有
馬
豊
氏
・
藤
堂
高
虎
西
城
を
麗
掃
し
以
て
神
祖

の
至
る
を
待
つ
。
大

全

作

正

則

一

人

。

今

従

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

神
祖

報
（
執
）

政
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
安
藝
中

納
言
敵
の
魁

師
（
帥
）

た
る
と

離
（
雖
）

へ
ど
も
宰
相
秀
元
・
侍
従
廣
家
、
誠
款
（

真

心

）

を
懇
布
す
。
故
に
釈 ゆる
し

て
問
は
ず
。
増
田
右
衛
門
尉
首
鼠
両
端

し
ゅ
そ
り
ょ
う
た
ん

（

日

和

見

）

し
竟
に
補
ふ
所
無
し
。
宜
し
く
死
罪
一
等
を
減

じ
封
を
奪
ひ
流
に
処
す
べ
し
」
と
。

是
日
、
長
盛
大
阪
城
を
出
で
高
野
山
に
赴
き
城
門
よ
り
木
津
に
至
る
。
東
兵
左
右
に
陣
列
し
長

盛
其
中
間
を
過
ぐ
。
従
兵
数
千
皆
散
り
去
る
。
長
盛
及
び
其
子
兵
大
夫
宗
重
を
武
州
巖
築
に
尋
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幽
し
高
力
忠
房
を
し
て
之
を
監
し
む
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

慶

元

記

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

。

宗

重

或

作

守

次

、

今

従

先

臣

城

所

友

仙

訂

正

是
に
先
ん
じ
、
神
祖
、
筒
井
定
次
及
び
大
和
将
士
に
命
じ
郡
山
城
を
取
る
。
定
次
、

笠
置
・
奈
良
の
間
に
陣
し
其
余
の
将
士
玉
水
に
陣
す
。
長
盛
処
守
の
臣
槁
與
兵
衛
・
鹽
屋
法
順

相
議
り
渡
邉
了
を
し
て
第
三
城
に
入
れ
軍
事
を
処
分
せ
し
む
。
中

村

一

氏

卒

、

了

仕

長

盛

了
の
法
令
整

粛
た
り
て
毎
日
寇
賊
を
捕
へ
斬
る
。
敢
へ
て

未
（
来
）

犯
す
る
者
無
し
。
城
兵
凡
そ
九
千
ば
か
り
の
中

に
亡
去
す
る
モ
ノ

（

者

）

有
り
。
兵
三
十
余
人
奴
僕
七
八
百
人
。
了
の
部
下
一
人
と
し
て
離
叛
す
る
者

無
し
。
人
其
厳
し
き
に
服
す
。
了
父
母
及
び
妻
を

時
（
将
）

ゐ
牙
城
に
至
り
与
兵
衛
に
謂
ひ
て
曰
は
く

「
城
兵
怯
懦
た
り
て
其
志
一
な
ら
ず
。
逃
ぐ
る
者
は
其
の
意
に
任
せ
よ
。
吾
当
に
部
兵
二
百
を

以
て
牙
城
を
堅
守
す
べ
し
。
故
に
之
を
質
と
し
て
納
む
」
と
。
城
兵
之
を
聞
き
質
を
納
む
る
者

十
一
人
。
隊
将
田
中
角
之
助
、
城
守
る
べ
か
ら
ざ
る
を
度 はか
り
潜
か
に
妻
孥
を
城
外
に
出
す
。
城

兵
之
を
譏 そし
り
終
に
此
を
以
て
廃
す
。
大

全

〇

合

戦

誌

・

餘

史

並

曰

、

田

中

角

之

助

為

城

代

在

牙

城

。

渡

邉

了

守

第

二

城

。

角

之

助

以

為

城

守

而

戦

則

妻

孥

必

為

累

。

乃

出

之

城

外

。

了

遣

使

牙

城

曰

、

今

当

与

子

共

守

此

城

決

死

一

戦

。

請

、

送

我

家

累

於

牙

城

。
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与

子

妻

孥

同

死

。
角

之

助

悔

之

不

及

。
乃

告

其

実

。
了

怒

曰

、
城

陥

之

日

至

於

妻

子

奴

隷

、
従

我

而

死

、
為

士

者

之

常

也

。
今

無

故

出

之

。

此

為

走

計

耳

。

我

不

能

［

］

其

為

也

。

時

人

譏

角

之

助

為

懦

大

。

故

以

此

廃

。

頗

与

大

全

異

。

附

以

備

攷

藤
堂
高
虎
・
本
多

正
純
・
舟
越
景
直
及
び
池
田
輝
政
の
宰
伊
木
忠
重
、
兵
を
将
ゐ
郡
山
城
に
向
か
ふ
。
兵
拒
守
の

計
を
為
し
、
了
の
指
麾
を
受
く
。
長
盛
高
野
山
に
在
り
、
之
を
聞
き
城
中
の
金
銀
資
財
を
藉
す
（

帳

簿

を

付

け

る

）
。
手
書

し
ゅ
し
ょ

し

書
（
処
）

守
の
臣
を
諭
し
城
を
高
虎
・
正
純
に
授
く
。
了
、
城
兵
を
し
て
旗
幟
を

巻
か
し
め
正
門
よ
り
出
で
城
を
致
し
て
去
る
。
合

戦

誌

・

餘

史

作

藤

堂

高

虎

・

池

田

長

幸

二

人

曰

、

高

虎

・

長

幸

将

共

至

郡

山

諭

田

中

角

之

助
・
渡

邉

了

致

城

。
二

人
（

田

中
・
渡

邉

）
対

曰

、
唯

命

是

従

。
然

無

主

将

之

命

。
請

、
取

主

将

書

牒

。
未

高

虎

・

長

幸

遣

使

高

野

山

。

告

之

長

盛

手

書

諭

之

二

人

致

城

而

去

。

今

従

大

全

〇

渡

邉

了

始

事

中

村

一

氏

著

名

於

山

中

城

。

事

在

天

正

十

八

年

。

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

並

曰

、

藤

堂

高

虎

美

了

之

挙

動

召

為

己

臣

。

神

祖

聞

其

名

欲

召

隷

麾

下

。

堀

尾

吉

晴

亦

厚

礼

招

之

。

然

以

与

高

虎

有

約

、

出

城

至

南

都

。

往

豫

州

仕

高

虎

。

了

在

郡

山

食

邑

一

万

石

。

高

虎

倍

之

給

二

万

石

。

給

長

子

長

兵

衛

三

千

石

臣
按
ず
る
に
、
田
中
角
之
助
妻
孥
を
城
外
に
出
だ
す
。
関
ケ
原
合
戦
誌
・
石
［
卵

カ

］
餘
史
の

説
に
拠
れ
ば
則
ち

是
（
走
）

計
を
為 な

す
に
非
ず
し
て
其
累
を
為
す
を
恐
る
る
な
り
。
渡
邉
了
則
ち
之
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に
反
し
妻
孥
を
し
て
城
中
に
同
死
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
故
に
角
之
助
怯
懦
の
名
を
蒙
り
て
士

流
に
歯 し
（

同

類

に

並

ぶ

）

せ
ず
、
終
に
以
て
自
ら
其
志
を
明
ら
か
に
す
る
無
し
。
士
の
挙
動
慎
ま
ざ

る
べ
け
ん
や
。
晋
の
成
帝
の
時
、
蘇
峻
の
乱
に
、
朝
士
京
邑
に
危
迫
る
を
以
て
、
多
く
家
人

を
し
て
東
に
入
れ
避
難
せ
し
む
。
左
衛
将
軍
劉
［
超
］
独
り
妻
孥
を
遷
し
入
り
宮
内
に
居
る
。

前
史
之
を
美 ほ

む
。
了
武
人
た
り
て
固
よ
り
超
の
事
を
知
る
能
は
ず
。
而
し
て
其
所
為
暗
に
之

と
合
ふ
。
亦
識
略
有
る
者
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。

神
祖
、
松
平
忠
良
・
松
平
忠
政
を
し
て
大
津
城
を
留
守
せ
し
む
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

島
津
惟

新
の
臣
伊
集
院

在
（
左
）

京
・
有
川
助
兵
衛
、
計
を
以
て
竊
か
に
大
坂
の
第
に
在
る
所
の
惟
新
夫
人
を

取
る
。
舟
三
艘
を
周
防
海
上
に
泊
め
以
て
順
風
を

持
（
待
）

つ
。
夜
半
風
潮
を
得

矴
い
か
り

を
起
し
一
艘
先
づ

発
す
。
夫
人
及
び
左
京
・
助
兵
衛
乗
る
所
の
二
艘
、
後
に
発
す
。
黒
田
如
水
戍
船
を
富
来
浦
に

置
き
以
て
往
来
を
監
る
。
戍
船
屯

大
（
火
）

を
然
り
と
す
。
薩
摩
の
船
誤
り
前
船
の
炬
と
為
す
。
富
来

浦
に
近
づ
く
こ
と
一
里
ば
か
り
。
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二
十
六
日
、
天
将
に
暁 あ

け
ん
と
す
。
薩
摩
の
船
之
を
覚
り
て
驚
き
船
を
走
ら
せ
浦
を
出
づ
。
戍

船
之
を
怪
み
纜 つな
を
解
き
之
を
追
ふ
。
左
京
・
助
兵
衛
降
を
乞
ふ
。
戍
船
聴
か
ず
。
争
ひ
鳥
銃
を

発
す
。
二
人
其
免
か
る
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
相
謂
ひ
て
曰
は
く
「
捷 か

た
ず
ん
ば
則
ち
当
に
夫
人

を
し
て
自
裁
せ
し
む
べ
し
。
吾
輩
決
志
闘
死
せ
ん
」
と
。
乃
ち
兵
二
、
三
十
人
を
舷
に
列
す
。

二
艘
左
右
に
分
け
為
し
鳥
銃
を
連
発
す
。
戍
船
八
艘
各
左
右
を
攻
む
。
薩
摩
の
兵
悉
力
拒
闘
す
。

勝
敗
未
だ
決
せ
ず
。
戍
船
火
を
篷 とま
に
放
ち
之
を
投
ぐ
。
二
艘
の
船
一
時
に
悉
く
焼
く
。
船
中
の

婦
女
悲
泣
大
叫
す
。
惟
新
夫
人
端
座
し
動
か
ず
。
左
京
・
助
兵
衛
及
び
其
余
敵
兵
或
は
焼
死
し

或
は
戦
死
す
。
日
辰 しん
を
加
へ
豊
後
姫
島
に
戦
ひ
晡ほ

時
（

夕

方

）

同
州
佐
賀
関
に
至
り
方
に
止
む
。
池
（
海
）

上
幾
千
里
敵
船
乗
る
所
の
者
二
百
人
ば
か
り
、
舟
師
十
三
人
、
女
子
八
人
獲
ら
れ
、
其
余
悉
く

死
す
。
戍
兵
の
死
者
四
十
余
人
。
其
の
夜
富
来
浦
に
泊
る
。
船
監
松
本
吉
右
衛
門
捷 かち
を
如
水
に

告
ぐ
。
如
水
喜
ば
ず
し
て
曰
は
く
「
戍
兵
命
を
稟 う

く
る
所
無
く
し
て
浪
戦
す
。
且
婦
女
を
殺
す

は
仁
な
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
唯
だ

刀
（
力
）

戦
す
る
者
を
賞
め
銭
糧
衣
服
を
生
口

せ
い
こ
う

（

捕

虜

）

に
給
ひ
人
を
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し
て
薩
摩
に
護
送
せ
し
む
。
慶

元

記

・

餘

史

並

云

、

薩

摩

船

投

万

人

敵

以

防

如

水

之

兵

、

誤

自

焼

其

船

。

今

従

大

全

・

合

戦

誌是
日
、
神
祖
大
津
を
発
し
伏
見
に
至
る
。
藤
社
を
過
ぐ
る
比 ころ
酒
井
重
忠
及
び
弟
忠
利
、
道
左
に

謁
す
。
神
祖
之
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
吾
、
松
平
甲
斐
守
・
松
平
出
羽
守
を
し
て
大

澤
（
津
カ
）

城
を
権 かり
に

守
ら
し
む
。
大
津
は
枢
要
の
地
、
二
人
年
尚
ほ
少 わか
し
。
汝
兄
弟
須
ら
く
往
き
助
け
守
る
べ
し
」

と
。
重
忠
・
忠
利
命 めい
を
奉 う

け
て
去
る
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

松

栄

紀

事

世
子
伏
見
に
在
り
。
神
祖

に
謁
す
。
神
祖
諭
す
に
明
日
を
以
て
将
に
大
阪
に
入
ら
ん
と
す
と
。

是
夕
、
神
祖
淀
に
次 やど
る
。

二
十
七
日
、
大
阪
西
城
に
入
り
、
世
子
第
二
城
に
入
る
。
創

業

記

考

異

・

松

栄

紀

事

並

云

、

二

十

八

日

神

祖

入

西

城

。

今

従

創

業

記

正

文

・

家

忠

日

記

・

大

全

二
十
八
日
、
勅
使
来
賀
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

福
原
直
孝
固
く
大
垣
牙
城
を
守
り
下
ら
ず
。
西
尾

光
教
箭
書
を
城
中
に
射
て
曰
は
く
「
相
良
・
秋
月
・
高
橋
等
帰
順
し
以
て
旧
封
を
全
う
す
る
を
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謀
る
。
而
る
に
子 し

、
城
に
拠
り
自
守
し
、
已
に
数
日
を
経
。
内
府
必
ず
子
を
赦
さ
ず
。
聞
く
が

如
く
、
加
賀
井
弥
八
郎
の
子
匿
れ
城
中
に
在
り
。
今
子 し

之
を
出
だ
し
以
て
水
野
兄
弟
に
付
か
ば

則
ち
、
縦
ひ
旧
封
を
得
る
能
は
ず
と
も
亦
湯
沐
邑
を
失
は
ず
」
と
。
直
孝
之
を
然
り
と
し
、
質

及
び
誓
書
を
請
ふ
。
光
教
、
其
宰
谷
清
兵
衛
を
以
て
質
と
為
し
誓
書
を
斉
へ
城
に
入
る
。
直
孝
、

加
賀
井
重
望
の
子
を
水
野
勝
成
に
付
け
城
を
出
づ
。
披
剃
し
道
薀
と
号
す
。
光
教
使
を
遣
は
し

之
を
し
て
朝
熊
に
避
け
至
り
以
て
罪
を
謝
せ
し
む
。
直
孝
朝
熊
に
至
り
清
兵
衛
を
還
す
。
書
及

び
短
刀
を
光
教
に
遣
は
し
、
以
て
其
の
慇
懃
を
謝
す
。
光
教
、
諸
将
と
議
り
城
陥
る
を
井
伊
直

政
に
告
げ
、
就
き
直
孝
を
赦
す
を
乞
ふ
。
神

神
（
祖
）

聴
か
ず
。
亟
や
か
に
之
を
殺
さ
し
む
。

是
日
、
光
教
又
使
を
遣
は
し
諭
旨
す
。
直
孝
命
を
聞
き
自
殺
す
。
神
祖
、
松
平
康
重
を
し
て
大

垣
城
を
戍
ら
し
む
。
勝
成
・
光
教
等
諸
将
皆
兵
を
引
き
去
る
。
大

全

諸

書

或

云

、

直

孝

入

高

野

山

。

今

従

德

川

記

・

大

全

・

慶

長

一

統

記

。

拠

大

全

、

直

孝

二

十

三

日

出

城

。

今

終

言

之

。

故

不

係

日

二
十
九
日
、
公
卿
百
官
・
祠
官
僧
侶
及
び
畿
内
の
富
商
悉
く
来
拝
謁
す
。
阿
部
正
次
・
西
尾
吉
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次
・
山
口
直
友
・
城
織
部
・
永
井
直
勝
、
介
を
為
す
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

神

祖
、
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
・
本
多
忠
勝
に
命
じ
諸
将
に
忠
否
を
糾 ただ
す
。
天
下
の
政
事
を
議
り

本
多
正
純
を
し
て
訟
を
聴
か
し
む
。
直
政
・
康
政
・
忠
勝
上
言
す
る
に
、
大
坂
は
形
勝
の
地
た

り
。
反
徒
往
々
に
秀
頼
を

挟
さ
し
は
さ

み
乱
を
作
す
。
彼
を
し
て
此
に
在
ら
し
め
ば
則
ち
反
者
の
心
を
啓 ひら

く
と
。
神
祖
曰
は
く
「
秀
頼
幼
稚
た
り
て
姦
臣
の
謀
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
之
を
疎
斥
す
る
を
忍
ば

ん
」
と
。
故
に
秀
頼
牙
城
に
在
る
こ
と
旧
の
如
し
。
其
後
、
神
祖
秀
頼
を
謁
す
。
接
遇
款
曲
（

う

ち

と

け

る

）

た
り
て
片
桐
且
元
を
し
て
之
を
輔
せ
し
む
。
人
心
始
め
て
安
ん
ず
。
松

栄

紀

事

○

大

阪

記

叙

十

六

年

三

月

。
秀

頼

来

謁

二

条

城

曰

、
神

祖

謂

片

桐

且

元

曰

、
石

田
・
増

田

之

謀

逆

非

二

人

之

所

為

。
皆

出

秀

頼

之

意

。
当

時

吾

欲

殺

之

思

、

太

閤

之

眷

遇

故

赦

之

。

宜

以

此

意

諭

大

虞

院

。

其

説

謬

妄

。

恐

惑

世

人

故

標

于

此

初
め
敵
将
大
津
城
を
囲
む
。
神
祖
、

京
極
高
知
を
し
て
之
を
救
は
し
む
。
其
の
兄
高
次
城
を
避
り
高
野
山
に
登
る
。
故
に
及
ぶ
能
は

ず
。
高
次
関
原
の
大
捷
を
聞
き
甚
だ
之
を
悔
や
む
。
神
祖
大
阪
城
に
入
る
に
及
び
諸
将
皆
来
謁

す
。
独
り
高
次
の
み
来
た
ら
ず
。
神
祖
、
井
伊
直
政
を
し
て
之
を
召
さ
し
む
。
高
次
対 こた
ふ
る
に
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以
て
、
何
の
面
目
有
り
て
出
で
見 まみ
ゆ
べ
け
ん
や
と
。
神
祖
、
山
岡
道
阿
弥
を
以
て
使
と
為
し
之

を
召
す
。
高
次
固
辞
し
て
出
で
ず
。
又
道
阿
弥
及
び
直
政
を
以
て
諭
旨
し
て
曰
は
く
「
四
、
五

万
の
敵
兵
以
て
大
津
城
を
攻
め
関
原
に
至
る
を
得
ず
。
此
れ
高
次
の
功
な
り
。
何
ぞ
来
見
せ
ざ

る
」
と
。
言
甚
だ
周
摯

し
ゅ
う
し

た
り
。
高
次
命
を
奉
け
来
謁
す
。
神
祖
善
く
之
を
遇
す
。
合

戦

誌

・

餘

史

並

云

、

神

祖

謂

高

次

曰

、
能

忍

一

一

日

城

守

則

当

授

江

州

一

国

。
惜

哉

。
松

栄

紀

事

云

、
唯

恨

、
一

日

守

城

不

足

。
不

知

吾

大

掟
（

捷

）
故

此

至

耳

。

按

ず

る

に

、

唐

の

韓

愈

詩

（

許

）

遠

・

張

巡

の

功

を

論

じ

て

曰

は

く

「

一

城

を

守

り

天

下

に

捍

す

。

千

百

尽

に

就

く

の

卒

を

以

ゐ

百

万

日

滋

の

師

を

戦

ふ

。
江

淮

を

蔽

遮

し

其

の

勢

を

阻

遏

す

。
天

之
（

下

）
の

亡

び

ざ

る

、
其

れ

誰

の

功

な

ら

ん

」
と

。
高

次

の

拒

守

の

功

、

二

子

に

及

ぶ

能

は

ず

と

雖

へ

ど

も

神

祖

之

を

褒

め

、

殺

さ

ず

。

其

の

功

以

て

人

の

美

と

成

す

。

其

意

蓋

し

此

の

如

し

。

必

ず

し

も

此

言

を

発

し

以

て

之

を

折

辱

せ

ざ

る

な

り

。

故

に

今

大

全

に

従

ひ

之

を

取

ら

ず

。

三

説

を

書

く

臣
按
ず
る
に
、
関
原
合
戦
誌
・
石
卵
餘
史
並
び
曰
は
く
「
六
角
修
理
大
夫
義
秀
の
子
右
兵
衛

義
郷
は
江
州
の
世
家
な
り
。
往
年
関
白
秀
次
に
党
し
太
閤
怒
り
其
封
を
奪
ふ
。
京
師
に
流
寓

す
。
石
田
三
成
・
増
田
長
盛
相
議
り
義
郷
を
以
て
北
国
大
将
と
為
さ
ん
と
欲
し
秀
頼
の
命
を
矯 ま
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げ
使
を
遣
は
し
之
を
召
す
。
義
郷
病
と
称
し
出
で
ず
。
三
成
其
の
命
に
忤 もと
る
を
怒
り
之
を
殺

さ
ん
と
欲
す
。
長
盛
救
護
し
免
る
る
を
得
。
神
祖
大
阪
に
在
る
に
及
び
九
月
二
十
八
日
徳
永

法
印
寿
昌
を
以
て
使
と
為
し
義
郷
を
諭
し
旧
封
を
復
せ
ん
と
す
。
義
郷
固
辞
し
出
で
ず
。
石

卵
餘
史
其
語
を
詳
載
す
。
神
祖
之
を
聞
き
て
曰
は
く
「
当
世
の
君
子
な
り
」
と
。
関
原
記
大

全
も
亦
其
の
説
を
載
せ
以
て
真
偽
相
半
す
と
為
す
。
未
だ
敢
へ
て
決
然
と
ソ
ノ
事
無
し
と
謂

は
ざ
る
な
り
。
近
世
の
六
角
兵
部
氏
郷
、
江
源
氏
武
鑑
を
著
し
世
人
を
欺
罔

ぎ

も

う

す
。
蓋
し
諸
書

武
鑑
に
拠
り
之
を
書
く
な
り
。
加
賀
守
菅
原
綱
紀
騎
隊
長
佐
々
木
左
兵
衛
定
賢
、
佐
佐
木
家

譜
を
撰
し
江

州

佐
々
木
社
に
蔵
す
。
偽
の
宗
弁
を
著
し
て
曰
は
く
「
寛
永
・
正
保
の
間
に
澤
田

氏
の
子
氏
郷
を
名
の
る
者
有
り
。
其
先
は
六
角
家
臣
僕
な
り
」
と
。
高
頼
六
世
の
孫
を
偽
称

し
自
ら
六
角
兵
部
と
号
す
。
蓋
し
高
頼
の
長
子
氏
綱
父
に
先
ん
じ
卒
し
、
子
無
し
。
将
軍
足

利
義
植
、
次
子
定
頼
に
命
じ
嗣
と
為
す
。
是
に
由
り
氏
郷
、
氏
綱
の
後
た
り
と
矯
る
。
偽
り

三
世
の
名
字
を
作
し
以
て
氏
綱
、
其
子
義
実
に
伝
へ
、
義
実
其
子
義
秀
に
伝
へ
、
義
秀
其
子
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義
郷
に
伝
ふ
と
為
す
。
義
郷
即
ち
氏
郷
の
父
な
り
。
又
其
僞
を
文 かざ
り
て
其
の
説
を
售 う

ら
ん
と

欲
す
れ
ば
則
ち
旧
藉
の
言
を
剽
窃 せつ
し
牽
合
附
会
す
。
天
文
よ
り
元
和
に
至
り
以
て
三
世
の
実

録
と
為
し
、
名
づ
け
て
江
源
武
鑑
と
曰
ふ
。
弁
駁
昭
晰

べ
ん
ば
く
し
ょ
う
せ
き

、
復
び
餘
薀

よ

う

ん

無
し
（

反

論

は

明

白

で

余

す

と

こ

ろ

は

な

い

）
。
夫
れ
義
実
・
義
秀
・
義
郷
三
世
、
実
は
其
の
人
無
し
。
而
る
に
有
る
と
為
す
。
又

神
祖
、
義
郷
に
賜
ふ
書
と
偽
り
作
し
、
之
を
江
源
武
鑑
に
載
す
。
故
に
世
人
往
々
に
之
を
信

ず
。
姦
人
世
を
惑
は
し
民
を
誣 ふ

し
一 いつ
に
此
に
至
る
。
其
の
罪
誅
を

客
（
容
）

（

ゆ

る

）

さ
ず
。
臣
、
後

人
又
惑
ふ
所
と
為
る
を
恐
る
。
故
に
此
に
論
ず
。

神
祖
、
井
伊
直
政
・
本
多
正
信
・
山
口
直
友
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
太
閤
、
島
津
惟
新
の
朝
鮮
の

軍
功
を
賞
め
ん
と
欲
す
る
に

亡

何

な
に
す
る
な
く

薨
逝
す
。
吾
諸
大
老
と
議
り
封
を
増
し
辞
を
進
む
。
而
れ
ど

も
惟
新
其
の
故
を
思
は
ず
、
父
子
兇
徒
に
党
し
其
臣
之
を
諌
む
る
も
聴
か
ず
。
力
を
出
だ
し
伏

見
城
を
攻
め
衆
に
挺 ぬき
ん
で
関
原
に
戦
ふ
。
罪
不
赦
に
在
り
。
其
の
罪
を
声
し
て
之
を
討
つ
べ
し
。

然
れ
ど
も
竜
伯
、
惟
新
に

私
わ
た
く
し

し
以
て

減
（
滅
）

亡
を
取
る
べ
き
者
に
非
ず
。
方
に
大
阪
に
来
以
て
惟
新
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父
子
の
罪
を
謝
せ
ん
と
す
。
而
し
て
今
に
至
る
も
音
耗

お
ん
こ
う

（

知

ら

せ

）

無
し
。
汝
等
宜
し
く
其
の
故
を

問
ふ
べ
し
」
と
。
三
人
書
を
竜
伯
に
遣
は
し
惟
新
の
薩
摩
に
還
る
を
詰
問
す
。
竜
伯
其
逆
に
党

す
る
を
怒
り
其
の
封
内
桜
島
に

銅
（
錮
）

し
謁
見
を
許
さ
ざ
る
な
り
。
惟
新
謝
し
て
曰
は
く
「
本 もと
内
府

の
東
征
に
従
は
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
兵
寡
き
を
以
て
之
を
本
国
に
徴
す
。
故
に
其
故
を
内
府

に
告
げ
兵
至
る
を
待
ち
後
よ
り
発
せ
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
秀
家
・
輝
元
之
を
要
す
る
が
為
に

已
む
を
得
ず
之
に
従
ふ
」
と
。
竜
伯
之
を
聞
き
其
意
解
く
。
大

全

・

合

戦

誌

二

書

並

云

、

竜

伯

遣

其

臣

鎌

田

出

雲

於

大

坂

分

疏

之

。

按

ず

る

に

、

出

雲

大

坂

に

来

る

、

下

文

明

年

四

月

に

在

り

、

二

書

其

事

を

究

言

す

る

な

り

。

故

に

取

ら

ず

。

○

餘

史

曰

、
竜

伯

詰

問

惟

新

不

許

謁

見

。
惟

新

謝

曰

、
本

欲

入

我
（

伏

）
見

城

同

守

。
然

守

将

鳥

居

彦

右

衛

門

峻

拒

不

納

。
故

不

得

已

党

于

三

成

。

先

是

山

口

直

友

捕

惟

新

之

兵

大

田

助

之

亟
・
新

納

旅

庵

、
鞫
（

き

く

）
問

之

。
二

人

詳

説

元

忠

不

納

惟

新

之

状

。
至

是

直

友

与

井

伊

直

政

・

本

多

忠

勝

議

遣

助

之

亟

於

薩

摩

副

以

直

友

之

臣

和

久

某

。

謂

竜

伯

曰

、

亟

入

京

師

以

謝

其

罪

則

公

怒

必

解

。

竜

伯

悦

従

之

。

附

以

備

攷

十
月
朔
、
神
祖
、
奥
平
信
昌
に
命
じ
石
田
三
成
・
安
国
寺
恵
瓊
・
小
西
行
長
を
市
に
徇 まわ
し
（

見

せ

し

め

に

回

す

）

之
を
六
条
河
原
に
於
い
て
斬
る
。
其
の
主
名
を
榜 かか
げ
之
を
三
条
河
原
に
梟
す
。
観
る
者
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重
沓
す
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

伏
見
城
の
反
徒
永
原
十
内
・

山
口
宗
助
以
下
十
八
人
を
粟
田
口
に
於
い
て
磔
す
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

並

無

月

日

入

従

大

全

臣
按
ず
る
に
、
石
田
三
成
使
（
便
）
佞
狡
黠

べ

ん

ね

い

こ

う

か

つ

。
財
利
に
長
じ
善
く
逢
迎
を
為
す
。
故
に
秀
吉

公

徴
（
微
）

賤
よ
り
擢
き
五
奉
行
の
一
に
居
く
。
佐
和
山
城
を
以
て
授
け
軍
国
事
を
裁
決
せ
し
む
。

寵
栄
極
ま
れ
り
。
而
れ
ど
も
其
の
志
饜あ

か
ず
一
旦
（

あ

る

日

）

事
を
挙
げ
関
西
を
動
揺
す
。
敵
将

豊
臣
秀
秋
・
毛
利
秀
元
・
氏
家
行
廣
の
如
き
は
皆
其
の
秀
頼
を
擁
戴
す
る
に
託
言
し
以
て
其

私
を
済 な

す
を
知
る
。
況
や
加
藤
清
正
・
細
川
忠
興
・
黒
田
長
政
・
京
極
高
次
の
如
き
も
マ
タ

（

亦

）

能

く
其
の
情
実
を
審
か
に
し
成
敗
を
予
料
す
。
臣
（

著

者

）

皆
実
に
拠
り
て
書
く
。
班
々

は
ん
ぱ
ん

（

そ

れ

ぞ

れ

）

考
ず
べ
く
、
復
び
コ
ノ

（
此
に
）

に

諭
（
論
）

列
せ
ず
。
小
西
行
長
、
朝
鮮
の
役
に
頗
る
威
名
を
著
し
徒
ら
に

血
気
の
勇
を
逞
し
う
す
れ
ど
も
善
後
の
策
を
思
は
ず
。
終
に
清
正
と
相
軋 きし
り
大
い
に
諸
将
の

悪
む
所
と
為
る
。
孤
立
無
援
、
三
成
と
相

明
（
朋
）

比
（

組

む

）

せ
ざ
る
を
得
ず
。
銭
鳳
・
沈
允
の
王

敦
に
於
け
る
、
傅
亮
・
徐
羨
の
謝
晦
に
於
け
る
、
其
勢
然
る
ナ
リ

（

也

）

。
其
党
青
野
原
に
戦
ふ
に
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及
び
行
長
一
戦
し
輒
ち
敗
る
。
手
を
束
ね
禽
に
就
く
。
世
の
大
憀

た
い
り
く

（

大

辱

）

た
り
。
何
ぞ
前
に
勇

み
て
後
に
怯
な
る
や
。
安
国
寺
恵
瓊
才
能
を
以
て
秀
吉
公
に
寵
有
り
。
建
牙
し
騶
（

騎

士

）

に
列

し
勢
諸
［
侯
］
と
等
し
。
遂
に
其
分
を
忘
れ
三
成
・
行
長
に
党
す
。
幢
幡
（

仏

堂

の

旗

）

旌
旗
（

戦

の

旗

）

と
な
り
厠
養

し

よ

う

（

雑

用

召

使

）

隊

位
（
伍
）

と
為
り
、
終
に
一
矢
を
交
す
る
能
は
ず
望

鳳
（
風
）

逃
竄 ざん
す
。
近

世
の
僧
永
覚
云
ふ
有
り
。
僧
家
跡
を
寰 げん
中
（

天

下

）

に
寄
せ
身
を
物
表
に
接
す
。
一
切
の
塵
気

尚
ほ
謝
絶
す
べ
し
。
況
ん
や
禄
位
を
貪
る
べ
け
ん
や
。
一
切
の
文
事
尚
ほ
与 とも
に
す
べ
か
ら
ず
。

況
ん
や
武
事
を
操
る
べ
け
ん
や
と
。
因
り
て
元
の
劉
秉
忠
・
明
の
姚
廣
孝
を
論
じ
、
仏
門
中
、

万
世
の
罪
人
た
り
と
。
況
や
恵
瓊
の
如
き
者
、
其
大
罪
を
為
す
は

み
（
又
）

当
に
何
如

い

か

ん

五
日
、
毛
利
輝
元
、
木
津
別
荘
を
出
で
安
藝
に
還
る
。
神
祖
世
子
を
し
て
之
を
撃
た
し
む
。
下

令
し
将
に
十
六
日
を
以
て
出
師
せ
ん
と
す
。
輝
元
、
井
伊
直
政
に
就
き
罪
を
謝
し
て
曰
は
く
「
内

府
公
、
意
、
我
家
を
存
恤

ぞ
ん
じ
ゅ
つ

す
る
（

救

済

す

る

）

に
有
ら
ば
則
ち
周
防
・
長
門
二
州
を
給
は
ば
足
れ
り
。

其
余
八
州
は
請
ふ
、
之
を
納
め
ん
」
と
。
直
政
固
く
請 う

く
。
神
祖
之
を
許
し
書
を
輝
元
・
秀
就
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父
子
に
賜
ひ
其
罪
を

贖
あ
が
な

は
し
む
。
直
政
誓
書
を
以
て
副
へ
之
を
諭
す
。
安
藝
・
備
中
・
備
後
・

因
幡
・
伯
耆
・
出
雲
・
隠
岐
・
石
見
八
州
を
削
り
周
防
・
長
門
を
授
く
。
輝
元
悦
び
服
す
。
故

に
世
子
兵
を
出
さ
ず
。
年

譜

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

輝
元
披
剃
し
宗
瑞
と
号
す
。
秀
元
を

以
て
嗣
と
為
す
。
大

全

・

寛

永

系

図

・

慶

元

記

、

按

ず

る

に

、

輝

元

子

無

く

従

兄

秀

元

を

養

ひ

子

と

為

す

。

其

の

後

子

秀

就

生

ま

れ

、
故

に

他

年

秀

元

、
秀

就

を

以

て

嗣

と

為

す

吉
川
秀
家
致
仕
落
髪
し
如
見
と
号
す
。
大

全

赤
松
則
房
佐
和
山

城
を
出
で
林
藪
に
竄 ざん
匿 とく
す
る
も
何
す
る
無
く
逮
捕
せ
ら
る
。
奥
平
信
昌
之
を
斬
る
。
大
田
美
作

守
勢
田
を
戍
る
。
関
原
の
兵
敗
走
し
朝
熊
に
至
る
。
池
田
長
吉
・
山
岡
道
阿
弥
之
を
攻
め
殺
す
。

合

戦

誌

・

餘

史

道
阿
弥
桑
名
城
に
進
攻
す
。
城
主
氏
家
行
廣
の
弟
志
摩
守
・
寺
西
備
中
守
等
守
る
能

は
ず
。
合

戦

誌
・
慶

長

記

、
備

中

守

作

下

野

守

。
今

従

家

忠

日

記
・
大

全
・
餘

史

行
廣
降
を
乞
ひ
城
を
致
し
て
去
る
。

道
阿
弥
、
神
戸
・
亀
山
二
城
に
進
攻
し
羽
柴
勝
雅
・
岡
本
下
野
守
拒
ぐ
能
は
ず
。
亦
皆
降
る
。

道
阿
弥
数
日
せ
ず
し
て
三
城
を
挙
げ
兵
を
置
き
之
を
戍
る
。

六
日
、
大
坂
に
至
り
之
を
告
ぐ
。
合

戦

誌
・
関

原

軍

記

並

云

、
至

伏

見

告

之

。
按

ず

る

に

、
神

祖

此

の

時

大

阪

西

城

に

在

り

。
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今

之

を

訂

す

。

大

全

・

合

戦

誌

並

曰

、

行

廣

出

城

披

剃

称

荻

野

道

喜

。

其

後

入

大

阪

城

徇

死

秀

頼

。

合

戦

誌

曰

、

寺

西

下

野

守

家

素

富

、

為

僑

人

終

身

。
羽

柴

勝

雅

蒙

沛

者

子

孫

仕

幕

府

復

滝

川

氏

猷

廟

。
時

勝

雅

以

耆

老

備

顧

問

岡

本

下

野

守

往

年

党

于

秀

吉

攻

旧

主

織

田

信

孝

。

故

神

祖

深

悪

之

。

流

寓

而

死

神
祖
、
其
干
戈
を
労
さ
ず
亟
や
か
に
三
城
を
抜
く
を
褒
む
。
道
阿
弥
謝
し

て
曰
は
く
「
此
れ
老
夫
の
力
に
非
ず
。
皆
閣
下
の
威
風
の
被
る
所
な
り
」
と
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

・

関

原

軍

記

・

松

栄

紀

事

大
谷
吉
久
・
木
下
頼
継
、
垂
井
よ
り
遁
れ
敦
賀
に
帰
る
。
処
守
の

臣
蜂
屋
市
兵
衛
と
議
り
散
卒
を
召
集
し
城
に
拠
り
挙
兵
せ
ん
と
欲
す
。
城
兵
関
原
の
敗
を
聞
き

皆
離
散
し
敢
へ
て
応
ず
る
者
無
し
。
二
人
事
済
せ
ざ
る
を
知
り
潜
か
に
大
阪
に
奔
る
。
大

全

・

合

戦

誌
・
餘

史

〇

大

全

曰

、
木

下

山

城

守

無

幾

病

死

。
元

和

元

年

大

阪

城

陥

、
大

谷

大

学

殉

死

秀

頼

初
め
神
祖
上
杉
景
勝
を
征
せ

ん
が
為
に
江
戸
城
に
入
る
。
書
を
最
上
義
光
に
賜
ひ
陸
奥
・
出
羽
の
諸
将
を
し
て
義
光
に
従
ひ

米
澤
口
を
攻
め
し
む
。
南
部
信
濃
守
利
直

大

膳

大

夫

信

直

子

兵
五
千
人
・
和
田
実
季
二
千
六
百
五
十

人
・
戸
澤
政
盛
二
千
二
百
人
・
本
堂
源
七
郎
四
百
人
・
六
郷
兵
庫
頭
政
乗

弾

正

直

行

子

三
百
人
・

赤
尾
孫
三
郎
二
百
人

松

栄

紀

事

赤

尾

作

赤

尾

津

。

今

従

大

全

・

最

上

義

光

記

・
仁
加
保
兵
庫
一
百
八
十
五
人
・
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滝
澤
刑
部
一
百
十
人
・
内
越
孫
四
郎
六
十
四
人
・
巖
右
兵
衛

合

戦

誌

巖

作

山

名

。
蓋

岩

字

草

書

訛

作

山

名

二

字

。

松

栄

紀

事

作

巖

屋

。

今

従

大

全

・

義

光

記

四
十
人
、
兵
合
一
万
一
千
百
余
人
山
形
に

木
（
来
）

会
す
。
義
光
と
議

り
軍

佐
（
伍
）

を
定
む
。
松

栄

紀

事

以

此

兵

数

係

明

年

八

月

。

使

義

光

統

領

隣

境

之

兵

下

蓋

拠

此

時

兵

数

羽

（

明

）

年

賜

印

章

也

。

今

従

大

全

義
光
、
長
子
修
理
大
夫
義
康
を
し
て
兵
千
五
百
を
将
ゐ
し
む
。
諸
将
を
将
ゐ

末
（
米
カ
）

澤
口
に
向

ふ
。
諸
将
、
石
田
三
成
挙
兵
し
宇
喜
多
秀
家
伏
見
城
を
囲
む
を
聞
く
。
以
為
へ
ら
く
、
天
下
大

乱
し
寇
賊
将
に
管
内
に
起
た
ん
と
す
と
。
義
光
に
告
げ
ず
し
て
兵
を
引
き
各
城
堡
に
帰
る
。
義

光
の
臣
里
見
越
後
・
鮭
延
越
前
・
延
澤
能
登
之
を
追
撃
す
る
を
請
ふ
。
義
光
許
さ
ず
し
て
曰
は

く
「
今
諸
将
と
兵
を
交
せ
ば
則
ち
景
勝
必
ず
其
の

源
（
隙
）

を

同
（
伺
）

ふ
。
且
諸
将
或
は
離
反
有
ら
ば
則
ち

内
府
の
事
に
益
無
し
。
汝
輩
決
死
確
闘
せ
ば
則
ち
隣
境
の
兵
を
仮
ら
ず
し
て
以
て
志
を
得
べ
し
。

去
る
者
は

進
（
追
）

は
ざ
る
が
可
ナ
リ

（

也

）

」
と
。
義
光
の
士
丹
與
三
右
衛
門
年
老
い
致
仕
し
金
山
の
険
を

戍
る
。
弓
銃
を
列
し
旌
旗
を
山
上
に

逮
（
建
）

て
甲
士
数
十
人
其
の
下
に
在
り
。
諸
将
金
山
に
至
る
も

門
闔
ぢ
過
ぐ
る
を
得
ず
。
使
を
遣
は
し
開
門
せ
し
む
。
與
三
右
衛
門
曰
は
く
「
諸
将

遽
に
わ
か

に
帰
る
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は
景
勝
に
党
す
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
主
君
の
命
を
聞
か
ず
は
則
ち
門
開
く
べ
か
ら
ず
。
使

を
山
形
に
遣
は
し
報
を
得
処
分
せ
ん
。
之
を
待
つ
を
請
ふ
」
と
。
諸
将
山
上
の
戍
兵
厳
備
す
る

を
望
見
し
意
下
に
撃
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
之
と
交
戦
せ
ば
則
ち
佗
日

た

じ

つ

神
祖
の
怒
に
触
る
る
を

恐
れ
已
む
を
得
ず
遅
留
す
。
既
に
し
て
義
光
の
報
至
り
其
過
ぐ
る
を
許
す
。
與
三
右
衛
門
開
門

し
諸
将
方
に
過
ぐ
る
を
得
。
其
鳥
銃
・

禾
（
木
）

棍
、
火
縄
を
安
ん
じ
銃
眼
に
列
す
。
山
上
の
旌
旗
は

皆
単
衣
を
綻 やぶ
り
樹
枝
に
繋
ぐ
。
甲
士
は
婦
女
百
姓
を
し
て
捍
甲
せ
し
め
林
藪
に
列
す
。
時
の
人

其
の
膽
智
に
服
す
。
上
杉
景
勝
、
直
江
兼
續
を
以
て
大
将
と
為
し
水
原
親
憲
軍
監
と
為
す
。
別

将
上
泉
主
水
・
溝
口
立
馬
・
色
邉
修
理
・
松
本
木
工
・
春
日
左
衛
門
・
巌
井
備
中
等
兵
一
万
二

千
、
兼
續
の
部
兵
八
千
、
総
二
万
人
、
米
澤
を
出
で
山
形
を
攻
む
。
大

全

・

合

戦

誌

・

義

光

記

志
茂
治

右
衛
門
を
し
て
兵
二
千
五
百
を
将
ゐ
奇
兵
と
為
し
谷
地
寒
川
江
を
寇
む
。
諸

書

志

戍

（

茂

）

作

下

。

国

音

相

通

。
今

従

慶

元

記

。
按

ず

る

に

、
諸

書

治

右

衛

門

の

兵

数

を

載

せ

ず

。
今

四

家

合

考

に

拠

る

。
最

上

義

光

作

貫

参

河

守

と

書

く

義
光

援
を
伊
達
政
宗
に
乞
ふ
。
政
宗
、
伊
達
壱
岐
・
遠
藤
弥
兵
衛
を
し
て

合

戦

記

作

伊

達

上

野

・

石

川

加

兵

衛

。
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今

従

大

全

・

義

光

記

兵
三
百
を
将
ゐ
来
援
せ
し
む
。
義

光

記

曰

、

騎

兵

一

百

五

十

、

歩

卒

幾

一

千

人

。

今

従

大

全

義
光

の
将
江
口
五
兵
衛
旗
屋
城
を
戍
る
。
義
光
其
の
地
形
守
り
難
く
且
寡
兵
た
る
を
以
て
使
を
遣
は

し
、
五
兵
衛
を
、
城
を
棄
て
山
形
に
帰
ら
し
め
ん
と
諭
す
。
五
兵
衛
対
へ
て
曰
は
く
「
未
だ
敵

の
旌
旗
を
見
ず
し
て
退
兵
す
る
は
夫 ふ

に
非
ざ
る
な
り
。
死
を
以
て
守
る
を
請
ふ
」
と
。
義
光
、

矢
桐
相
模

矢

桐

諸

書

作

矢

柄

。
今

拠

大

全
・
義

光

記

訂

之

・
飯
田

橋
（
播
）

磨
を
し
て
百
余
兵
を
率
ゐ
し
め
之
を
援

く
。
未
だ
至
ら
ざ
る
に
兼
續
、
旗
屋
城
を
攻
む
。
五
兵
衛
兵
を
城
外
に
伏
せ
河
水
を
湛 たた
へ
堰
と

為
す
。
兼
續
伏
兵
を
殴
ち
之
を
却
く
。
親
憲
河
上
を
按
視
し
其
堤
を
壊
す
。
水
立
ち
ど
こ
ろ
に

涸
れ
敵
兵
勢
に
乗
り
城
を
攻
む
。
五
兵
衛
其
子
小
吉
・
姪

志
（
忠
）

作
と
槍
を
揮
い
城
を
出
で
縦
横
に

奮
撃
す
。
敵
兵
披
靡
し
五
兵
衛
城
に
入
り
門
を
闔 と

づ
。
兼
續
歩
卒
を
し
て
山
に
登
ら
し
め
城
中

を
下
視
し
火
箭
・
大
銃
を
放
つ
。
城
兵
死
傷
す
る
も
の
多
し
。
五
兵
衛
其
の
守
る
べ
か
ら
ざ
る

を
度
り
又
子
姪
と
城
を
出
で
刀
戦
す
。
牙
城
に
引
き
入
り
自
殺
す
。
小
吉
・
忠
作
も
亦
同
死
す
。

城
兵
の
戦
死
三
百
五
十
人
。
敵
兵
火
を
縦
ち
城
を
燔 や

く
。
城
遂
に
陥
つ
。
城
中
の
男
女
及
び
近
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村
の
民
庶
皆
出
で
走
る
。
会
津
の
兵
之
を
追
ふ
も
、
山
形
の
援
軍
大
い
に
起
つ
を
見
、
中
路
に

還
ら
ん
と
す
。
飯
田
播
磨
、
矢
桐
相
模
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
事
急
た
り
。
子
老
弱
を
護
り
て
帰

れ
。
我
留
り
此
に
戦
ひ
勇
を
奮
ひ
て
死
せ
ん
」
と
。
相
模
高
き
に
登
り
之
を
望
む
。
我
軍
の
既

に
危
き
を
見
、

遇
（
逆
）

戦
し
之
を
破
る
。
敵
兵
退
走
す
。
遂
に
老
幼
を

挈
た
ず
さ

へ
山
形
に
帰
る
。
大

全

・

合

戦

誌

・

義

光

記

直
江
兼
續
、
志
茂
治
右
衛
門
の
奇
兵
（

不

意

う

ち

の

戦

）

の
報
を
聞
き
長
谷
堂
・
上
山
二

城
を
攻
め
ん
と
欲
す
。

上
（
土
）

上
山
に
登
り
山
形
を
下
視
す
。
軍
を
停
む
る
こ
と
三
日
。
既
に
し
て

治
右
衛
門
の
捷
報
至
る
。
乃
ち
軍
を
進
め
長
谷
堂
城
を
攻
む
。
義

光

記

兼
續
須
賀
澤
山
に
陣
す
。

長
谷
堂
を
距
つ
る
こ
と
十
余
町
。
春
日
左
衛
門
を
以
て
前
鋒
と
為
し
、
左
衛
門
山
麓
に
陣
す
。

兼
續
以
為

お

も

へ
ら
く
、
長
谷
堂
山
形
を
距
つ
る
こ
と
二
里
。
然
れ
ど
も
最
上
川
有
り
。
義
光
輒
ち

救
ふ
を
得
ず
。
上
山
も
亦
隔
つ
る
こ
と
二
里
。
而
し
て
険
阻
無
し
。
城
主
里
見
越
後
或
は
出
で

之
を
援
け
ん
と
。
乃
ち
上
泉
主
水
を
し
て
三
千
余
人
を
将
ゐ
上
山
に
備
へ
し
む
。
城
兵
穂
村
造

酒
允
・
椎
野
弥
七
郎
前
鋒
を
為
す
。
是
に
先
ん
じ
義
光
、
鮭
延
越
前
・
小
国
大
膳
・
谷
地
盛
伯
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耆
・
川
熊
讃
岐
等
を
し
て
長
谷
堂
城
を
援
け
し
む
。
城
兵
総
て
四
千
五
百
余
人
。
城
将
志
村
伊

豆
、
越
前
と
議
り
大
風
右
衛
門
・
横
尾
勘
解
由
を
し
て
鋭
兵
二
百
余
人
を
率
ゐ
左
衛
門
の
営
を

夜
襲
せ
し
む
。
敵
兵
大
い
に
惶
擾
す
。
左
衛
門
出
で
走
る
。
右
衛
門
・
勘
解
由
勢
に
乗
り
奮
撃

し
一
百
五
十
級
を
獲
る
。
義

光

記

作

百

十

五

級

。

今

従

大

全

。

按

ず

る

に

、

大

全

一

説

を

載

せ

云

は

く

、

会

津

隊

長

松

本

木

工

を

斬

る

と

。

兼
續
の
営
堅
守
し
動
か
ず
。
城
兵
引
き
去
る
。

翌
日
、
左
衛
門
、
前
夜
の
戦
敗
を
恥
ぢ
進
み
城
を
攻
む
。
城
兵
火
炮
を
飛
ば
し
之
を
堅
拒
す
。

敵
兵
死
傷
す
る
も
の
多
し
。
左
衛
門
兵
を
斂 あつ
め
退
く
。
既
に
し
て
敵
兵
出
で
禾
稼

か

か

を
暴
く
。
越

前
其
虚
に
乗
じ
兼
續
の
陣
を
撃
ち
、
多
く
首
級
を
獲
る
。
城
に
還
ら
ん
と
欲
す
る
に
敵
之
を
尾

撃
す
。
伊
豆
歩
卒
二
百
余
人
を
城
外
に
出
し
之
を
邀
撃
す
。
敵
兵
前

車
（
軍
）

多
く
死
し
後
軍
猶
予
し

進
ま
ず
。
越
前
兵
を
全
う
し
城
に
入
る
。
義

光

記

義
光
、
上
山
城
主
里
見
越
後
を
召
し
麾
下
軍
監

と
為
す
。
越
後
、
其
二
子

氏
（
民
）

部
・
主
水
及
び
草
刈
志
摩
等
兵
三
千
を
し
て
城
を
守
ら
し
む
。
敵

将
上
泉
主
水
・
前
鋒
穂
村
造
酒
允
・
椎
野
彌
七
郎
、
物
見
山
麓
に
陣
し
上
山
城
を
攻
め
ん
と
欲
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す
。
主
水
後
拒
を
為
し
山
形
の
援
路
を
扼 おさ
ふ
。
民
部
出
で
之
を
覘
ふ
。
敵
兵
の
布
陣
前
後
相
距

つ
る
こ
と
遼
遠
た
り
。
民
部
以
為
へ
ら
く
、
敵
長
途
を
歴
、
人
馬
疲
労
し
陣
中
喧
騒
す
。
其
部

伍
整
は
ざ
る
に
乗
り
之
を
撃
ち
て
走
る
べ
き
な
り
と
。
乃
ち
志
摩
を
し
て
物
見
山
の
間
道
を
歴

敵
陣
の
後
に
出
で
し
む
。
民
部
開
門
大
呼
し
出
で
戦
ふ
。
敵
軍
披
靡
す
。
志
摩
鋭
兵
三
百
を
選

び
其
後
を
邀 せ

む
。
喊
吶

か
ん
と
つ

（

と

き

の

声

を

あ

げ

る

）

し
て
進
む
。
前
後
奮
闘
し
之
を
大
破
す
。
城
兵
勝
に

乗
り
追
撃
し
造
酒
允
・
弥
七
郎
及
び
平
巌
石
見
・
巌
井
備
中
等
を
斬
る
。
敵
兵
狼
狽
し
塹
に
堕

ち
壑 たに
に
陥
ち
殆
ん
ど
孑
遺

け

つ

い

（

の

こ

り

）

無
し
。
上
泉
主
水
前
鋒
敗
る
る
を
聞
き
之
を
馳
せ
救
ふ
。
志

摩
物
見
山
に
よ
り
銃
矢
を
発
し
横
撃
し
之
を
敗
る
。
主
水
は
会
津
の
驍
将
な
り
。
槍
を
揮
ひ
馳

突
力
戦
し
て
死
す
。
民
部
の
兵
金
原
七
蔵
年
十
七
、
其
の
首
を
獲
る
。
城
兵
凡
そ
四
百
八
十
三

級
を
斬
り
之
を
山
形
に
送
る
。
義
光
大
い
に
民
部
の
功
を
賞
す
。
長
子
義
康
を
し
て
伊
達
政
宗

の
援
軍
伊
達
壱
岐
・
遠
藤
弥
兵
衛
の
兵
合
八
千
を
率
ゐ
し
め
長
谷
堂
城
を
救
ふ
。
直
江
兼
續
の

陣
を
距
つ
る
こ
と
五
十
町
。
相
持 じ

す
る
こ
と
数
日
。
既
に
し
て
関
ハ
ラ
の
捷
報
至
り
、
義
光
大



烈祖成績（十） 55

い
に
喜
ぶ
。
以
為
へ
ら
く
、
敵
兵
の
退
走
す
る
は
近
き
に
在
り
と
。
自
ら
兵
を
将
ゐ
山
形
を
発

す
。
上
杉
景
勝
も
亦
其
党
の
関
原
に
敗
る
る
を
聞
き
兼
續
を
し
て
兵
を
引
き
会
津
に
還
ら
し
む
。

兼
續
、
水
原
親
憲
と
退
軍
の
方
略
を
議
る
。
親
憲
曰
は
く
「
吾
当
に
溝
口
左
馬
と
前
軍
に
在
る

べ
し
。
因
り
て
山
麓
を
守
り
然
る
後
に
諸
隊
長
を
し
て
退
軍
せ
し
め
ん
」
と
。
兼
續
之
に

後
（
従
）

ふ
。

親
憲
・
左
馬
前
軍
に
赴
き
未
だ
陣
列
を
成
さ
ざ
る
に
兼
續
の
使
既
に
至
る
。
諸
隊
長
階 そろ
ひ
将
に

長
谷
堂
城
の
兵
援
軍
を
引
き
去
ら
ん
と
す
。
義
康
兵
を
縦
ち
尾
撃
し
大
い
に
之
を
敗
る
。
会
津

の
兵
死
傷
算
ふ
る
無
し
。
二
本
松
七
郎
時
に
十
八
歳

按

ず

る

に

、

大

全

・

合

戦

誌

、

七

郎

、

右

京

と

作

す

。

勇

士

一

言

集

に

拠

れ

ば

此

時

七

郎

と

称

し

後

に

右

京

を

襲

称

す

。
大

全
・
合

戦

誌

又

曰

は

く

、
父

右

京

亮

義

継

、
伊

達

輝

宗

を

執

り

質

と

為

す

。

政

宗

の

殺

す

所

と

為

る

。

右

京

二

歳

に

し

て

孤

た

り

。

往

き

景

勝

に

依

る

。

会
津
に
長
じ
能
く
地
利
を
諳 し

る
。
部
兵
百

余
人
を
指
揮
し
険
要
に
陣
し
追
騎
を
邀
撃
す
。
手
づ
か
ら
山
形
隊
長
天
童
弥
七
郎
を
斬
り
、
其

余
我
兵
十
余
級
を
斬
る
。
勇

士

一

言

集

曰

、

七

郎

初

軍

欲

先

衆

而

進

。

老

臣

扣

馬

諌

曰

、

大

将

不

可

軽

進

。

指

揮

士

卒

然

後

進

馬

。
七

郎

哂
（

笑

う

）
曰

、
大

将

怯

懦

士

卒

何

能

得

戦

。
遂

進

闘

破

山

形

之

兵

溝
口
左
馬
槍
を
揮
ひ
我
兵
二
人
を
殺
す
。
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我
兵
退
き
走
る
こ
と
四
五
町
。
死
者
数
十
人
。
義
光
膂
力
有
り
、
鉄
棍
を
奮
ひ
衆
を
励
ま
し
還

り
闘
ふ
。
敵
兵
又
敗
る
。
兼
續
・
親
憲
山
に
拠
り
て
陣
す
。
日
既
に
暮
れ
、
義
光
陣
を
相
対
に

張
る
。

其
夜
、
親
憲
、
兼
續
の
営
に
至
り
之
を
責
め
て
曰
は
く
「
曏さき
に
約
す
る
所
の
如
く
吾
左
馬
と
陣

を
整
へ
然
る
後
に
退
兵
せ
ば
則
ち
以
て
万
全
た
る
べ
し
。
何
ぞ
兵
を
収
む
る
の
軽
遽
た
る
や
」

と
。
兼
續
復
び
与
較

と

こ

う

せ
ず
謝
し
て
曰
は
く
「
吾

遇
（
過
）

て
り
」
と
。
二
人
相
議
り
隊
毎
に
多
く
鳥
銃

を
列
し
以
て
追
騎
を
撃
つ
。
翌
日
敵
兵
将
に
会
津
に
帰
ら
ん
と
す
。
義
光
下
令
し
之
を
追
撃
す
。

敵
兵
険
に
拠
り
銃
を
発
す
。
追
騎
進
む
能
は
ず
。
死
者
数
百
人
。
義
光
陣
前
に
進
み
督
戦
す
。

鉛
弾
雨
注
す
。
従
兵
之
を
諌
め
退
か
し
む
。
義
光
聴
か
ず
し
て
曰
は
く
「
我
退
か
ば
孰 たれ
か
敢
へ

て
死
力
を
出
だ
し
以
て
闘
は
ん
」
と
。
勢
甚
だ
猛
厲 れい
た
り
。
従
兵
死
す
る
者
多
し
。
義
康
山
を

隔
て
之
を
見
、
来
援
せ
ん
と
欲
す
る
も
路
険
し
く
騎
す
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
馬
を
舎 す

て
歩
み
進
む
。

二
千
余
兵
を
率
ゐ
横
か
ら
兼
續
の
陣
を
衝
く
。
長
谷
堂
の
援
兵
小
国
大
善
・
谷
地
盛
伯
耆
・
川



烈祖成績（十） 57

熊
讃
岐
守
、
兼
續
の
陣
後
に

繞
じ
ょ
う

出
し
之
を
掩
撃
す
。
兼
続
三
面
に
兵
を
受
け
殆
ん
ど
支
ふ
る
能

は
ず
。
将
に
退
か
ん
と
す
。
義
光
之
を
急
撃
す
。
敵
兵
敗
走
す
。
兼
続
又
別
山
に
拠
り
陣
を
整

へ
還
り
闘
ふ
。
我
兵
少
し
却
く
。
敢
へ
て
復
び
進
ま
ず
。
両
軍
戦
疲
れ
互
い
に
退
く
。
兼
続
、

志
茂
治
右
衛
門
に
牒
報
す
る
能
は
ず
。
兵
を
引
き
米
澤
に
径
還
す
。
義
光
敵
凡
そ
一
千
五
百
八

十
余
級
を
斬
る
。
士
卒
隕 いん
命 めい
（

命

を

お

と

す

）

す
る
者
六
百
二
十
余
人
。
遂
に
軍
を
斂 あつ
め
山
形
に
還
る
。

義
光
、
近
臣
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
敵
、
関
原
の
敗
を
聞
き
将
に
崩
潰
之
れ

暇
い
と
ま

あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
。

而
し
て
山
城
守
、
軍
を
馭
し
法
有
り
。
狼
狽
に
至
ら
ず
。
謙
信
の
遺
風
余
烈
、
今
に
至
り
猶
ほ

存
す
と
謂
ふ
べ
き
な
り
」
と
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

四

家

合

考

・

松

栄

紀

事

皆

書

其

大

較

。

合

戦

誌

・

餘

史

各

有

異

同

。

今

従

大

全

・

義

光

記

。

拠

二

書

、

九

月

十

三

日

兼

続

攻

旗

屋

城

。

十

六

日

陣

須

賀

澤

山

。

其

夜

城

兵

襲

春

日

左

衛

門

之

営

。

十

七

日

戦

于

長

谷

堂

。

上

泉

主

水

戦

死

。

二

十

五

日

義

光

発

山

形

。

二

十

九

日

義

光

与

兼

続

接

戦

。

十

月

朔

兼

続

引

兵

還

。

四

日

志

茂

治

右

衛

門

降

于

義

光

。

今

欲

其

事

接

続

故

不

係

月

日

是
に
先
ん
じ
、
志
茂
治
右
衛
門
、
谷
地
寒
川
江

さ

が

え

を
取
る
。
無
人
の
地

に
入
る
が
如
し
。
故

塹
（
塁
）

を
修
築
し
之
に
拠
り
将
に
山
形
を
攻
め
ん
と
す
。
義
光
、
志
村
伊
豆
に
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方
略
を
授
け
て
曰
は
く
「
治
右
衛
門
は
会
津
の
騎
将
な
り
。
之
を
降
さ
し
め
以
て
我
将
と
為
す

べ
し
」
と
。
伊
豆
、
僧
を
し
て
城
に
入
れ
之
を
説
か
し
め
て
曰
は
く
「
関
原
の
戦
に
内
府
大
捷

し
敵
将
皆
敗
走
す
。
故
に
山
城
守
復
び
戦
ふ
能
は
ず
兵
を
引
き
米
澤
に
帰
る
。
一
价
を
馳
せ
以

て
使
君
に
報
ぜ
ず
。
是
れ
使
君
を
棄
つ
る
な
り
。
孤
城
無
援
、
今
何
ぞ
待
た
ん
と
欲
す
。
来
降

す
る
に
如
か
ず
」
と
。
治
右
衛
門
部
兵
を
集
め
去
就
を
議
る
。
志
茂
美
作
固
く
之
に
降
を
勧
む
。

治
右
衛
門
之
に
従
ひ
遂
に
宗
族
従
兵
二
千
余
人
を
率
ゐ
出
降
す
。
義
光
之
を
厚
遇
す
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

義

光

記

・

四

家

合

考

・

合

戦

誌

・

餘

史

臣
按
ず
る
に
、
関
原
記
大
全
に
宮
腰
秀
興
曰
は
く
、
長
谷
堂
の
戦
、
城
主
志
村
伊
豆
の
部
兵

高
橋
伊
賀
、
上
杉
景
勝
の
監
使
丸
山
藤
左
衛
門
を
斬
る
。
景
勝
の
軍
監
杉
原
親
憲
の
族
杉
原

彦
左
衛
門
時
に
新
国
荘
吉
を
称
し

拠

東

国

太

平

記

彦

左

衛

門

名

親

清

、

親

憲

左

衛

門

之

姪

也

年
尚
ほ
少 わか
し
。

戦
功
群
を
挺
き
、
親
憲
書
を
与
へ
之
を
褒
む
。
伊
加
彦
左
衛
門
後
に
若
狭
少
将
酒
井
忠
勝
に

仕
ふ
。
叔
父
秀
政
も
亦
山
形
を
去
り
忠
勝
に
仕
ふ
。
故
に
二
人
と
交
親
し
常
に
二
人
の
長
谷
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堂
の
戦
を
談
ず
る
を
聞
き
、
其
梗
概
を
大
全
に
書
く
。
或
は
此
の
戦
孰
れ
勝
つ
か
を
問
ふ
者

有
り
。
秀
政
之
に
応
へ
て
曰
は
く
「
余
の
父
祖
及
び
叔
父
皆
上
杉
謙
信
に
仕
ふ
。
審
ら
か
に

其
用
兵
の
略
を
聞
く
。
節
制
他
将
に
超
ゆ
。
然
れ
ど
も
長
谷
堂
城
を
攻
む
る
に
及
び
春
日
左

衛
門
夜
戦
し
利
を
失
ふ
。
穂
村
造
酒
允
・
椎
野
弥
七
郎
敵
を
侮
り
首
を
授
く
。
皆
兵
を
知
ら

ざ
る
者
に
似
る
。
豈
に
景
勝
自
ら
陣
に
莅 のぞ
ま
ざ
る
。
此
輩
懈
弛
す
る
所
有
り
て
然 し

か
る
や
。

然
ら
ず
。
兼
續
・
親
憲
の
過
ち
な
り
。
旗
屋
城
主
江
口
五
兵
衛
、
食
禄
八
千
石
、
其
兵
一
千

を
過
ぐ
べ
か
ら
ず
。
最
上
義
光
の
命 めい
を
用
ゐ
ず
徒
ら
に
孤
城
を
守
り
て
死
す
。
飯
田
播
磨
、

彼
我
の
勢
を
審
ら
か
に
せ
ず
力
戦
し
元
を
喪
ふ
。
皆
称
む
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
兼
續
の
退

軍
に
方 あた
り
義
光
首
を
獲
る
こ
と
頗
る
多
し
。
然
れ
ど
も
山
形
の
兵
の
死
者
も
亦
少
な
か
ら
ず
。

之
を
要
す
る
に
勝
敗
軽
重
す
る
所
無
き
な
り
」
と
。
臣
謂 おも
ふ
に
、
秀
政
の
論
当 とう
た
り
。
然
れ

ど
も
其
五
兵
衛
・
播
磨
の
事
に
死
す
る
を
論
ず
る
は
、
利
害
を
計
較
（

比

べ

て

考

え

る

）

す
る
の
言

に
し
て
人
臣
の
法
と
為
す
に
足
ら
ず
。
五
兵
衛
固
よ
り
力
敵
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
て
死
を
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避
け
ず
。
播
磨
、
矢
桐
相
模
を
し
て
敗
兵
を
護
ら
し
め
て
敵
を
択
び
効
死
す
。
皆
能
く
臣
節

を
虧 か

か
ず
、
泯
没

び
ん
ぼ
つ

（

ほ

ろ

び

る

）

す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

羽
州
仙
北
邑
主
小
野
寺
遠
江
守
、
上
杉
景
勝
に
党
し
土
人
を
誘
ひ
乱
を
作
す
。
同
州
六
郷
城
主

六
郷
政
乗
を
攻
め
九
月
よ
り
是
月
上
旬
に
至
り

数
し
ば
し
ば

戦
ふ
。
政
乗
敵
を
斬
る
こ
と
頗
る
多
し
。
城

兵
も
亦
死
傷
す
る
者
有
り
。
遠
江
守
関
原
の
敗
を
聞
き
退
走
す
。
政
乗
大
阪
に
至
り
捷
を
神
祖

に
告
ぐ
。
世
子
其
功
を
褒
め
並
び
佩
刀
を
賜
ふ
。
大

全

蒲
生
秀
行
の
封
疆

ほ
う
き
ょ
う

（

国

境

）

会
津
に
接
す
。

景
勝
、
下
野

監
（
塩
）

原
・
鹿
沼
の
土
人
を
誘
ひ
乱
を
作
す
。
塩
原
の
土
寇
将
に
起 た

た
ん
と
す
。
秀
行

の
郡
吏
神
戸
平
左
衛
門
之
を
聞
き
首
謀
者
五
人
を
捕
へ
之
を
磔
す
。
余
党
悉
く
会
津
に
奔
る
。

南
山
城
主
妹
川
縫
殿
助

妹

川

諸

書

或

作

宇

川

、

又

作

五

百

川

。

国

音

転

訛

。
今

従

合

戦

誌

に
依
り
再
び
塩
原
を
寇 せ

め
ん
と
欲
す
。
秀
行
の
兵
之
を
撃
却
す
。
又
鹿
沼
の
賊
と
戦
ひ
之
を
敗
る
。
賊
も
関
原
の
敗
を

聞
き
亦
潰
走
す
。
大

全

・

合

戦

誌

堀
内
安
房
守
鳥
羽
城
を
出
で
新
宮
に
還
り
城
守
す
。
和
歌
山
城
主

桑
山
重
晴
入
道
宗
栄

剃

髪

叙

法

印

号

果

法

院

其
子
左
近
大
夫
貞
晴
・
孫
修
理
亮
一
晴
を
し
て

大

全

、
以



烈祖成績（十） 61

一

晴

為

重

晴

子

。

拠

桑

山

系

図

重

晴

長

子

九

郎

二

郎

、

先

父

卒

、

其

子

一

晴

嗣

。

貞

晴

重

晴

第

三

子

也

。

諸

書

或

作

左

衛

門

佐

。

今

従

系

図

後

更

加

賀

守

。

父

子

名

拠

系

図

千
余
兵
を
率
ゐ
之
を
攻
め
し
む
。
杉
若
主
殿
頭
も
亦
同
じ
く
来
攻
す
。

安
房
守
拒
守
し
余
力
を
残
さ
ず
。
既
力

（
衍
字
）

既
に
し
て
毛
利
輝
元
・
増
田
長
盛
以
下
党
与
皆
帰
降
す

る
を
聞
き
、
城
を
避 さ

り
大
野
に
出
奔
す
。
大

全

作

熊

野

。
今

従

桑

山

系

図

黒
田
如
水
既
に
大
友
義
統
を
禽

へ
垣
見
家
純
の
富
来
城
、
熊
谷
直
陳
の
安
喜
城
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
実
相
寺
を
出
で
兵
を
安
喜

に
進
む
。
安
喜
城
の
南
北
は
海
に
臨
み
地
勢
険
峻
た
り
。
直

陣
（
陳
）

の
叔
父
外
記
堅
守
し
下
ら
ず
。

如
水
力
を
悉 つ

く
し
之
を
攻
む
。
城
兵
森
孫
左
衛
門
・
其
弟
孫
右
衛
門
密
か
に
如
水

子
（
于
）

に
通
款
す
。

重
臣
毛
利
太
兵
衛

毛

利

初

作

母

里

。

後

更

今

字

称

但

馬

曰
は
く
「
吾
輩
、
熊
谷
外
記
と
相

喜
（
善
）

ば
ず
。
願

は
く
は
出
降
せ
ん
。
然
ら
ず
ん
ば
火
を
城
中
に
縦 はな
ち
以
て
内
応
を
為
さ
ん
」
と
。
太
兵
衛
、
如

水
の
営
に
至
り
之
を
告
ぐ
。
如
水
曰
は
く
「
彼
の
兄
弟
縦 たと
ひ
外
記
に

憾
う
ら
み

有
り
と
も

居
（
君
）

に
叛
す
る

の
理
無
し
。
不
義
の
降
は
受
く
べ
か
ら
ず
。
城
を
焼
か
ば
則
ち
敵
と
吾
と
死
傷
す
る
者
必
ず
多

し
。
皆
許
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
部
兵
馬
杉
喜
右
衛
門
、
外
記
と
旧
有
り
。
如
水
、
喜
右
衛
門
を



烈祖成績（十） 62

し
て
書
を
外
記
に
貽 おく
ら
し
め
て
曰
は
く
「
外
に
援
軍
無
く
中
に
離
叛
有
り
。
城
を
授
け
て
去
る

に
如
か
ず
。
城
中
一
人
た
り
と
も
殺
さ
ざ
る
を
誓
ふ
」
と
。
外
記
之
に
従
ひ
出
降
す
。
如
水
、

其
臣
黒
田
五
郎
右
衛
門
・
手
塚
孫
太
夫
等
を
し
て
城
を
戍
ら
し
め
富
来
城
に
向
か
ふ
。
黒
田
兵

庫
・
毛
利
太
兵
衛
前
鋒
を
為
す
。
如
水
城
の
西
南
に
陣
す
。
兵
庫
・
太
兵
衛
進
み
城
を
攻
む
。

家
純
の
兄
利
右
衛
門
の
妻
兄
藤
井
九
左
衛
門
城
を
守
る
。
合

戦

誌

・

餘

史

並

云

、

家

純

之

兄

助

左

衛

門

其

子

九

兵

衛

驍

勇

善

戦

。

合

（

今

）

従

大

全

九
左
衛
門
夜
百
余
兵
を
師
ゐ
兵
庫
の
営
を
襲
撃
す
。
我
兵
死
す
る
者
数

輩
。
兵
庫
衆
を
励
ま
し
其
後
を
邀
め
ん
と
欲
す
。
九
左
衛
門
兵
を
収
め
城
に
入
る
。
我
兵
鳥
銃

を
連
放
し
外
郭
の

雖
（
雉
ち
）

堞
ち
ょ
う

（

城

壁

上

の

低

い

垣

）

を
撃
破
す
。
城
兵
羅
城
を
固
守
す
。
如
水
、
松
本
吉

右
衛
門
を
以
て
船
監
と
為
し
舟
を
海
上
に
泛
べ
往
来
を
監
る
。
夜
敵
船
一
艘
有
り
。
漂
ひ
至
る
。

成
（
戍
）

船
之
を
詰
問
す
。
答
へ
て
曰
は
く
「
垣
見
和
泉
守
大
垣
城
に
殺
さ
る
。
帰
り
此
の
状
を
告
ぐ
」

と
。
如
水
之
を
縦
ち
城
に
入
る
。
既
に
し
て
家
純
の
書
史
江
良
新
右
衛
門
大
垣
よ
り
来
奔
す
。

我
兵
之
を
捕
ふ
。
如
水
又
之
を
縦
ち
城
に
入
る
。
退
兵
し
之
を
諭
し
降
せ
し
む
。
利
右
衛
門
・
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九
左
衛
門
出
降
を
請
ふ
。
毛
利
太
兵
衛
曰
は
く
「
城
兵
夜
黒
田
兵
庫
の
営
を
斫 う

ち
悉
く
屠
戮
し

以
て
其
怨
を
報 かえ
す
べ
し
」
と
。
如
水
笑
ひ
て
曰
は
く
「
彼
我
の
厮
殺

し

さ

つ

（

殺

し

合

い

）

は
戦
陣
の
常
、

何
の
怨
讐
之
れ
有
ら
ん
や
。
用
兵
の
道
は
軍
を
全
う
す
る
が
上
た
り
。
宜
し
く
亟
や
か
に
囲
を

解
き
之
を
縦
ち
去
ら
し
む
べ
し
」
と
。
是
に
於
て
利
右
衛
門
・
九
左
衛
門
出
降
す
。
其
余
城
中

知
名
の
士
、
如
水
皆
之
を
召
し
臣
と
為
す
。
上
原
新
右
衛
門
を
し
て
城
を
戍
ら
し
む
。
毛
利
高

正
処
守
の
臣
、
日
高
郡
隈
城
・
球
珠
郡
角
牟
禮
城
に
拠
る
。
大

全

日

高

作

日

田

、

球

珠

作

玫

珠

今

訂

之

如

水
栗
山
四
郎
右
衛
門
・
母
里
与
三
兵
衛
・
菅
七
郎
兵
衛
等
を
し
て
二
城
を
攻
め
し
め
之
を
降
す
。

四
郎
右
衛
門
、
角
牟
禮
城
を
囲
み
計
を
以
て
之
を
取
る
。
進
み
隈
城
を
攻
む
。
城
兵
関
原
戦
の

敗
を
聞
き
出
降
す
。
四
郎
右
衛
門
、
與
三
兵
衛
・
七
郎
兵
衛
を
し
て
城
を
戍
ら
し
む
。
豊
後
悉

く
平
す
。
如
水
兵
を
引
き
還
り
捷
を
大
阪
に
告
ぐ
。
神
祖
書
を
賜
ひ
之
を
褒
む
。
大

全

。

拠

本

書

如

水

九

月

十

七

日

攻

安

喜

城

、

十

九

日

熊

谷

外

記

出

降

。

二

十

三

日

攻

冨

来

城

、

十

月

二

日

城

兵

出

降

。

四

日

如

水

還

中

律

（

津

）

五

日

神

祖

賜

書

。

今

欲

事

実

接

続

。

故

不

係

日

加
藤
清
正
熊
本
城
に

左
（
在
）

り
。
小
西
行
長
の
宇
土
城
を
攻
め
ん
と
欲
し
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谷
崎
権
大
夫
を
以
て
使
と
為
し
神
祖
に
上
書
す
。
黒
田
如
水
と
協
謀
し
鎮
西
を
平
定
す
と
告
ぐ
。

神
祖
悦
び
権
大
夫
を
召
し

親
み
ず
か

ら
鎮
西
の
消
息
を
問
ふ
。
権
大
夫
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
曏さき
に
我
東

征
す
。
清
正
諌
め
て
曰
は
く
、
不
可
な
り
。

昔
（
若
）

し
東
征
せ
ば
則
ち
近
江
を
過
ぐ
る
比
禍
乱
必
ず

起
く
と
。
其
言
果
た
し
て

験
あ
き
ら
か

な
り
。
智
士
と
謂
ふ
べ
き
な
り
」
と
。
大

全

。

按

ず

る

に

、

七

月

神

祖

の

東

征

に

、

清

正

藩

に

就

き

大

阪

に

在

ら

ず

。

蓋

し

書

を

以

て

之

を

諌

む

る

な

り

。

今

考

す

る

所

無

し

。

○

大

全

曰

、

清

正

初

以

其

臣

明

石

茂

兵

衛

為

使

。

泊

赤

間

関

。

被

（

彼

）

皆

敵

地

。

衆

怪

之

詰

問

。

茂

兵

衛

誰

（

詐

）

書

吾

商

人

也

。

衆

不

聴

。

欲

捕

之

。

茂

兵

衛

知

不

可

免

走

入

仏

寺

投

清

正

書

於

炉

中

□

（

蓻

の

下

に

火

が

つ

く

）

之

。

然

後

自

殺

。

清

正

継

以

権

大

夫

為

使

。

権

大

夫

寸

断

清

正

書

撚

紙

条

為

笠

繋

。

亦

泊

赤

間

関

。

衆

怪

之

。

権

大

夫

曰

、

吾

商

客

也

。

清

（

請

）
、

勿

怪

。

辞

色

懇

款

。

衆

聴

之

使

過

。

拠

（

権

）

大

夫

故

棄

其

笠

於

路

傍

。
衆

取

之

進

呼

予
（

与

カ

）
之

。
権

大

夫

謝

去

、
至

神

祖

之

営

。
接

続

其

書

上

之

。
附

以

備

考

是
に
先
ん
じ
、
大
友
義
統
、

木
築
城
を
攻
む
。
細
川
忠
興
処
守
の
臣
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
、
援
を
熊
本
に
乞
ふ
。
清
正
、

阪
川
忠
兵
衛
・
日
下
與
介
を
し
て
兵
を
率
ゐ
し
め
之
を
援
く
。
親
ら
兵
八
千
五
百
を
将
ゐ
声
言

し
豊
後
に
出
師
す
。
荘
林
隼
人
を
以
て
軍
監
と
為
し
熊
本
を
発
し
本
山
嶺
に
至
る
。
宇
土
城
を
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攻
む
る
を
下
令
す
。
大
臼
山
に
屯
し
加
藤
百
助
・
吉
村
橘
左
衛
門
を
以
て
前
鋒
と
為
す
。
行
長

の
弟
隼
人
及
び
南
條
元
琢

琢

成

作

宅

左

衛

門

尉

、

名

元

清

、

伯

州

羽

衣

古

城

主

豊

後

守

宗

勝

庶

長

子

弟

勘

兵

衛

某

。

以

為

嫡

子

継

宗

勝

。

元

清

薙

髪

号

元

琢

。

其

臣

山

田

越

中

讒

之

於

秀

吉

公

、

秀

吉

公

使

小

西

行

長

出

之

。

故

在

宇

土

城

。

大

全

・

慶

元

記

並

云

、

左

衛

門

佐

元

次

子

、
勘

兵

衛

元

重

弟

。
今

拠

南

條

系

図

訂

之

宇
土
城
を
守
る
。
清
正
の
来
攻
を
聞
き
街

田
（
口
）

に
出
陣

し
炬
を
列
し
之
を
待
つ
。
清
正
、
天
明
に
之
を
攻
む
る
を
下
令
す
。
橘
左
衛
門
の
部
兵
少
壮
た

る
者
鋭
気
に
乗
り
夜
街
口
を
攻
め
之
を
破
る
。
城
兵
島
津
又
助
銃
手
を
率
ゐ
之
を
拒
ぐ
。
陣
後

の
人
家
を
焼
き
以
て
其

朋
（
明
）

に
資
す
。
銃
を
発
す
る
こ
と
雨
の
如
し
。
我
兵
多
く
斃
す
。
退
き
て

街
口
に
陣
す
。
加
藤
百
助
鹽
田
口
に
向
か
ふ
。
三
宅
喜
蔵
、
清
正
の
命
に

忤
さ
か
ら

ふ
を
以
て
逐
は
る
。

功
を
立
て
以
て
其
罪
を
償
は
ん
と
欲
し
夜
鹽
田
口
を
過
ぎ
城
下
に
至
る
。
南
條
元
琢
出
で
吾
軍

を

偵
う
か
が

ふ
。
喜
蔵
槍
を
揮
ひ
其
の
面
を
傷
つ
け
之
と
相
搏
つ
。
二
人
膂
力
有
り
。
勝
負
未
だ
決
せ

ざ
る
に
城
兵
数
十
人
出
で
元
琢
を
救
ふ
。
清
正
之
を
見
喜
蔵
を
救
は
し
む
。
飯
田
角
兵
衛
・
荘

林
隼
人
五
六
百
人
を
率
ゐ
馳
せ
之
を
救
ふ
。
元
琢
其
城
に

過
（
迫
）

る
を
恐
れ
喜
蔵
を
捨
て
城
に
入
り
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亟
や
か
に
門
を
闔
づ
。
城
兵
夜
百
助
の
営
を
斫 う

つ
。
阪
川
中
兵
衛
・
日
下
與
介
木
築
よ
り
還
り

百
助
の
陣
に
在
り
。
伊
藤
新
五
左
衛
門
・
佐
久
間
角
助
と
勇
を
奮
ひ
拒
戦
す
。
城
兵
還
り
引
き

去
る
。
清
正
、
三
宅
喜
蔵
の
罪
を
釈
し
重
く
之
を
賞
す
。
又
飯
田
角
兵
衛
能
く
喜
蔵
を
救
ひ
て

城
兵
を
却
く
を
賞
し
並
び
采
邑
を
増
す
。
喜

蔵

後

更

称

角

兵

衛

門

領

五

千

石

、

角

兵

衛

領

七

千

石

並

為

隊

長

小
西

隼
人
密
か
に
人
を
し
て
書
を
斉
へ
八
代
城
に
至
ら
し
め
、
処
守
小
西
若
狭
を
し
て
宇
土
城
を
援

け
し
む
。
清
正
其
使
を
捕
へ
得
。
村
民
一
人
を
募
り
其
質
を
収
め
宇
土
城
よ
り
来
る
と
詐
言
せ

し
む
。
書
を
若
狭
に
致
す
。
若
狭
其
書
を
見
、
隼
人
の
署
す
る
所
復
び
疑
ひ
を
容
れ
ず
。
亟
や

か
に
復
書
し
期
を
告
ぐ
。
村
民
之
を
清
正
に
致
す
（

届

け

る

）
。
清
正
厚
く
村
民
を
賞
す
。
期
至
り

隊
将
吉
村
左
近
・
軍
監
相
田
六
左
衛
門
を
し
て
一
千
余
兵
を
率
ゐ
之
を
邀
撃
せ
し
む
。
小
川
街

口
に
至
り
八
代
の
援
兵
と
遇
ふ
。
左
近
鳥
銃
を
連
発
す
。
援
兵
大
い
に
驚
き
敵
将
高
瀬
半
左
衛

門
衆
を
励
ま
し
進
み
闘
ふ
。
左
近
・
六
左
衛
門
之
を
急
撃
す
。
援
軍
支
ふ
る
能
は
ず
走
り
八
代

に
還
る
。
我
兵
進
み
宇
土
城
に
至
る
。
外
濠
の
上
に
竹
牌
を
列
し
火
箭
・
大
銃
を
放
つ
。
日
夜
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之
を
攻
む
。
城
兵
悉
力
拒
守
す
。
関
原
大
捷
す
る
に
及
び
清
正
火
箭
を
城
中
に
射
之
を
諭
し
降

せ
し
む
。
小
西
隼
人
信
疑
相
半
し
未
だ
復
書
す
る
能
は
ず
。
行
長
の
敗
兵
走
り
宇
土
に
還
る
。

清
正
之
を
縦
ち
城
に
入
る
。
隼
人
使
を
清
正
の
営
に
遣
は
し
て
曰
は
く
「
行
長
敗
走
す
。
事
既

に
明
白
た
り
。
吾
小
西
若
狭
と
同
死
し
以
て
衆
士
の
命
に
代
へ
ん
。
願
は
く
は
、
君
侯
、
二
城

の
降
兵
を
収
め
以
て
帳
下
に
隷
せ
よ
。
之
を
し
て
妻
子
を
豢 かん
養 よう
（

や

し

な

う

）

せ
し
め
ば
、
則
ち
恵

孰
れ
焉
に
大
な
ら
ん
」
と
。
清
正
之
を
義
と
し
使
を
遣
は
し
其
死
を
監
る
。
隼
人
・
若
狭
自
殺

し
、
子
城
並
び
降
る
。
清
正
、
元
琢
以
下
城
兵
数
百
人
を
召
し
皆
己
が
臣
と
為
す
。
如

水

・

清

正

攻

下

諸

城

徳

川

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

長

記

・

慶

元

記

皆

有

其

事

而

大

全

叙

事

詳

悉

。

今

従

之

。

拠

大

全

九

月

二

十

日

清

正

発

熊

本

。

十

月

上

旬

隼

人

・

若

狭

自

殺

。

亦

欲

事

実

接

続

。

故

不

係

日

。

○

松

栄

紀

事

曰

、

宇

土

之

戦

清

正

自

揮

槍

与

南

條

元

琢

戦

逐

会

（

离

）

之

。

以

其

有

勇

名

、
赦

為

己

臣

。
合

戦

誌

曰

、
諸

書

或

云

、
元

琢

被

虜

誤

ナ

リ

。
元

琢

被

禽

則

隼

人

不

能

一

日

守

城

。
故

知

其

説
（

誤

）
。
今

従

大

全

・

合

戦

誌

加
藤
與
左
衛
門
・
並
河
金
右
衛
門
を
し
て
宇
土
城
を

戊
（
戍
）

ら
し
め
、
吉
村
橋
左
衛
門
・

提
権
右
衛
門
を
し
て
八
代
城
を
戍
ら
し
め
兵
を
引
き
熊
本
に
還
る
。
大

全

〇

年

譜

曰

、
加

藤

清

正

攻

宇

土

城

。



烈祖成績（十） 68

島

津

之

兵

囲

佐

敷

城

。

聞

関

原

戦

敗

解

囲

退

去

。

大

全

曰

、

諸

書

弐

有

此

説

。

果

然

則

清

正

必

逞

兵

救

之

。

而

無

其

事

。

此

蓋

以

文

禄

二

年

薩

摩

人

梅

北

宮

内

左

衛

門

奪

佐

敷

城

、
誤

為

此

時

事

。
然

年

譜
・
関

原

始

末

記

並

有

其

事

。
故

未

敢

遽

為

非

也

。
遽

為

。
今

按

ず

る

に

、

諸

書

文

禄

中

の

事

を

以

て

此

時

の

事

と

為

す

。
其

れ

時

を

誤

れ

り

。
故

に

取

ら

ず

。

是
に
先
ん
じ
、
有
馬
晴
信
・
松
浦
法

印
鎮
信
・
大
村
新
八
郎

後

称

丹

後

守

・
五
嶋
鈍
玄
、
小
西
行
長
の
檄
を
承
り
将
に
大
［
阪
脱

］
に

赴
か
ん
と
す
。
合

戦

誌

・

餘

史

宗
義
智
疾
と
称
し
出
で
ず
。
其
臣
柳
川
調
信
を
し
て
兵
を
将
ゐ
行
か

し
め

大

全

赤
間
関
に
至
る
。
新
八
郎
諸
将
に
謂
ひ
て

田
（
曰
）

は
く
「
今
関
東
を
滅
さ
ん
と
欲
す
る
は

皆
三
成
等
の
謀
る
所
に
し
て
、
決
し
て
秀
頼
卿
の
命
に
非
ず
。
内
府
に
属
し
以
て
功
名
を
立
つ

る
に
如
か
ず
。
」
と
。
諸
将
之
を
然
り
と
し
兵
を
引
き
各
其
藩
に
還
る
。
神
祖
書
を
松
浦
鎮
信
に

賜
ひ
之
を
奨
む
。
是
に
至
り
新
八
郎
兵
を
分
け
清
正
を
援
け
宇
土
城
を
攻
む
。
清
正
之
を
大
阪

に
報
す
。
神
祖
之
を
嘉
す
。
合

戦

誌
・
餘

史

。
賜

書

鎮

信

拠

大

全

初
め
美
濃
苗
木
城
主
遠
山
久
兵
衛
友
政
、

齎
藤
竜
興
に
属
す
る
を
以
て
織
田
信
長
の
逐
ふ
所
と
為
る
。
参
州
に
流
寓
し
麾
下
に
仕
ふ
。
東

征
に
従
駕
す
。
三
成
挙
兵
す
る
に
及
び
城
主
川
尻
肥
後
守
大
阪
に
在
る
を
聞
き
、
苗
木
城
を
攻
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む
る
を
請
ふ
。
神
祖
之
を
許
す
。
友
政
喜
び
美
濃
に
還
る
。
土
人
其
旧
主
た
る
を
以
て
皆
来
従

ふ
。
友
政
之
を
率
ゐ
城
を
攻
め
之
を
抜
く
。
是
に
至
り
神
祖
其
功
を
褒
め
城
を
友
政
に
賜
ひ
復

故
す
。
合

戦

誌

・

餘

史

巖
村
城
主
田
丸
具
直
大
阪
城
に
在
り
。
其
族
主
水
を
し
て
城
を
守
ら
し
む
。

美
濃
の
人
妻
木
雅
楽
助
兵
を
率
ゐ
之
を
攻
む
。
時
に
丹
羽
氏
信
参
州
伊
保
に
在
り
。
兵
を
遣
は

し
之
を
援
く
。
雅
楽
助

数
し
ば
し
ば

主
水
と
戦
ひ
之
を
敗
る
。
其
弟
吉
左
衛
門
関
東
よ
り
馳
せ
帰
り
、
神

祖
雅
楽
助
に
賜
ふ
所
の
書
を
斉
へ
諭
す
。
戦
功
を
励
ま
す
に
高
山
寨
を
焼
き
土
岐
城
を
保
つ
を

以
て
す
。
雅
楽
助
進
み
土
岐
城
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
西
軍
に
会
ひ
敗
衂

は
い
じ
く

す
。
具
直
帰
り
降
る
。

故
に
雅
楽
助
兵
を
収
め
去
る
。
神
祖
、
具
直
の
罪
を
釈
し
越
後
に
流
す
。
合

戦

記

曰

（

〇

ヵ

）
、

餘

史

曰

、

具

直

亦

従

東

征

在

小

山

警

（

営

）
。

神

祖

諭

関

西

諸

将

、

使

之

各

従

其

志

。

諸

将

無

一

叛

者

。

独

具

直

進

曰

、

三

成

挙

事

如

運

蟷

螂

之

斧

。

然

其

（

具

）

直

与

彼

有

旧

。

願

江

海

之

量

、

得

許

還

国

。

挙

兵

与

彼

兵

死

則

幸

矣

。

神

祖

壮

之

親

賜

佩

刀

曰

、

宜

亟

西

帰

以

拒

我

師

。

其

（

具

）

直

感

戴

而

去

、

不

敢

出

兵

。

但

拠

巖

村

城

以

示

党

於

三

成

。

及

西

軍

敗

具

直

意

其

必

死

、

避

城

得

罪

。

神

祖

流

之

。

大

全

亦

云

、

其
（

具

）
直

従

東

征

。
神

祖

感

其

志

賜

佩

刀

□
（

許

）
之

西

帰

。
而

餘

史

之

説

頗

渉

今

大

今
（

渉

夸

大

。
今

）
従

合

戦

誌

。
四

家

合

考

曰

、
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具

直

初

欲

従

東

征

出

巖

村

城

。

更

留

次

嶺

下

樽

井

邑

。

其

日

石

田

三

成

書

列

勧

其

来

帰

。

具

直

称

予

留

此

二

日

逐

次

意

西

帰

。

拠

巖

村

城

以

叛

乱

平

。

神

祖

流

之

越

後

。

其

後

剃

髪

号

鄰

松

。

附

以

備

考

豊
後
岡
城
主
中
川
秀
成
、
宇
喜
多
秀
家
・
石
田
三

成
に
党
す
。
故
に
黒
田
如
水
・
加
藤
清
正
之
に
帰
心
を
勧
む
。
秀
成
聴
か
ず
。
池
田
輝
政
其
姻

戚
な
り
。
使
を
遣
は
し
秀
家
に
三
成
関
原
に
敗
る
る
を
告
ぐ
。
亦
帰
正
を
勧
む
。
秀
成
之
に
従

ふ
。
大
田
一
吉
の
臼
杵
城
を
攻
め
以
て
功
効
を
著
さ
ん
と
欲
す
。
臼
杵
城
の
地
形
堅
固
た
り
。

一
吉
、
佐
賀
関
を
連
守
し
海
陸
を
扼 おさ
へ
寨
ぐ
。
秀
成
、
田
原
紹
忍
・
古
田
喜
太
郎
・
甲
斐
五
右

衛
門
等
を
し
て

合

戦

誌
・
餘

史

甲

斐

作

榧

野

。
蓋

以

国

音

相

通

近

訛

耳

。
今

従

大

全

佐
賀
関
を
攻
め
し
む
。
一

書
（
吉
）

、

久
徳
数
馬
・
山
田
三
左
衛
門
を
し
て
之
を
援
け
し
む
。
二
人
舟
に
て
佐
賀
関
に
至
り
紹
忍
等
を

迎
撃
し
之
を
破
る
。
秀
成
の
臣
中
川
平
右
衛
門
大
阪
よ
り
還
り
佐
賀
関
に
至
る
。
紹
忍
・
喜
太

郎
と
兵
を
合
せ
之
を
撃
却
す
。
土
寇
競
集
し
其
軍
を
邀
む
。
平
右
衛
門
・
紹
忍
・
喜
太
郎
鎌
倉

山
に
登
り
左
義
長
鼻
に
拠
り
之
を
拒
ぐ
。
秀
成
と
隊
を
合
せ
臼
杵
城
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
佐
志

生
村
の
林
中
に
伏
兵
有
り
起
つ
。
神
主
作
之
允
民
兵
を
率
ゐ
鳥
銃
を
連
発
す
。
秀
成
軍
を
回
す
。
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有
屋
嶺
の
土
冦
蝟
集
し
之
を
横
撃
す
。
牧
勘
右
衛
門
以
下
戦
死
三
十
余
人
。
一
吉
の
兵
浄
土
寺

に
拠
り
中
川
平
右
衛
門
進
み
之
を
攻
む
。
敵
兵
拒
闘
す
。
甲
斐
五
右
衛
門
戦
死
す
。
秀
成
の
兵

又
佐
賀
関
に
戦
ひ
て
敗
る
。
平
右
衛
門
・
紹
忍
戦
死
す
。
両
日
の
戦
死
す
る
者
二
百
余
人
。
拠

合

戦

誌

既
に
し
て
関
原
の
捷
報
至
る
。
一
吉
使
を
秀
成
の
営
に
遣
は
し
て
曰
は
く
「
秀
家
・
三
成
以

下
党
与
悉
く
敗
亡
す
と
聞
く
。
今
当
に
避
去
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
思
ふ
所
有
り
。
願
は
く
は
黒

田
如
水
を
し
て
此
に
来
ら
し
め
然
る
後
に
城
を
授
け
ん
」
と
。
秀
成
、
如
水
に
告
状
す
。
時
に

如
水
冨
来
城
を
攻
む
。
故
に
其
弟
兵
庫
を
臼
杵
に
遣
は
す
。
一
吉
の
宰
出
で
迎
へ
兵
庫
に
謂
ひ

て
曰
は
く
「
曏
に
中
川
修
理
大
夫
来
攻
す
と
雖
へ
ど
も
堅
守
し
下
ら
ず
。
斬
獲
頗
る
多
し
。
城

を
修
理
大
夫
に

捷
（
授
）

け
ば
則
ち
世
人
必
ず
修
理
大
夫
此
城
を
抜
く
と
謂
ふ
。
如
水

去
（
公
）

当
時
の
名
将

た
り
。
城
を
公 こう
に
授
け
ん
。
復
た
憾
む
所
無
し
。
飛
騨
守
惜
む
所
は
其
の
名
の
み
」
と
。
言
ひ

畢
り
て
帰
る
。
一

言
（
吉
）

及
び
城
中
の
男
女
皆
船
を
棄
て
城
を
出
づ
。
兵
庫
城
に
入
り

遇
（
過
）

ぐ
る
こ
と

一
二
日
、
城
を
秀
成
に
授
け
中
津
に
還
る
。
徳

川

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

、

皆

有

其

コ

ト

而

大

全

叙

事

詳

悉

。
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今

従

之

。
拠

大

全

九

月

二

十

八

日

秀

成

発

岡

城

十

月

二

日

戦

于

佐

賀

関

。
今

欲

事

実

連

接

。
故

不

係

日

初
め
日
向

飲
（
飫
）

肥
城
主
伊

藤
祐
兵
大
阪
に
在
り
。
祐

兵

大

全

作

祐

隆

今

許
（

訂

）
之

神
祖
の
東
征
に
及
び
、
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
・

黒
田
長
政
に
就
き
麾
下
に
属
す
る
を
請
ふ
。
神
祖
書
を
賜
ひ
之
を
嘉
す
。
祐
兵
、
兵
を
督
し
将

に
従
駕
せ
ん
と
す
る
に
罹
疾
し
逗
留
す
。
使
を
黒
田
如
水
に
遣
は
し
其
去
留
を
問
ふ
。
如
水
報 かえ
し

て

田
（
曰
）

は
く
「
宜
し
く
本
藩
に
帰
り
以
て
隣
敵
を

勦
ほ
ろ
ぼ

す
べ
し
」
と
。
既
に
し
て
祐
兵
疾
劇
し
其
子

左
京
祐
慶

後

称

修

理

大

夫

更

出

雲

守

を
し
て
藩
に
還
り
兵
を
調
へ
し
む
。
祐
慶
年
甫
十
一
。
老
臣
を

し
て
之
を
輔
せ
し
む
。
祐
兵
竟
に
大
阪
に
卒
す
。
宮
崎
城
主
高
橋
元
種
大
垣
城
に
在
り
。
秋
月

種
長
・
相
良
長
毎
と
帰
順
す
る
も
、
事
未
だ
鎮
西
に
達
せ
ず
。
故
に
先
づ
宮
崎
城
を
攻
む
る
に

監
使
を
黒
田
如
水
に
乞
ふ
。
時
に
如
水
安
喜
城
を
攻
め
城
下
に
陣
す
。
其
臣
宮
川
半
右
衛
門
を

遣
は
し
之
を
監
し
む
。
祐
慶
の
臣
稲
津
掃
部
兵
数
百
を
将
ゐ
宮
崎
城
を
攻
め
之
を
抜
く
。
守
将

権
藤
平
右
衛
門
父
子
三
人
を
斬
り
二
百
余
級
を
獲
る
。
退
き
、
嶋
津
豊
久
の
佐
土
原
城
を
攻
め

斬
獲
頗
る
多
し
と
雖
へ
ど
も
城
堅
く
下
ら
ず
。
又
進
み
薩
摩
兵
と
穆
佐

む

か

さ

・
倉
岡
・
高
岡
・
真
田
・
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山
木
・
脇
口
等
の
地
に

山

木

或

作

山

本

未

知

孰

是

戦
ひ
四
百
余
級
を
斬
る
。
祐
慶
の
兵
戦
死
す
る
も

の
二
百
余
人
。
祐
慶
平
右
衛
門
父
子
の
首
を
如
水
の
営
に
送
る
。
如
水
之
を
検
し
其
功
を
大
阪

に
上
る
。
神
祖
、
祐
兵
の
志
操
純

壹
（
一
）

に
、
祐
慶
年
少
な
る
も
功
著
し
き
を
褒
め
之
に
父
の
封
を

襲
は
し
む
。
家

忠

日

記

・

德

川

記

・

大

全

・

慶

長

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

。

拠

合

戦

誌

、

九

月

晦

稲

津

掃

部

攻

宮

崎

城

、

十

月

上

旬

与

薩

摩

兵

戦

。

故

書

于

此

九
鬼
嘉
隆
、
其
子
守
隆
と
相
持

あ

い

じ

し
月
を
踰
ゆ
。
其
党
関
原
に
敗
る
る
を
聞
き
大

い
に
沮 なず
む
。
堀
内
安
房
守
を
し
て
新
宮
に
還
ら
し
め
、
亦
二
子
五
郎
七
・
五
郎
八
を
し
て
亡
げ

去
ら
し
む
。
其

事
（
宰
）

豊
田
五
郎
右
衛
門
と
潜
か
に
鳥
羽
城
を
出
で
答
志
島
に
匿
る
。
合

戦

誌

・

餘

史

作

熊

野

。
今

従

大

全

〇

大

全

曰

、
答

志

島

在

伊

勢

。
見

東

鑑

守
隆
大
阪
に
至
り
池
田
輝
政
に
就
く
。
己
の
軍
功
の
賞

を
回
し
父
の
死
罪
を

贖
あ
が
な

は
ん
と
切
に
請
ふ
。
神
祖
未
だ
顕
は
に
は
許
さ
ず
と
雖
へ
ど
も
頗
る
其

言
を

韙
た
だ
し

と
す
。
守
隆
之
を
聞
き
喜
び
使
を
答
志
島
に
遣
は
し
之
に
報
ず
。
使
未
だ
至
ら
ざ
る
に
、

十
二
日
、
五
郎
右
衛
門
、
嘉
隆
に
自
殺
を
迫
る
。
首
を
持
ち
将
に
大
阪
に
献
ぜ
ん
と
し
星
崎
に

至
り
守
隆
の
使
に
遇
ふ
。
之
を
如
何

い

か

ん

と
も
す
る
無
し
。
守
隆
大
い
に
悲
慟
し
五
郎
右
衛
門
を
誅
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す
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

前
田
利
家
大
阪
に
在
り
。

十
七
日
、
神
祖
榊
原
康
政
を
以
て
使
と
為
し
利
勝
の
北
国
の
軍
功
を
賞
し
加
賀
能
［
美
カ

］
・
江

沼
二
郡
二
十
万
石
を
増
封
す
。
弟
利
政
の

貳
ふ
た
ご
こ
ろ

有
る
を
責
め
、
放
ち
能
登
を
奪
ひ
利
勝
に
加
へ

賜
ふ
。
利
勝
藩
に
帰
り
此
よ
り
加
賀
・
能
登
・
越
中
三
州
を
統
領
す
。
利
政
京
師
に
流
寓
す
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
、
細
川
忠
興
行
営
に
詣
づ
。
福
智
山
城
を
攻
め

以
て
小
野
木
公
郷
、
其
父
玄
旨
を
攻
む
る
の
怨
み
を
報 かえ
さ
ん
と
請
ひ
て
曰
は
く
「
路
に
亀
山
城

に
由
り
之
を
攻
め
以
て
前
田
茂
勝
の
罪
を
正
さ
ん
」
と
。
神
祖
之
を
許
す
。
忠
興
喜
び
一
子
忠

隆
・
興
秋
の
弟
興
元
と
兵
二

子
（
千
）

八
百
を
将
ゐ
福
知
山
に
向
か
ふ
。
播
州
姫
路
城
主
木
下
右
衛
門

佐
延
俊

肥

後

守

家

定

第

三

子

。

大

全

作

元

次

。

今

従

之

素 もと
神
祖
に
帰
心
す
。
病
と
称
し
秀
家
・
輝
元
の
命
に

従
は
ず
。
是
に
至
り
兵
四
、
五
百
を
師
ゐ
忠
興
の
軍
に
従
ふ
。
忠
興
進
み
馬
堀
村
に
至
る
。
亀

山
城
を
距
つ
る
こ
と
纔
か
十
町
。
使
を
遣
は
し
茂
勝
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
宜
し
く
亟
や
か
に
避

去
す
べ
し
。
然
ら
ず
ん
ば
之
を
攻
め
抜
か
ん
」
と
。
茂
勝
、
其
宰
小
池
清
左
衛
門
を
中
路
に
遣
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は
し
迎
へ
之
に
謂
ひ
て

田
（
曰
）

は
く
「
主
膳
正
既
に
関
東
に
通
款
す
。
故
郷
の
父
幽
齋
亀
山
城
に

高
（
寓
）

す
。
請
ふ
、
卿
此
に
来
た
れ
」
と
。
既
に
し
て
玄
旨
、
三
刀
屋
孝
和
と
馬
堀
に
至
り
面
し
茂
勝

帰
款
の
状
を
告
ぐ
。
忠
興
之
を
聞
き
茂
勝
を
し
て
来
会
せ
し
む
。
茂
勝
登
時
（

す

ぐ

）

忠
興
の
陣
に

来
、
先
導
を
為
し
福
智
山
を
攻
め
ん
と
請
ふ
。
忠
興
之
を
許
す
。
大

全

載

一

説

曰

、

谷

出

羽

守

・

藤

懸

参

河

守
・
川

勝

右

兵

衛

亦

従

忠

興

、
以

贖

其

罪

兵
を
分
け
二
隊
と
為
し
進
み
蛇
鼻
江
戸
坂
よ
り
福
智
山
城
を
攻
む
。

城
兵
鳥
銃
を
蛇
鼻
に
列
し
之
を
拒
ぐ
。
忠
興
之
を
急
攻
す
。
敵
兵
牙
城
に
退
き
入
る
。
時
に
公

郷
大
阪
に
在
り
。
忠
興
の
城
を
攻
む
る
を
聞
き
馳
せ
帰
る
も
入
る
を
得
ず
。
襤
褸

ら

ん

る

を
著 き

魚
藍
を

担
ひ
賤
夫
と
為
り
地
に
入
る
を
得
。

翌
日
、
忠
興
将
校
を
召
し
て
曰
は
く
「
城
中
の
旌
旗
精
彩
を
倍
に
す
。
此
れ
必
ず
公
郷

東
（
来
カ
）

帰
す

る
な
り
。
吾
当
に
許
を
以
て
之
を
取
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
使
を
城
中
に
遣
は
し
公
郷
に
謂
ひ
て

曰
は
く
「
吾
怨
を
報 かえ
す
に
非
ず
。
国
に
叛
乱
有
ら
ば
必
ず
之
を
討
つ
。
此
れ
藩
臣
の
職
な
り
。

関
原
の
戦
に
党
与
皆
敗
る
。
子 し

、
城
を
守
ら
ん
と
欲
す
る
も
誰
か
敢
へ
て
之
を
援
け
ん
。
城
を
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避
り
罪
を
謝
す
に
如
か
ず
。
吾
当
に
内
府
に
以
て
寛

者
（
宥
）

に
処
す
る
を
請
ふ
べ
し
」
と
。
公
郷
之

に
従
ひ
髪
を
下
し
城
を

援
（
抜
）

け
出
で
民
間
に
在
り
。
忠
興
又
使
を
遣
は
し
て
曰
は
く
「
子
の
罪
甚

だ
重
し
。
吾
命
を
請
ふ
能
は
ず
。
宜
し
く
自
裁
す
べ
し
」
と
。

十
八
日
、
公
郷
亀
山
浄
土
寺
に
入
り
自
殺
す
。
合

戦

誌

曰

、

九

月

二

十

三

日

縫

殿

助

出

城

入

高

野

山

、

十

月

六

日

自

殺

。

餘

史

作

十

一

月

六

日

。

徳

川

記

十

一

月

十

八

日

。

大

全

・

慶

元

記

・

松

栄

紀

事

不

日

。

今

、

日

従

家

忠

日

記

・

慶

長

記

・

細

川

家

傳

録

、

事

従

大

全

〇

合

戦

誌

又

曰

、

神

祖

謂

山

岡

道

阿

弥

曰

、

忠

興

抜

福

智

山

城

則

恐

多

殺

傷

兇

魁

。

已

殪

。

何

用

多

殺

。

子

往

説

縫

殿

助

降

之

。

直

（

道

）

阿

弥

奉

命

至

福

智

山

諭

之

。

公

郷

出

降

竟

自

殺

。

与

大

全

異

。

附

以

備

攻

（

攷

）

忠
興
其
臣
飯
川
豊
前
・

前
枚
左
馬
允
を
し
て
福
智
山
城
を
戍
ら
し
む
。
大

全

是
に
先
ん
じ
、
神
祖
執
政
に
謂
ひ
て
曰
は
く

「
徳
善
院
玄
以
款
を
我
に
輸 か

ふ
と
雖
へ
ど
も
方
に
敵
伏
見
城
を
攻
め
身
は
京
師
に
在
り
。
鳥

居
・
内
藤
の
死
を

恤
あ
わ
れ

ま
ず
田
邉
大
津
の
急
難
を
救
は
ず
、
終
に
一
事
た
り
と
も
其
効
を
見
る
べ

き
者
無
し
。
宜
し
く
其
封
を
奪
ふ
べ
し
」
と
。
是
に
至
り
亀
山
城
を
収
め
父
子
を
以
て
放
去
す
。

北
條
氏
勝
・
其
子
新
左
衛
門
繁
廣
を
し
て
亀
山
城
を
戍
ら
し
む
。
大

全

此

非

是

日

之

事

。

今

固

（

因

）

茂

勝
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事

連

尽

（

書

）

于

此

〇

松

栄

紀

事

曰

、

玄

以

与

増

田

長

盛

同

罪

。

然

帰

心

于

神

祖

告

石

田

三

成

之

密

謀

。

且

不

署

反

従

（

徒

）

之

連

名

。

故

神

祖

釈

之

不

問

。

後

屢

召

之

。

玄

以

称

病

不

出

。

終

於

其

家

。

此

説

或

然

也

。

然

奪

亀

山

城

事

事

実

明

白

。

今

従

大

全

十
九
日
、
世
子
京
師
を
発
し
大
阪
に
至
る
。
家

忠

日

記

鍋
島
直
茂
、
立
花
宗
茂
の
柳
川
城
を
攻
め

以
て
其
子
勝
茂
の
罪
を

贖
あ
が
な

は
ん
と
欲
す
。

是
日
、
兵
一
万
二
千
を
将
ゐ
筑
後
川
を
渡
る
。
城
を
距
つ
る
こ
と
三
里
。
大
善
寺
に
陣
す
。
前

鋒
鍋
島
七
左
衛
門
・
鍋
島
平
五
郎
五
阪
田
に
陣
す
。
大

全

載

一

説

曰

、

直

茂

在

藩

其

子

勝

茂

党

于

秀

家

・

輝

元

。

直

茂

欲

略

寺

澤

志

摩

守

唐

津

之

地

、

使

鍋

島

紀

伊

守

・

屋

上

刑

部

率

数

千

人

攻

唐

津

。

志

摩

守

処

守

之

臣

山

木

三

右

衛

門

逆

戦

于

駒

啼

攻

却

之

。

直

茂

恐

神

祖

聞

之

詰

責

、

攻

柳

川

贖

其

罪

。

附

以

備

攻

（

攷

）

宗
茂
、
将
佐
を
集
め
謂
ひ
て
曰
は
く
「
鍋
島
信

濃
守
、
秀
家
・
輝
元
に
党
す
。
兵
敗
れ
本
州
に
奔
り
還
る
。
宜
し
く
吾
と

刀
（
力
）

を
勠 あわ
せ
協
謀
し
以

て
再
挙
を
図
る
べ
し
。
而
る
に
反
り
此
に
来
攻
す
。
必
ず
其
父
加
賀
守
、
内
府
に
媚
び
信
濃
守

の
罪
を
贖
は
ん
と
欲
す
る
な
り
。
今
当
に
出
兵
し
自
ら
勝
負
を
江
上
に
決
せ
ん
と
す
べ
し
。
彼

を
し
て
吾
疆
圍
を
侵
掠
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
ん
」
と
。
将
佐
諌
め
て
曰
は
く
「
曏
に
大
阪
よ
り
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使
を
行

労
（
営
）

に
遣
は
し
以
て
帰
款
を
通
ず
。
而
る
に
主
公
自
ら
将
に
陣
に
莅 のぞ
ま
ん
と
す
。
其
勢
殆

ど
不
可
な
り
。
宜
し
く

将
し
ょ
う

に
命
じ
之
を
拒
が
し
む
べ
し
。
如 も

し
戦
争
有
ら
ば
則
ち

諉
か
こ
つ

け
て
曰
ふ

べ
し
、
隣
敵
来
侵
す
。
已
む
を
得
ず
出
兵
桿
禦

か
ん
ぎ
ょ

す
（

防

ぐ

）
。
而
る
に
少
壮
の
輩
鋭
気
軽
戦
す
れ
則

ち

鹿
（
庶
ね
が
）

は
く
は
咎
責
を
免
か
れ
ん
と
。
」
と
。
宗
茂
之
に
従
ひ
重
臣
小
野
和
泉
鎮
幸
・
立
花
右
衛

門
大
夫
鎮
實
・
立
花
成
家
・
立
花
三
大
夫
統
春
を
し
て

鎮

実

以

下

三

人

名

拠

安

東

守

経

所

書

鋭
（
銃
）

守
隊
長

安
東
五
郎
右
衛
門
・
石
松
安
兵
衛
等
一
千
余
兵
を
率
ゐ
之
を
迎
撃
せ
し
む
。
五
郎
右
衛
門
・
安

兵
衛
銃
を
発
し
挑
戦
す
。
前
に
溝
渠
有
り
交
戦
す
る
を
得
ず
。
日
将
に
暮
れ
ん
と
す
。
鎮
幸
・

成
家
兵
を
収
め
城
に
還
る
。

二
十
日
黎
明
、
鎮
幸
・
鎮
実
・
五
郎
右
衛
門
・
安
兵
衛
・
立
花
統
春
・
新
田
平
右
衛
門
等

拠

大

全

、

平

右

衛

門

・

新

田

義

貞

之

裔

、

右

衛

門

督

義

照

孫

、

遠

江

守

某

第

二

子

一
千
三
百
余
人
又
江
上
村
に
出
づ
。
五
郎
右

衛
門
・
安
兵
衛
・
千
手
六
之
允
進
み
我
軍
の
前
鋒
を
撃
ち
之
を
破
る
。
統
春
、
部

安
（
兵
）

を
率
ゐ
突

戦
し
我
軍
三
隊
退
き
走
る
。
中
村
勘
兵
衛
・
森
弥
七
等
戦
死
す
る
も
の
頗
る
多
し
。
統
春
勝
に
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乗
り
単
騎
進
み
鍋
島
七
兵
衛
門
の
陣
を
犯
す
。
我
兵
槍
を
攅 あつ
め
之
を
刺
殺
す
。
直
茂
、
隊
将
後

藤
左
衛
門
・
後
藤
喜
三
郎
を
し
て
鐘
江
を
渡
り
八
院
村
の
西
に
出
で
鳥
銃
を
連
発
せ
し
む
。
千

手
六
之
允
驚
き
走
る
。
我
兵
勢
に
乗
り
還
り
戦
ひ
之
を
大
破
し
五
郎
右
衛
門
・
安
兵
衛
・
奈
良

右
京
・
井
手
與
二
兵
衛
等
数
輩
を
斬
る
。
鎮
實
隊
後
に
在
り
。
前
隊
の
急
を
救
ふ
為
に
横
撃
し

我
陣
を
破
る
。
退
走
す
る
こ
と
三
町
ば
か
り
、
我
兵
其
後
を
邀
撃
し
之
を
破
る
。
鎮
実
及
其
子

善
二
郎
親
雄
を
斬
る
。

安

東

守

級

（

経

カ

）

所

書

士
気
大
い
に
奮
ひ
小
野
鎮
幸
の
陣
に
進
撃
し
ま
た

之
を
破
る
。
鎮
幸
重
創
す
。
従
兵
戦
死
し
僅
か
に
千
四
五
人
存
す
る
の
み
。
立
花
家
成

（
成
家
）

水
田
口

を
守
り
以
て
黒
田
如
水
に
備
ふ
。
謀
奔 はし
り
江
上
の
戦
に
将
士
多
死
す
る
を
告
ぐ
。
家
成
顧
み
士

卒
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
将
に

軍
い
く
さ

在
ら
ん
と
す
。
専
断
は
可
な
り
。
如
水
の
兵
未
だ
至
ら
ず
。
我

軍
の
急
を
救
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
争
ひ
馳
せ
之
に
赴
く
。
江
上
村
の
北
に
出
で
急
ぎ
鳥
銃

を
発
す
。
家
成
馬
上
に
槍
を

輝
（
揮
）

ひ
衆
を
励
ま
し
競
ひ
進
む
。
我
兵
披
靡
し
又
退
く
こ
と
五
町
ば

か
り
。
然
れ
ど
も
我
兵
衆
多
く
銃
を
発
し

西
（
雨
）

と
注
ぐ
。
家
成

靡
（
麾
）

を
揮
ひ

與
（
兵
）

を
収
む
。
後
藤
善
二



烈祖成績（十） 80

郎
八
院
村
よ
り
銃
を
連
発
す
。
家
成
の
頬
に
中
り
重
創
し
馬
を
墜
つ
。
従
兵
之
を
扶
け
て
去
る
。

鎮
幸
驍
勇
に
し
て
結
髪
し
従
軍
す
。
被
創
す
る
こ
と
六
十
七
。

是
日
、
最
も
重
し
。
家
成
の
救
ふ
所
と
為
ら
ず
。
幾 ほと
ん
ど
免
る
る
能
は
ず
。
二
人
兵
を
引
き
柳

川
城
に
還
る
。
合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

皆

載

江

上

之

戦

。

而

大

全

叙

事

最

詳

。

今

従

之

毛
利
壱
岐
守
勝
信
、
豊
前
小

倉
城
に
在
り
。
其
子
勝
永

後

称

豊

前

守

反
徒
に
党
す
る
な
り
。
南
宮
山
・
関
原
の
戦
に
敗
れ
江
州

に
走
り
加
藤
嘉
明
に
就
き
降
を
乞
ふ
。
黒
田
如
水
、
安
喜
・
冨
来
二
城
を
抜
き
中
津
に
還
り
士

馬
を
休
む
。
出
で
小
倉
城
を
攻
む
。
勝
信
、
勝
永
を
以
て
帰
正
せ
し
め
城
を
如
水
に
授
け
て
去

る
。
如
水
兵
を
置
き
之
を
戍
る
。
神
祖
、
勝
信
と
旧
有
る
を
以
て
父
子
の
罪
を
釈
し
山
内
一
豊

を
し
て
之
を
幽
せ
し
む
。
大

全

曰

、

勝

信

之

子

拠

小

倉

城

。

使

其

宰

毛

利

九

左

衛

門

子

吉

十

郎

守

香

春

城

。

吉

十

郎

有

憾

于

勝

信

叛

降

。

如

水

以

為

先

鋒

攻

小

倉

城

。

如

水

遣

使

城

中

勧

其

帰

降

。

勝

信

従

之

。

削

髪

号

一

齊

授

城

而

去

。

如

水

置

兵

城

（

戍

）

城

。

而

不

書

勝

永

之

存

亡

。

按

ず

る

に

、

十

九

年

勝

永

土

佐

よ

り

大

坂

城

に

入

る

。

力

戦

し

著

名

な

り

。

明

年

秀

頼

に

殉

死

す

。

合

戦

誌

載

す

所

事

実

頗

る

詳

し

。
今

之

に

従

ふ

如
水
将
に
柳
川
に
赴
か
ん
と
し
藤
山
に
屯
す
る
こ
と
数
日
。
藤

山

在

筑

後

三
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［

］

郡

陣
を
水
田
村
に
移
し
江
上
軍
散
る
を
聞
く
。
小
野
鎮
幸
・
立
花
家
成
柳
川
城
に
還
り
、

使
を
大
善
寺
に
遣
は
し
鍋
島
直
茂
に
兵
を
弭 や

む
を
諭
す
。
直
茂
前
軍
を
引
き
大
善
寺
に
入
る
。

加
藤
清
正
宇
土
よ
り
還
り
亦
筑
後
を

卒
（
平
）

定
せ
ん
と
欲
す
。
一
千
余
人
を
率
ゐ
瀬
高
村
に
陣
す
。
拠

大

全

、

水

田

村

距

柳

川

城

二

里

半

。

瀬

高

村

去

城

二

里

。

如
水
・
清
正
相
議
り
宗
茂
を
し
て
避
去
せ
し
め
ん
と
欲

す
。
使
を
遣
は
し
宗
茂
の
宰
立
花
賢
賀
を
召
し
瀬
高
に
至
ら
し
む
。
如
水
・
清
正
、
賢
賀
に
謂

ひ
て
曰
は
く
「
宗
茂
、
城
を
出
で
従
軍
し
吾
曹
と
薩
摩
を
攻
め
ば
則
ち
其
罪
を
償
ふ
べ
く
庶 ねが
は

ん
」
と
。
賢
賀
城
に
還
り
其

吉
（
言
）

を
告
げ
宗
茂
に
講
和
を
勧
む
。
薦
野
親
次
、
方
に
柳
川
に
帰
り

告
ぐ
。
神
祖
其
罪
を
優
容
す
。
宗
茂
意
を
帰
降
に
次 と

め
近
臣
五
、
六
人
と
城
を
出
で
清
正
の
営

に
至
る
。
時
に
営
中
馬
逸
れ
騒
擾
す
。
宗
茂
の
挙
止
自
若
た
り
。
清
正
急
ぎ
使
を
城
中
に
遣
は

す
。
宗
茂
の
従
者
と
城
に
入
る
。
馬
逸
れ

佗
（
他
）

虞
無
き
を
以
て
諭
す
。
城
兵
、
清
正
の
営
大
い
に
譟 さわ

ぐ
を
見
以
為
へ
ら
く
、
宗
茂
誘
殺
せ
ら
る
と
。
皆
営
を
斫 う

ち
て
死
せ
ん
と
欲
し
既
に
羅
城
を
出

づ
。
清
正
の
使
馳
せ
其
故
を
告
ぐ
。
城
兵
始
め
て
安
ん
じ
清
正
の
敏

徤
（
捷
）

に
威
服
し
座
定
む
。
清
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正
、
宗
茂
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
足
下
、
脅
従
（

お

そ

れ

従

う

）

に
し
て
首
謀
す
る
も
の
に
非
ず
。
内
府

必
ず
之
を
鑒 かん
茹 じょ
（

し

ら

べ

る

）

す
。
宜
し
く
吾
曹
に
従
ひ
薩
摩
を
征
討
し
以
て
内
府
の
涵
容
を

来
（
求
）

む

べ
し
」
と
。
宗
茂
曰
は
く
「
大
老
奉
行
秀
頼
を
擁
戴
す
る
に
委
託
し
兵
馬
を
発
せ
ん
と
欲
す
。

吾
難
応
欲
出
軍
（

＊

意

味

不

明

）

関
原
に
戦
ふ
を
得
ず
。
中
道
に
兵
を
還
し
竟
に
成
す
所
無
し
。
甚
だ

羞
づ
べ
き
な
り
。
諸
君
能
く
料
れ
。
秀
家
・
輝
元
其
余
諸
将
事
を
挙
げ
必
ず
成
す
能
は
ず
、
専

ら
内
府
の
為
に
禍
乱
を
戡 かん
定 てい
（

勝

っ

て

平

定

す

る

）

す
。
殆
ん
ど
下
愚
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
請
ふ
、
諸

君
の
処
分
に
従
は
ん
」
と
。
清
正
喜
び
使
を
如
水
・
直
茂
の
営
に
遣
は
し
其
言
を
告
ぐ
。
駄
馬

五
百
疋
・
役
丁
一
千
人
を
點
し
兵
士
を
し
て
宗
茂
を
熊
本
に
護
送
せ
し
む
。
加
藤
美
作
柳
川
城

を
戍
る
。
徳

川

記

・

慶

長

記

・

関

原

軍

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

慶

元

記

皆

有

其

事

。

而

大

全

叙

事

詳

悉

。

今

従

之

。

拠

大

全

、

二

十

日

如

水

移

陣

水

田

、

二

十

四

日

宗

茂

出

城

亦

欲

事

実

連

接

。

故

不

係

日

。

〇

大

全

曰

、

清

正

善

遇

宗

茂

。

構

館

于

玉

名

郡

高

瀬

邑

使

宗

茂

居

之

、

給

俸

其

臣

一

百

人

。

使

居

測

近

。

号

柳

川

町

。

給

一

千

人

。

月

稍

於

宗

茂

。

其

後

宗

茂

往

江

戸

請

蒙

沛

宥

初
め
毛
利
秀
包

久
留
米
城
を
出
で
大
阪
に
赴
く
。
其
妻
及
び
四
子
を
処
守
桂
民
部
に
説
き
て
曰
は
く
「
西
兵
利
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あ
ら
ず
、
敵
軍
来
攻
す
。
宜
し
く
守
禦
の
術
を
尽
く
す
べ
し
。
力
屈
せ
ば
則
ち
吾
妻
子
を
殺
し

城
を
枕
に
し
て
死
せ
よ
。
若
し
黒
田
如
水
此
に
来
ば
則
ち
当
に
城
を

援
（
授
）

け
て
去
る
べ
し
」
と
。

是
に
至
り
如
水
、
清
正
と
議
り
如
水
の
弟
図
書
・
清
正
の
臣
和
田
備
中
を
久
留
米
に
遣
は
す
。

民
部
に
城
を
授
け
よ
と
諭
す
。
民
部
、
秀
包
の
命
に
従
ひ
其
妻
子
を
護
り
城
を
図
書
・
備
中
に

授
け
て
去
る
。
図
書
牙
城
を
戍
り
、
備
中
羅
城
を
戍
る
。
清
正
使
を
山
下
城
主
筑
紫
廣
門

拠

大

全

山

下

城

在

筑

後

下

妻

郡

に
遣
は
し
立
花
宗
茂
と
薩
摩
に
従
軍
す
。
廣
門
城
を
授
け
て
去
る
。
清
正
、
加

藤
百
助
を
し
て
城
を
戍
ら
し
む
。
大

全

本

書

曰

、
是

従

清

正

招

廣

門

於

熊

本

、
給

三

百

人

。
月

稍

。
廣

門

剃

髪

号
［

脱

］
庵

。

卒

後

召

其

子

主

水

于

関

東

隷

麾

下

石
川
頼
明
、
立
花
宗
茂
に
従
ひ
大
津
城
を
攻
め
之
を
抜
く
。
其
党
の
関

原
に
敗
る
る
を
聞
き
逃
げ
脇
阪
安
治
の
家
に
至
り

主
（
生
）

を
乞
ふ
。
安
治
、
死
を
免
ず
る
を
井
伊
直

政
に

講
（
請
）

ふ
。
直
政
聴
か
ず
し
て
曰
は
く
「
掃
部
助
、
内
府
公
甚
だ
悪
む
所
な
り
。
宜
し
く
速
や

か
に
死
に
就
く
べ
し
」
と
。
頼
明
自
殺
す
。
按

ず

る

に

、
天

正

十

三

年

頼

明

の

父

伯

耆

守

数

臣
（

正

）
大

阪

に

出

奔

す

。

故

に

神

祖

之

を

悪

む

原
隠
岐
守
・
河
尻
肥
後
守
も
亦
相
継
ぎ
自
殺
す
。
司
小
野
木
公
郷
・
石
川
頼
明
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の
首
、
三
条
河
原
に
梟
せ
ら
る
。
家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

慶

元

記

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

○

合

戦

誌

曰

三

成

・

恵

瓊

・

行

長

・

公

郷
・
頼

明
・
隠

岐

守
・
肥

後

守

皆

為

罪

魁

故

梟

首

止

此

七

人

。
其

余

反

従

誅

戮

。
自

殺

者

皆

不

梟

首

石
河
光
吉
犬
山
城
を
出

で
朝
熊
に
至
る
。
兵
纔
か
に
百
騎
ば
か
り
。
還
り
関
原
に
戦
ふ
。
軍
敗
れ
朽
木
谷
に
走
り
京
師

に
潜
匿
す
。
其
後
流
寓
し
池
田
輝
政
に
就
き
生
を
乞
ふ
。
輝
政
哀
訴
し
神
祖
其
罪
を
釈
し
之
を

放
つ
。
合

戦

誌

・

関

原

軍

記

・

餘

史

三

書

並

曰

、

光

吉

落

髪

為

市

人

号

宗

林

。

終

于

京

師

口

。

駿

府

記

十

九

年

十

二

月

五

日

書

曰

、

石

河

備

前

入

道

来

謁

、

関

原

記

［

乱

］

平

、

流

落

京

師

。

大

阪

記

（

マ

マ

）

與

（

マ

マ

）

不

入

城

。

故

神

祖

許

其

謁

見

。

四

家

合

考

曰

、

石

河

備

前

守

性

甚

貪

婪

、

善

財

捨

（

マ

マ

）

克

邑

里

。

民

不

堪

命

。

部

下

士

皆

離

散

、

不

能

守

城

。

其

子

諌

之

、

不

聴

遂

自

殺

。

今

拠

上

三

書

光

吉

流

寓

為

市

人

則

其

書

（

マ

マ

）

不

言

（

マ

マ

）
、

忌

（

マ

マ

）

可

以

為

士

者

之

成

（

マ

マ

）

矣

二
十
七
日
、
神
祖
罹
疾
す
。

二
十
八
日
、
神
祖
第
九
子
五
郎
太
麻
呂
、
大
阪
西
城
に
生
ま
る
。
長
じ
て
名
義
利
、
後
に
義
直

と
更
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

従

二

位

尾

張

大

納

言

敬

公

見

（

是

）

也

。

所

生

志

水

氏

甲

斐

守

宗

清

女

、

後

為

尼

号

相

應

院

二
十
九
日
、
神
祖
疾
瘳い

ゆ
。
将
士
登
城
し
之
を
賀
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

方
に
是
時
、
世
子
と
兄
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参
河
守
秀
康
・
弟
下
野
守
忠
吉
と
、
皆
大
阪
に
在
り
。

一
日
、
神
祖
、
大
久
保
忠
鄰
を
召
し
て
曰
は
く
「
三
子
孰
れ
適
嗣
と
為
す
」
と
。
忠
鄰
対
へ
て

曰
は
く
「
世
子
の
位
望
（

地

位

と

人

望

）

已
に
重
し
。
臣
未
だ
嘗
て
其
の
過
ち
有
る
を
見
ず
。
宜
し
く

動
揺
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
神
祖

點
（
黙
）

す
。
他
日
井
伊
直
政
・
榊
原
康
政
・
本
多
忠
勝
・
平
巌
親
吉
・

本
多
正
信
及
び
忠
鄰
を
召
し
又
之
を
問
ふ
。
正
信
等
敢
へ
て

輒
す
な
わ

ち
対 こた
へ
ず
退
き
て
其
可
否
を
議

る
。
正
信
曰
は
く
「
参
河
守
殿
の
勇
武
絶
倫
た
り
。
宜
し
く
家
嗣
た
る
べ
し
」
と
。
直
政
・
忠

勝
・
親
吉
各
見
る
所
を
陳 の

ぶ
。
忠
鄰
曰
は
く
「
三
公
子
皆
閣
下
の
所
生
た
り
。
弓
馬
の
芸
は
諭 たと
ふ

る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
世
子
智
勇
兼
備
す
。
基
業
を
付
託
す
る
は
此
に
非
ず
は
則
ち
不
可
な
り
」

と
。
康
政
曰
は
く
「
誠
に
子
の
言
ふ
所
の
如
し
」
と
。
既
に
し
て
六
人
見 けん
に
入 い

る
。
神
祖
先
づ

正
信
を
し
て
発
言
せ
し
む
。
正
信
対
ふ
る
こ
と
前
議
の
如
し
。
次
い
で
忠
鄰
に
問
ふ
も
亦
前
議

の
如
し
。
神
祖
正
信
と
論
難
せ
し
む
。
正
信

田
（
曰
）

は
く
「
参
河
守
殿
適
嗣
た
り
。
断
じ
て
疑
ふ
べ

き
無
し
。
」
と
。
忠
鄰
前
議
に
固
執
し
て
曰
は
く
「
乱
に
戡 か

ち
敵
に
克
つ
は
、
勇
武
先
た
り
。
天
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下
を
平
定
す
る
は
文
徳
を
備
ふ
る
に
非
ず
は
必
ず
不
可
な
り
。
臣
、
世
子
に
事 つか
へ
歳
月
既
に
久

し
。
保
佑
の
私
無
き
に
非
ざ
れ
ど
も
（

お

育

て

し

た

私

情

が

無

い

わ

け

で

は

な

い

が

）

基
業
を
授
受
す
る
に
至

れ
ば
則
ち
国
家
長
久
の
大
計
、
豈
に
私
を

挟
さ
し
は
さ

み
偏
重
す
る
所
有
ら
ん
や
」
と
。
固
（
因
）

て
懐
中
を
探

り
誓
書
之
を

上
た
て
ま
つ

る
。
神
祖
曰
は
く
「
卿
等

且
し
ば
ら

く
退
け
。
吾
将 まさ
に
思
は
ん
と
す
」
と
。
経
る
こ
と

一
、
二
日
。
又
六
人
を
召
し
て
曰
は
く
「
曏
に
忠
鄰
の
言
ふ
所
理
有
り
。
吾
継
嗣
已
に
定
ま
れ

り
」
と
。
六
人
同
辞
に
曰
は
く
「
鈞
命
（

君

命

）

甚
だ
善
し
」
と
。
拝
謝
し
て
出
づ
。
家
嗣
遂
に
定

む
。
大

久

保

家

記

・

大

全

臣
按
ず
る
に
、
是
に
先
ん
じ
、
台
廟
既
に
世
子
た
り
。
是
に
至
り
神
祖
、
執
政
に
諮 はか
り
訪
ぬ

る
は
蓋
し
深
慮
有
る
な
り
。
天
正
十
三
年
青
山
忠
成
を
以
て
長
麻
呂
君
の
傅 ふ

と
為
す
。
抱
負

の
臣
を
置
け
ば
、
則
ち
擁
立
の
命 めい
無
き
と
雖
へ
ど
も
其
の
世
子
と
為
る
は
是
時
に
在
り
。
十

八
年
京
師
に
入
る
に
及
び
、
関
白
秀
吉
公

親
み
ず
か

ら
首
服
を
加
へ
以
て
名
諱
を
捜
せ
ば
、
則
ち
其

位
望
の
重
き
こ
と
も
亦
見
る
べ
し
。
況
ん
や
台
廟
の
天
資
仁
孝
・
謀
略
宏
遠
た
り
。
位
従
三
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位
に
隆
し
官
中
納
言
に
至
る
。
撫
軍
監
国
、
世
子
の
事
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
問
安
視
膳
（

太

子

が

常

に

気

く

ば

り

を

す

る

）
、
実
に
主
鬯

し
ゅ
ち
ょ
う

（

天

与

の

君

主

）

の
器
た
り
。
然
れ
ば
大
久
保
加
賀
守
忠
任
、
太
田

備
中
守
資
宗
に
牒
す
る
所
の
大
久
保
家
譜
及
び
関
原
記
大
全
に
拠
れ
ば
、
世
子
と
立
て
為
す

は
、
本
年
に
在
る
似 ごと
し
。
今
其
時
勢
を
審
か
に
す
。
神
祖
、
執
政
に
謀
る
は
国
本
を
動
揺
せ

さ
す
に
非
ず
し
て
、
人
心
の
嚮 む

く
所
を
観
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
誠
に
宗
廟
社
稷
の
大
計
、

万
世
無
窮
の
重
典
。
庶 ねが
は
く
は
観
る
者
を
し
て
考
拠
す
る
所
有
ら
し
め
よ
。

十
一
月
十
六
日
、
世
子
大
坂
を
出
で
伏
見
に
入
る
。

是
日
、
南
都
興
福
寺
に
旧
封
に
依
り
一
万
五
千
石
の
印
章
を
賜
ふ
。

十
八
日
、
世
子
、
朝
ち
ょ
う

に
入
る
。
傅 ふ

青
山
忠
成
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
播
磨
守
と
為
る
。
家

忠

日

記

山

口
重
政
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
但
馬
守
と
為
る
。
鵞

峯

文

集

山

口

重

政

碑

本

書

有

月

無

日

。

今

附

于

此

黒
田
如

水
・
加
藤
清
正
・
鍋
島
直
茂
其
余
鎮
西
の
諸
将
、
島
津
惟
新
を
討
た
ん
と
欲
し
兵
を
率
ゐ
佐
敷

水
股
に
至
る
。
肥

後

地

名

清
正
以
て
其
前
軍
を
為
し
薩
摩
に
先
に
入
ら
ん
と
欲
す
。
如
水
書
を
貽
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り
之
を
止
む
。
清
正
之
に
従
ひ
水
股
に
屯
す
。
是
日
、
神
祖
書
を
如
水
・
清
正
・
直
茂
に
賜
ひ

兵
を
戢おさ
む
。
諸
将
兵
を
引
き
各
其
藩
に
帰
る
。
大

全

神
祖
、
亀
井
茲
矩
を
因
幡
に
遣
は
し
宮
部
兵

部
少
輔
の
鳥
取
城
を
取
る
。
播
磨
小
鹽
城
主
齋
村
左
兵
衛
則
継

大

金

（

全

）

作

赤

松

太

兵

衛

廣

範

。

餘

史

・

慶

元

記

作

赤

松

左

兵

衛

廣

秀

。

合

戦

誌

作

齋

村

左

兵

衛

。

而

無

名

。

按

ず

る

に

、

齋

村

、

赤

松

氏

の

別

称

に

て

即

ち

一

人

な

り

。

今

播

州

斑

鳩

寺

過

去

帳

に

拠

り

之

を

訂

す

。
合

戦

誌

小

監

作

濱

田

。
今

従

大

全

。
兵

部

少

輔

病

狂

失

封

。
見

上

文

九

月

雅
も
と
よ
り

神
祖
に
帰
款

せ
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
大
阪
の
徴
発
に
従
ひ
田
辺
城
を
攻
め
、
帰
り
本
藩
に
在
り
。
茲
矩
鳥

取
に
赴
く
を
聞
き
功
を
立
て
以
て
罪
を
贖
は
ん
と
欲
す
。
兵
部
少
輔
の
処
守
の
臣
敢
へ
て
拒
が

ず
。
茲
矩
城
を
授
け
て
去
る
。
故
に
則
継
效
（

功

）

を
立
つ
る
所
無
し
。
神
祖
、
其
宇
喜
多
秀
家

の
妹

天
（
夫
）

た
る
を
以
て
茲
矩
に
命
じ
之
を
殺
す
。

二
十
九
日
、
則
継
、
鳥
取
に
於
て
自
殺
す
。
赤
松
氏
の
統
是
に
至
り
て
絶
ゆ
。
今

戦

記

（

合

戦

誌

カ

）
・

餘

史

・

慶

元

記

並

曰

、

亀

井

武

蔵

守

奉

命

定

山

陰

道

。

紿

濱

田

城

主

齋

村

左

兵

衛

曰

、

子

能

与

我

勠

力

狥

地

則

上

其

功

於

内

府

公

、

以

領

采

邑

。

不

然

攻

之

。

左

兵

衛

従

之

攻

鳥

取

城

。

兵

部

少

輔

処

守

之

臣

多

賀

三

郎

右

衛

門

・

土

井

一

玄

等

屢

出

戦

。

茲

矩

不

能

下

。

既

而

兵
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部

少

輔

手

書

諭

之

。

故

三

郎

右

衛

門

・

一

玄

致

城

於

二

人

而

去

。

武

蔵

守

謂

左

兵

衛

曰

、

吾

雖

固

請

内

府

公

不

見

聴

。

子

宜

引

決

。

左

兵

衛

自

殺

。

武

蔵

守

以

為

己

功

。

按

ず

る

に

、

処

守

の

臣

拒

戦

す

る

、

他

書

載

せ

ざ

る

所

。

茲

矩

も

亦

作

す

べ

か

ら

ず

。

此

れ

鄙

人

の

行

。

今

従

大

全

長
曾
我
部
盛
親
、
界
津
よ
り
大
阪
に
至
り
土
佐
に
遁
げ
帰
る
。
其
臣
立
石
助
兵
衛
・
横

山
新
兵
衛
を
［
大
阪
カ

］
に
留
め
井
伊
直
政
に
就
き
以
て
其
罪
を
謝
す
。
神
祖
之
を
釈
す
。
盛
親

を
し
て
大
阪
に
来
以
て
陳
謝
せ
し
む
。
直
政
旨
を
伝
ふ
。
盛
親
将
に
大
阪
に
赴
か
ん
と
す
。
盛

親
庶
兄
有
り
。
津
野
孫
二
郎
と
曰
ふ
。
父
元
親
、
盛
親
を
以
て
嗣
と
為
す
。
孫
二
郎

雅
も
と
よ
り

神
祖
に

帰
心
す
。
盛
親
の
近
臣
久
武
内
蔵
之
助
、
盛
親
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
孫
二
郎
殿
、
藤
堂
高
虎
と

交
最
も
親
し
。
高
虎
之
を
汲
引
し
（

登

用

す

る

）

土
佐
半
州
を
以
て
賜
ふ
は
必
な
り
。
宜
し
く
之
を

し
て
自
殺
せ
し
め
然
る
後
に
召
し
に
就
く
べ
し
」
と
。
盛
親
之
を
然
り
と
し
孫
二
郎
に
迫
り
自

殺
せ
し
む
。

是
月
、
盛
親
大
阪
に
至
り
天
満
学
校
寺
に
寓
す
。
神
祖
之
を

擾
（
優
）

容
し
伏
見
故
第
に
居
せ
し
む
。

藤
堂
高
虎
を
召
し
津
野
孫
二
郎
安 いず
く
に
在
る
と
問
ふ
。
高
虎
対
へ
て
曰
は
く
「
盛
親
迫
り
自
殺
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せ
し
む
」
と
。
神
祖
大
い
に
怒
り
盛
親
の
封
を
奪
ひ
罪
死
に
当
つ
。
直
政
哀
訴
し
生
を
乞
ふ
。

盛
親
の
第
に
至
り
諭
し
て
曰
は
く
「
内
府
の
怒
り
甚
だ
し
。
当
に
本
州
（

本

国

）

を
以
て
我
に
付
く

べ
し
」
と
。
盛
親
之
に
従
ふ
。
直
政
、
部
将
鈴
木
重
好
を
土
佐
に
遣
は
し
盛
親
も
亦
其
臣
を
遣

は
す
。
処
守
の
臣
を
諭
し
城
を
重
好
に
授
け
高
野
山
に
入
る
。
披
剃
し
祐
夢
と
号
す
。
大

全

・

合

戦

誌

諸

書

祐

或

作

幽

。

国

音

相

通

〇

関

原

軍

記

・

餘

史

並

曰

、

盛

親

帰

土

佐

欲

再

挙

兵

。

神

祖

使

山

内

一

豊

・

加

藤

嘉

明

・

蜂

須

賀

至

鎮

討

之

。

三

将

率

兵

入

土

佐

。

故

盛

親

乞

降

。

按

ず

る

に

、

神

祖

務

め

て

兵

を

弭

め

海

内

を

安

集

せ

し

め

ん

と

欲

す

。

盛

親

敗

亡

の

余

り

其

余

を

動

揺

す

る

に

足

ら

ず

。

諸

書

三

将

に

命

ず

の

文

無

し

。

故

に

取

ら

ず

重
好
兵
三
千
余
人
を
従
へ
大
阪
を
発
し
土
佐

府
城
浦
戸
に
至
る
。
盛
親
の
歩
兵
に
一
鎮
具
足
と
号
す
る
有
り
。
其
党
蕃
衍
（

勢

力

を

広

げ

る

）

し
料
師

（
魁
帥
）

竹
田
宗
左
衛
門
・
吉
川
善
介
・
徳
井
佐
亀
之
助
等
相
聚
り
謀
反
す
。
舟
三
百
艘
を
列
し
重
好
を

拒
ぎ
内 い

れ
ず
。
鳥
銃
を
連
発
し
時
既
に
夜
な
り
。
重
好
炬 かが
り
を
舳
艪

じ

く

ろ

（

へ

さ

き

と

と

も

）

に
焼 た

き
人
を

し
て
高
声
に
呼
ば
は
ら
し
め
て
曰
は
く
「
我
御
命
に
て
来
た
り
。
汝
曹
、
船
を
近
づ
け
之
を
聴

け
」
と
。
賊
稍 やや
走 に

げ
使
を
遣
は
し
重
好
を
導
き
雪
蹊
寺
に
入
る
。
衆
を

書
（
尽
）

く
し
来
囲
す
る
も
の
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凡
そ
五
千
七
百
人

鈴

木

重

好

傳

本

書

作

一

万

余

人

。
疑

大

多

。
今

従

家

忠

日

記
・
大

全
・
合

戦

誌
・
慶

元

誌
（

記

）

重
好
に

迫
り
て
曰
は
く
「
土
佐
を
中
分
し
其
半
を
以
て
宮
内
少
輔
に
賜
へ
。
否 なら
ず
ん
ば
則
ち
敢
へ
て
命

を
受
け
ず
」
と
。
重
好
曰
は
く
「
公
命
此
に
及
ば
ず
。
我
焉 ここ
に
之
を
専
ら
に
す
る
を
得
。
縦
ひ

汝
輩
と

聞
（
闘
）

死
す
と
も
従
ふ
能
は
ざ
る
な
り
」
と
。
賊
従
ひ
又
請
ひ
て
曰
は
く
「
然
ら
ば
則
ち
一

郡
或
は
十
邑
を
給
へ
。
子
豈
に

（
宜
し
く
）

旨
を
取
る
［

べ

し

］
」
と
。
盛
親
処
守
の
臣
既
に
盛
親
の
命
を
聞
き

密
か
に
重
好
と
通
謀
し
議
り
賊
を
討
つ
。
故
に
重
好
其
請
ふ
を
許
さ
ず
と
雖
へ
ど
も
、
遽 にわ
か
に

は
之
を

継
（
絶
）

た
ず
依
違

い

い

（

ぐ

ず

ぐ

ず

す

る

）

と
し
て
延
期
す
。
重

好

記

傳

関
原
の
反
党
松
浦
安
大
夫
・
伊

藤
彦
兵
衛
・
毛
利
秀
包
・
木
下
左
京
亮
皆
流
に
処
せ
ら
る
。
赤
屋
久
兵
衛
・
稲
葉
甲
斐
守
・
稲

葉
右
近
降
す
る
と
雖
へ
ど
も
罪
重
き
を
以
て

杖
（
放
）

た
る
。
小
野
寺
孫
七
郎
・
多
賀
出
雲
守
・
木
下

周
防
守
・
木
下
美
作
守
・
杉
若
越
後
守
・
横
濱
民
部
少
輔
・
寺
田
播
磨
守
・
木
村
弥
一
右
衛
門
・

垣
屋
隠
岐
守
・
岸
田
伯
耆
守
・
早
川
主
馬
首
・
南
條
中
務
大
輔

名

闕

。

難

波

戦

記

曰

、

中

務

大

輔

元

明

子

拠

南

條

系

図

、

無

元

明

者

。

慶

元

記

作

勘

兵

衛

之

子

、

元

琢

之

姪

。

為

是

・
服
部
土
佐
守
・
菅
平
右
衛
門
・
糟
屋
内
膳
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正
・
高
田
薩
摩
守
・
別
處
豊
後
守
・
三
渕
大
和
守
・
秋
田
助
左
衛
門
・
矢
部
豊
後
守
・
伊
藤
加

賀
守
・
駒
井
中
務
等
身
大
阪
に
在
り
戦
場
に
赴
か
ず
と
雖
へ
ど
も
反
徒
と
通
謀
す
。
故
に
籍
を

削
り
之
を
攻
む
。
生
駒
修
理
亮
・
藤
懸
永
勝
・
谷
衡

女
（
好
）

・
小
松
秀
政
・
ソ
ノ

（

其

）

子
大
和
守
吉
政

後

襲

称

播

磨

守

・
孫
大
隅
守
三
尹

実

秀

政

子

、
吉

政

弟

、
遠

江

守

秀

家

子

養

之

・
杉
原
長
房
・
建
部
内
匠
頭
寄
徳
・

山
崎
家
盛
・
片
桐
且
元
・
織
田
信
包
・
織
田
信
高
・
毛
利
高
正
・
宮
城
丹
後
守
・
川
勝
信
濃
守
・

新
荘
越
前
守
直
定

初

称

新

三

郎

。

駿

河

守

直

頼

子

。

叙

従

五

位

下

任

越

前

守

・
蒔
田
権
之
助
等
も
亦
大
阪
に
在

り
と
雖
へ
ど
も
潜
か
に
関
東
に
帰
款
す
。
故
に
采
邑
を
領
す
る
こ
と
皆
故 もと
の
如
し
。
池
田
伊
豫

守
・
山
崎
右
京
亮
・
丹
羽
長
正
・
溝
江
大
炊
助
・
赤
澤
備
後
守
等
関
原
に
戦
ひ
兵
敗
れ
皆
亡
げ

去
る
。
反
党
悉
く
敗
る
。
合

戦

誌

十
二
月
、
後
陽
成
帝
、
第
二
皇
子
政
仁
を
以
て
親
王
と
為
す
。
後

水

尾

帝

所
生
近
衛
関
白
前
久
の

女
。
諱

前

子

、
［

号

］

中

和

門

院

。

松

栄

紀

事

作

信

尹

女

誤

。

今

拠

公

卿

補

任

許

之

（

訂

）

帝
、
皇
子
を
鐘
愛
し
天
位
を

伝
へ
ん
と
欲
す
。
是
に
先
ん
じ
、
中
山
大
納
言
藤
原
親
綱
の
女
第
一
皇
子
良
仁
を
生
む
。
親

綱

大

納
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言

秀

親

子

。
良

仁

後

披

剃

入

仁

和

寺

号

覚

深

法

親

王

菊
亭
右
大
臣
晴
秀

左

大

臣

公

彦

子

親
綱
及
び
徳
善
院
玄
以
と

謀
り
、
関
白
秀
吉
に
親
王
と
為
す
を
請
ふ
。
故
に
帝
其
志
を
遂
ぐ
る
能
は
ず
。
是
に
至
り
密
か

に
近
侍
を
大
坂
に
遣
は
し
神
祖
と
議
り
皇
嗣
と
定
む
。
神
祖

雅
も
と
よ
り

良
仁
親
王
を
立
つ
る
を
以
て
可

と
な
さ
ず
し
て
曰
は
く
「
子
を
知
る
は
父
に
如
く
は
莫
し
。
第
一
・
第
二
皇
子
皆
瓊
枝

け

い

し

玉
葉
（

皇

族

の

子

孫

）

簡
（

決

定

文

書

）

は
帝
心
に
在
り
。
然
れ
ど
も
子
、
母
を
以
て
貴
き
こ
と
古
今
の
通
誼
た
り
。

宜
し
く
第
二
皇
子
を
以
て
儲
貳

ち

ょ

じ

（

皇

太

子

）

と
為
す
べ
し
。
庶 ねが
は
く
は
天

人
（
下
）

允
協

い
ん
き
ょ
う

（

謹

ん

で

受

け

入

れ

る

）

た
ら
ん
」
と
。
帝
大
い
に
喜
び
議
り
遂
に
定
む
。
松

栄

紀

事

神
祖
下
令
し
真
田
昌
幸
及
び
其
少
子

信
仍
を
討
つ
。
長
子
信
幸
哀
訴
し
己
の
賞
を
回
し
父
の
死
罪
を
贖
ふ
を
請
ふ
。
神
祖
、
信
幸
の

功
大
な
る
を
以
て
之
を
許
す
。

十
三
日
、
昌
幸
・
信
仍
上
田
城
を
出
で
高
野
山
に
入
る
。
昌
幸
薙
染
し
一
翁
千
雪
と
号
す
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

、

信

幸

賜

上

田

城

。

見

下

文

神
祖
、
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
・
榊
原
康

政
・
本
多
正
信
・
大
久
保
忠
鄰
を
し
て
世
子
に
問
は
し
む
。
「
今
州
郡
を
功
有
る
諸
将
に
頒
た
ん
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と
欲
す
。
宜
し
く
先
づ
根
本
の
地
を
定
め
以
て
大
城
と
為
す
べ
し
。
関
東
・
関
西
二
者
孰
れ
可

な
る
」
と
。
世
子
対
へ
て
曰
は
く
「
小
子
何
ぞ
知
ら
ん
。
唯
だ

或
（
成
）

算
（

出

来

上

が

っ

た

案

）

を
仰
ぐ
の

み
」
と
。
神
祖
喜
び
乃
ち
江
戸
城
を
大
城
と
為
す
を
定
め
、
豊
臣
秀
頼
を
し
て
大
阪
城
に
居
し

河
内
・
摂
津
二
国
を

菅
（
管
）

せ
し
む
。
越
前
を
以
て
参
河
守
秀
康
に
封
じ
、
尾
張
を
下
野
守
忠
吉
に
。

播
磨
を
池
田
輝
政
に
賜
ひ
、
美
作
・
備
前
を
豊
臣
秀
秋
に
、
安
藝
・
備
後
を
福
島
正
則
に
、
出

雲
・
隠
岐
を
堀
尾
吉
晴
及
び
其
子
忠
氏
に
、
伯
耆
を
中
村
一
学
忠
一
に
、
松

栄

紀

事

曰

、

此

時

賜

松

平

氏

任

伯

耆

守

筑
前
を
黒
田
長
政
に
賜
ひ
、
豊
前
を
細
川
忠
興
に
増
封
し
、
豊
後
・
木
築
故
の
如
し
。

紀
伊
を
浅
野
幸
長
に
。
左

京

大

夫

幸

長

後

更

狂

（

任

）

紀

伊

守

肥
後
の
半
を
加
藤
清
正
に
増
封
す
。
土
佐

を
山
之
内
一
豊
に
、
若
狭
を
京
極
高
次
に
、
丹
後
を
京
極
高
知
に
、
筑
後
を
田
中
吉
政
に
、
伊

豫
の
半
を
加
藤
嘉
明
に
。
松
山
城
に
徙
居
す
。
其
半
を
藤
堂
高
虎
に
。
今
張
城
に
徙
居
す
。
各

十
万
石
を
増
封
す
。
嘉

明

・

高

虎

元

是

各

食

十

万

石

。

通

前

二

十

万

石

阿
波
を
蜂
須
賀
至
鎮
に
、
讃
岐
を
生
駒

一
正
に
、
肥
前
を
鍋
島
勝
茂
に
、
飛
騨
を
金
森
可
重
に
、
因
幡
鳥
取
を
池
田
長
吉
に
、
丹
波
福
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智
山
を
有
馬
豊
氏
に
、
美
濃
高
須
を
徳
永
法
印
寿
昌
に
、
備
中
庭
瀬
を
戸
川
達
安
に
、
伊
勢
神

戸
を
一
柳
直
盛
に
。
松
阪
を
古
田
重
恒
に
、
安
濃
津
を
富
田
知
信
に
、
信
濃
上
田
を
眞
田
信
幸

に
、
増
五
万
石
。
肥
前
四
万
石
を
割
り
寺
澤
廣
高
に
増
封
す
。
美
濃
二
万
石
を
以
て
西
尾
光
放

に
増
封
す
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

餘

史

・

松

栄

紀

事

木
下
延
俊
を
豊
後

口
（
日
）

出
に
移
封
す
。
三

万
石
を
食
む
。
寛

永

系

図

・

餘

史

美
濃
郷
邑
を
木
曽
諸
士
に
割
与
す
。
筒
井
定
次
、
伊
賀
上
野
城
を

敵
に
奪
は
る
と
雖
へ
ど
も
戦
功
有
る
を
以
て
城
を
賜
ふ
こ
と
故 もと
に
復
す
。
将
士
皆
安
堵
す
。
家

忠

日

記

・

大

全

・

合

戦

誌

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

諸

将

に

封

ず

る

事

必

ず

し

も

戦

と

同

時

な

ら

ず

。

他

年

封

拝

す

る

者

有

り

。

諸

書

事

に

因

り

連

書

す

。

今

之

に

従

ふ

是
よ
り
闔 こう
国
（

全

国

）

一
統
天
下
の
諸
侯
皆
、
事
を
神
祖
に
仰
ぐ
。
豊
臣
秀

吉
将
士
に
賜
ふ
所
の
羽
柴
氏
悉
く
本
氏
に
復
す
。
大

全

。

按

ず

る

に

、

伊

達

政

宗

羽

柴

氏

に

更

へ

松

平

氏

を

賜

ふ

。

下

文

十

三

年

十

二

月

に

見

ゆ

。
未

だ

必

ず

し

も

此

時

悉

く

本

氏

に

復

せ

ず

。
蓋

し

大

全

其

梗

概

を

言

ふ

な

り

。

松
平
忠
頼
を
し
て

美
濃
金
山
城
を
戍
ら
し
め
采
邑
一
万
五
千
石
を
増
す
。
内
藤
信
成
、
同
州
巖
村
城
を

戊
（
戍
）

り
、
戸

田
高
次
、
越
前
丸
岡
城
を
戍
る
。
高
臺
院
の
宰
小
堀
政
次
を
召
し
麾
下
に
仕
へ
し
め
一
万
石
を



烈祖成績（十） 96

賜
ひ
備
中
松
山
城
を
戍
ら
し
む
。
大
久
保
忠
常
、
加
賀
守
と
為
り
、
土
屋
忠
直
民
部
少
輔
と
為

り
、
並
び
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
る
。
家

忠

日

記

鈴
木
重
好
土
佐
に
在
り
。
五
十
余
日
、
日
夜
運
策

す
。
長
曾
我
部
盛
親
の
故
将
桑
名
弥
次
兵
衛
一
孝
と
合
謀
し
賊
を

勦
ほ
ろ
ぼ

す
。
一

孝

元

和

元

年

矢

尾

堤

之

戦

。

家

忠

日

記

作

親

氏

。
今

従

城

所

友

仙

訂

正

盛
親
の
旧
臣
南
岡
四
郎
兵
衛
・
須
久
毛
善
左
衛
門
等
皆
之
に
応
じ

晦 かい
（

姿

を

く

ら

ま

す

）

す
。
大

全

作

朔

。

今

従

鈴

木

重

好

傳

重
好
、
一
孝
・
四
郎
兵
衛
等
と
兵
を
率
ゐ
賊
徒
を

攻
め
大
い
に
之
を
破
る
。
賊
師
吉
川
善
介
・
徳
井
佐
亀
之
助
及
び
其
党
三
百
四
十
三
人
を
斬
り

舟
に
て
其
首
を
大
阪
に
運
ぶ
。
井
伊
直
政
之
を

上
た
て
ま
つ

る
。
神
祖
其
功
を
褒
め
重
好
に
申
命
（

徹

底

し

て

命

じ

る

）

し
て
曰
は
く
「
土
佐
を
綏
撫
（

お

ち

つ

か

せ

る

）

せ
ば
須
ら
く
山
内
対
馬
守
に
授
け
て
帰
る

べ
し
」
と
。
重

好

傳

是
月
、
黒
田
如
水
・
加
藤
清
正
大
阪
に
来
謁
す
。
時
の
人
、
以
て
鎮
西
を
平

定
す
る
は
す
べ
て
二
人
に
在
り
て
、
如
水
の
謀
略
其
功
最
大
た
り
と
為
す
。
。
合

戦

誌

・

松

栄

紀

事

○

家

忠

日

記

、
以

如

水

来

謁

大

阪

、
係

十

一

月

十

八

日

。
拠

大

全

十

八

日

。
神

祖

賜

書

如

水

・

清

正

・

鍋

島

直

茂

、
隨

其

便

宜

使

収

鎮

而
（

西

）

諸

城

、
故

係

是

月

。
家

忠

日

記

誤

矣

神
祖
特
に
如
水
の
功
を
重
ん
じ
朝
廷
に
奏
し
官
爵
を
授
け
畿
甸 でん
（

畿

内

）
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の
地
を
以
て
封
し
天
下
の
政
事
を
諮
訪

し

ほ

う
（

相

談

す

る

）

せ
ん
と
欲
す
。
如
水
辞
し
て
曰
は
く
「
鈞
命
（

主

命

）

甚
だ
重
し
。
然
れ
ど
も
年
老
い
多
病
、
精
力

裏
（
衰
）

耗
し
任
事
に
堪
へ
ず
。
賊
（
賤
）

息
甲
斐
守
筑
前
国

を
賜
ふ
。
甲
斐
守
の
養
ふ
所
と
為
り
、
以
て
余
年
を
楽
し
ま
ば
志
願
畢
れ
り
。
功
名
富
貴
一
つ

と
し
て
期
す
る
所
無
し
」
と
。
神
祖
之
を
賢
と
し
、
之
を
し
て
優
游
と
身
を
終
へ
し
む
。
大

全

臣
按
ず
る
に
、
宮
腰
秀
興
曰
は
く
「
黒
田
如
水
の
勇
略
群
を
超
え
智
謀
絶
倫
た
り
。
初
め
秀

吉
公
、
如
水
を
以
て
謀
主
と
為
し
、
攻
む
れ
ば
必
ず
下
し
戦
へ
ば
必
ず
克
つ
。
其
功
与
京
に
（

京

中

に

）

之
れ
莫 な

し
。
而
る
に
秀
吉
公
其
才
を
忌
み
終
に
之
を
大
国
を
以
て
封
ぜ
ず
。
如
水
幾 き

を

見
て
作 た

ち
（

易

経

）
、
致
仕
し
中
津
城
に
在
り
。
石
田
三
成
事
を
挙
ぐ
る
に
及
び
専
ら
神
祖
の
為

に
西
陲 すい
（

辺

）

を
経
略
す
。
首 はじ
め
竹
中
伊
豆
守
を
勧
め
関
東
に
帰
せ
し
む
。
大
友
義
統
を
禽 とら
へ

安
喜
・
冨
来
・
臼
杵
・
隈
角
・
牟
禮
等
諸
城
を
降
す
。
豊
後
を
平
定
し
豊
前
・
筑
後
に
至
り
、

小
倉
・
香
春
・
久
留
米
・
柳
川
四
城
を
取
る
。
大
田
一
吉
・
立
花
宗
茂
に
勧
め
之
を
し
て
帰

順
せ
し
む
。
将
に
薩
摩
を
攻
め
ん
と
し
肥
後
に
至
り
島
津
龍
伯
の
帰
降
す
る
を
聞
く
。
諸
将
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を
諭
し
戦
を
止
め
神
祖
の
命
を
待
つ
。
然
る
後
に
班
師
す
（

軍

を

返

す

）
。
九
州
を
戡
定

か
ん
て
い

（

平

定

）

す

る
は
皆
如
水
一
人
の
力
な
り
。
神
祖
其
功
を
賞
め
之
を
好
爵
を
以
て
縻 つな
ぎ
巖
邑
を
以
て
封
ぜ

ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
一
つ
と
し
て
受
く
る
所
無
し
。
其
の
京
師
に
在
る
や
東
山
鹿
谷
の
側

に
寓
す
。
参
河
守
秀
康
卿
以
下
諸
侯
大
夫
其
門
に
輻
輳
（

集

ま

る

）

し
跂
慕
景
仰
し
尋
ぬ
。
筑
前

に
還
り
博
多
に
居
す
。
福
岡
城
の
修
築
功
竣
す
る
に
及
び
羅
城
爽
塏

そ
う
か
い

（

土

地

高

く

さ

わ

や

か

）

た
る

を
択
び
以
て
菟
裘

と
き
ゅ
う

（

隠

居

地

）

を
営
む
。
恬
退

て
ん
た
い

（

欲

が

な

い

）

間
静
以
て
余
年
を
終 お

ふ
。
相
伝
に
台
徳

公
近
臣
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
黒
田
如
水
、
当
世
の
張
良
な
り
」
と
。
嗣
子
長
政
の
関
原
大
功

は
世
に
其
知
る
所
な
り
。
天
下
一
統
、
偃 えん
武
修
文
に
及
び
武
事
を
以
て
人
に
矜
ら
ず
。
謹
厚

奉
上
、
謙
恭
士
に
下
る
（

立

派

な

人

物

に

へ

り

下

る

）
。
福
島
正
則
、
伊
奈
図
書
を
枉
殺
（

非

道

に

殺

す

）

す
る
が
如
き
は
絶
え
て
為
さ
ざ
る
所
な
り
。
小
瀬
道
喜
太
閤
記
を
著
す
に
、
諸
家
の
記
載
を

購
求
す
。
長
政
の
重
臣
僉 みな
曰
は
く
「
宜
し
く
祖
者
以
来
の
武
功
を
録
し
之
を
書
に
著
さ
し
む

べ
し
。
」
と
。
長
政
曰
は
く
「
凡
そ
士
た
る
も
の
立

□
（
慬
）

怒
敵
皆
公
家

こ

う

か

の
為
に
し
て
私
を
営
み
求
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名
を
為
す
に
非
ざ
る
な
り
。
大
平
の
世
に
武
功
を
衒
耀

げ
ん
よ
う

す
る
は
吾
志
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。

終
に
其

諸
も
ろ
も
ろ

を
許
さ
ず
。
故
に
太
閤
記
黒
田
家
の
事
を
書
く
に

率
お
お
む
ね

闕
略
多
し
。
如
水
父
子
明

哲
に
身
を
保
つ
者
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。
臣
謂 おも
ふ
に
、
戦
争
の
世
に
勇
略
超
群
、
問
ふ
に
、
或

は
之
有
ら
ん
。
明
哲
保
身
絶
え
て
其
人
無
し
。
如
水
海
内
麻
沸

ま

ふ

つ

（

動

乱

が

お

こ

る

）

の
時
に
当
り
奮

ひ
身
を
顧
み
ず
。
九
州
既
に
平
す
に
及
び
韜
光

と
う
こ
う

自
晦
（

才

徳

を

か

く

す

）

す
。
台
廟
の
、
「
方 まさ
に
之

れ
子
房
（

張

良

）
」
、
殆
ん
ど
媿
づ
る
所
無
し
。
秀
興
、

居
（
若
）

狭
を
去
り
筑
前
に
在
り
。
其
如
水
父

子
を
論
じ
恐
ら
く
は
溢 いつ
美 び
（

ほ

め

過

ぎ

）

の
言
有
ら
ん
。
而
れ
ど
も
之
を
載
籍
に
質 ただ
す
に
実
に
論

ず
る
所
の
如
し
。
干
戈

か

ん

か

既
に
戢おさ
む
。
長
政
、
学
文
に
意
有
り
。

数
し
ば
し
ば

羅
山
を
延 ひ

く
。
其
講
説
を

聴
き
賞
し
世
に
延
ず
。
国
の
藩
屏
を
為
す
、

良
ま
こ
と

に
以 ゆえ
あ
ら
ん
や
。

是
歳
、
足
利
学
校
僧
三
要
を
し
て
孔
子
家
語
・
武
経
七
書
・
貞
観
政
要
を
板
刻
し
世
に
行
は
し

む
。
家

忠

日

記
・
松

栄

紀

事

曰
（

〇

カ

）
、
創

業

記

十

二

年

、
年

尾

書

曰

、
近

年

京

都

工

人
［

］
書

於

梓

謂

之

摺

本

。
末

代

重

宝

也

。

蓋

前

此

所

未

有

、

故

附

于

此
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